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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　蔵くら間ま慎しん三ざぶ郎ろうは治まらぬ苛いら立だちと憤いきどおりに呻しん吟ぎんしていた。

　何故なぜ、齢よわい二十五にして剣けんの達人、百年に一人の天才との呼び声の高いこの自分が、かの虚きよ弱じやくかつ驕きよう慢まんで、君主の器うつわを持たぬあの三男坊ぼうなどに仕えねばならぬのか。

　慎三郎は生まれついての荒あら々あらしい気き性しようと人並みはずれた膂りよ力りよくで、十二のときにはすっかり肉体ができ上がっており、父の信のぶ孝たかに頼たのみ込んで、元服前に初うい陣じんに出て目覚ましい活かつ躍やくを成した剛ごうの者である。

　今では身の丈たけ六尺ほどにも育ち、刀を持っても槍やりを構えても一いつ騎き当とう千せん、戦場に立てばそれだけで雑兵たちは逃にげ出すほどの気き迫はくがあり、父、信孝も息子むすこの武勇を誇ほこりとしていたはずであったのに。

「慎三郎。お前は明日から秀ひで秋あきさまに仕えい」

　信孝にそう命じられたとき、慎三郎は耳を疑った。美み濃のの国くにの大名である主家、藤ふじ吉よし家当主秀ひで家いえの三男である秀秋は、唯ゆい一いつの嫡ちやく子しだが体が弱く、もうとうに元服しているのに初陣もまだという体ていたらくで、普ふ段だん家臣らからも忘れ去られているような存在の若君なのである。

「な、なぜでございますか、父上」

「盛もり勝かつ殿どのたってのご指名だ。お前を骨がある男と見込んでのこと。三男とはいえ秀秋さまは唯一のご嫡子。それをわきまえ、よく仕えるがよい」

　斉さい藤とう盛勝は藤吉家重臣の一人で、信孝とは先代秀ひで次つぐの代から長く藤吉家を共に支えた旧知の仲である。秀秋の守もり役やくを務めるが、若君のその理り不ふ尽じんな気質ゆえに世話をする家臣たちが相次ぎ逃げ出してしまうため苦心しているとは聞いていた。しかしまさか、この自分に白羽の矢が立つとは──と、慎三郎は歯ぎしりするような思いである。

　信孝は息子の悔くやしさがよくわかるのであろう、痛ましげな顔つきで、優やさしい声をかけた。

「な、慎三郎。お前は先の戦いくさでの傷もある。普段から殿とのの警護をする馬うま廻まわりはいささか荷が重いゆえ、丁度よいではないか。次の戦までに完全に癒いえるよう、養生せねばな」

「──はい、父上」

　こんな傷など──と内心では唾つばを吐はく慎三郎である。先の戦で斬きり掛かかられた肩かたの傷は、惨むごたらしい痕あとは残るものの、刀を振ふるうには少しの不便もない。他ほかにも無数に大小の傷痕を持つ慎三郎である。少しばかりの刀傷など屁へでもなかった。

　それどころか、これは敵方の豪ごう傑けつと呼ばれる荒あら武む者しやを討うち取った際の誉ほまれの傷であり、慎三郎は血を流しながらも意い気き揚よう々ようとして帰参したのだ。主君、秀家も手放しで慎三郎を褒ほめた。百貫かんの加増も受けた。信孝の命令は、秀家直属の精せい鋭えい部隊にも入れるかと思っていたみぎりの、まさに青せい天てんの霹へき靂れきであった。

（何故、おれがあのような軟なん弱じやく者ものに）

　命を受けたその夜、慎三郎は荒あれた。城下の妓ぎ楼ろうへ行き、浴びるように酒を飲み、馴な染じみの妓をしつこく抱だいた。精強な慎三郎に責め抜ぬかれて呆あつ気けなく失神してしまった妓に舌打ちし、柔やわな裸ら身しんを転がして、うわばみの青年はつまらなそうに一人で杯さかずきを重ねた。鋭するどい目は凶きよう暴ぼうな光にぎらついて、障子の向こうに浮うかぶ朧おぼろ月づきを憎にく々にくしげに睨にらみつけている。

（黒幕はあの茶ちや坊ぼう主ずだ。おれにはわかっている。あいつは、おれの出世しそうなのを妬ねたんで、秘ひそかに裏で糸を引いたに違ちがいない）

　荒れる慎三郎の頭に浮かぶのは、秀家気に入りの茶坊主、正しよう阿あ弥みのいやらしい顔である。慎三郎は武士でありながら武勇を必要としない茶坊主の類たぐいの者らを軒のき並なみ軽けい蔑べつしており、その表情を隠かくすことのできない率そつ直ちよくな青年であった。

　中でも正阿弥は何かにつけて女性的で陰いん湿しつで、いつも何かを企たくらむような陰いん険けんな目つきをしており、慎三郎は心底この茶坊主を嫌きらっていたのである。無論、それは慎三郎の態度にも表れており、正阿弥も慎三郎を嫌った。というよりは、正阿弥は秀家配下の武士たちを皆みな軽かろんじていたのだ。

　一度、あまりにも無礼な態度をとられたので、危あやうく斬り掛かりそうになったこともあった。その際、慎三郎のあまりの気迫に、正阿弥は腰こしを抜かして小便を垂れ、その場にいた者たちの失しつ笑しようを買った。殿の御ご前ぜんでなかったからよかったようなものの、正阿弥はそれを機に、慎三郎を目の敵かたきにするようになったのである。

（あいつに決まっている。あいつが、盛勝殿におれをあの軟弱者の世話役にするようにと囁ささやいたに違いない）

　翌日になっても、慎三郎の腹立ちは治まらぬ。秀秋の守役、斉藤盛勝は温おん厚こうな老臣であるが、いかにも若君には手を焼いている様子で、二の丸の居室にて慎三郎を出で迎むかえた。

「慎三郎殿。そなたが応じてくれて誠まことに助かったぞ。年が明けてまだ春になったばかりだというのに、すでに二人も逃げてしまったのだからな」

「二人も？　一体なぜなのですか」

「まあ──すでに聞いておろうが、秀秋さまはかなり難しいご気性の方でな。気に入らぬと思えばわけもなくひどい仕打ちをなさる。お体が弱いゆえ風にも当てぬ育て方をされてきたためであろうと思う。恐おそらく、ご自身の境きよう遇ぐうを悲しみ、苦しんでおられるのだろうな」

　体が弱いゆえに見限られ、二の丸御ご殿てんの奥へ押し込められた不ふ遇ぐうの若君。そんな風に言えば同情をそそるものもあろうが、要はこの戦乱の世において役に立たぬ駒こまを飼い殺しにしているだけのこと。

　慎三郎にとって、刀も持たず戦場にも立たない武士など、武士ではなかった。そんな若君の下で仕えねばならぬとは──と、野心に溢あふれる若い肉体は熱い筋肉のうちに苛立ちを満々と溜ためていた。

「盛勝殿。某それがしはこれから秀秋さまにお仕えする身でございます。どうかはっきりと、秀秋さまのご病状、ご気性について詳くわしくお教え願いとう存じます」

　盛勝は慎三郎の率直な物言いに、やや躊ちゆう躇ちよしながらも、もっともだと頷うなずいた。慎三郎には、この老ろう爺やが幼い頃ころから見守ってきた秀秋をひいき目で語っているのがわかっている。最初に曖あい昧まいな説明をされて失敗するよりも、ありのままを聞いて臨のぞみたかったのだ。

（正阿弥め、貴様の思う通りにはゆかぬぞ）

　慎三郎の中では、あの茶坊主は、血気盛んな青年がか弱い若殿の癇かん癪しやくに怯おびえ、這ほう々ほうの体で逃げ出すのを笑ってやろうという算段なのだろうと決めつけている。与あたえられた役目がいかなるものであろうとも、それを中ちゆう途と半はん端ぱに投げ出せば殿の覚えも悪くなろう。正阿弥はそれを目もく論ろんでいるに違いないのだ。

（こうなったら、その若君の気に入りの駒になってやろうではないか。腐くさっても正室のお子、悪いようにはなるまい）

　慎三郎の腹では、軟弱な若殿をあてがわれた憤りが一周して、今度はそれを利用してやろうという気持ちになっていた。大たい望もうを抱いだき、まだ挫ざ折せつを知らぬ不ふ遜そんな若者は、わがままな暴君など容易たやすく扱あつかえるという自信があった。また、自分ほどの大おお柄がらで気迫のあるものが相手であれば、体の弱い若君など畏い縮しゆくしてしまうだろうと楽観視していたのだ。

「慎三郎殿。これから申すことは、どうか内々の秘密にしていただきたい」

　やけに重々しい言い方をする、と慎三郎は内心鼻白む。内々の秘密と言っても、すでに数多あまたの世話役が逃げ出しているのだから、その者らが他へ吹ふい聴ちようしているはずである。

「まず、若のお世話をするのは、慎三郎殿の他に近習が三人ほど。若は日中は決して外には出られぬ。蒲ほ柳りゆうの質ゆえ、日に当たると、お体の具合がよろしくないのだ。ゆえに、日の長くなり始めるこの時期はひどくご機き嫌げんが悪い。若は夜をお好みになるのでな」

（まるで、もののけだな）

　慎三郎は胸のうちで悪態をつく。秀秋が昼間は滅めつ多たに姿を見せず、御殿の奥に引きこもっていることはいわば公然の秘密だ。夜になるとふらりと庭へ出てきてそぞろ歩きなどをする様がまるで幽ゆう霊れいのようらしいと噂うわさされている。そんな暮らしをしているので、若殿の姿はほとんどの家臣が知らぬままだ。

　それゆえか、誠か紛まがいかわからぬ噂ばかりが一人歩きをしている。若君の病は顔かたちをひどく変えるもので今では二目と見られぬ有様なのだとか、骸がい骨こつとばかりに瘦やせ細り、その姿はまるで幽ゆう鬼きのようであるだとか。もう何年も人前に出て来ぬのだから、それらの噂もあながち間ま違ちがいではあるまい、と慎三郎は思っている。

「また、その暮らしぶりのためか、お歳のわりに発育は遅おくれておられる。見たら驚おどろくことと思うが、ほんの子供か──年とし端はも行かぬ少年のようにしか見えぬのだ」

「秀秋さまは、やはり重い疾しつ患かんを抱かかえておられるのですか」

「いや、発育が十分でないことと、日に当たれぬことの他は──」

　盛勝はふいに口をつぐむ。一いつ瞬しゆんの間だが、慎三郎はその態度を怪け訝げんに思った。

「病、といえるものは他にはない。ただ、何分世間を知らぬ、真綿で包くるまれるようにして育った若君だ。色々と風変わりな言動も多いことだろう」

「風変わりとは」

「それは──若は癇癪を起こすこともままあるのでな。その折にも奇き態たいなことをされるやもしれぬ。他にも、側そば仕づかえしておればそなたが気になることも多々出てくるであろうしな。それはその都度、わしに報告してくれればよい」

　確実に、この老爺は何かを隠している──と、慎三郎は確信する。しかし、この場では決して引き出せぬ心の鎧よろいが見えている。それはよっぽど口に出しかねることなのだろう。

（まあ、人前に出せぬ若君のことだ。夜のそぞろ歩きの他にも、一つや二つ、奇き妙みような癖くせを持っているのだろう）

　お付きのものがたったの数人で、しかも滅多に人前に顔を出さぬ若君──まるで隠いん居きよした人間の生活である。狂きよう人じんとは言わぬまでも、恐らく頭の足りぬ暗あん愚ぐな若君のこと。上手うまくやれば手玉にとるのも容易かろうと、慎三郎は嘲あざけりの笑えみを微かすかに浮かべた。

　武勇を何よりも尊ぶ慎三郎であったが、世よ渡わたりと計算も無論大事なことと心得ている。主君秀家の下で身を立て、いずれは日ノ本全土を平らげ、お家を天下一へと導くことがこの若者の大望なのである。

　このような状じよう況きようにあっても、自棄やけにならずに機を窺うかがうこと──武士は忍にん耐たいと教えられてきた慎三郎は、己おのれの血気盛んが過ぎるのを自覚していることもあり、ここでその鍛たん錬れんを行うという腹づもりで参じたのであった。







　秀秋が遅おそい朝あさ餉げをとり、日常の用を終えた頃ころ合あいを見計らって、斉藤盛勝は慎三郎を連れて奥の間へと参上した。

「若。盛勝にございます。蔵間慎三郎殿どのを連れて参りました」

　入れ、と中から細い声がして、盛勝は静かに襖ふすまを開ける。

　盛勝の後ろから座ざ敷しきを見み渡わたして、慎三郎は一種異様な感覚にとらわれた。

　御殿の最さい奥おうに位置するであろうかというその居間に障子はなく、春の暖かな光は一筋も差し込んでいない。その代わりに、まるで宵よい闇やみのような重苦しい闇が垂れ込め、そこへ蠟ろう燭そくの橙だいだい色いろの炎ほのおが僅わずかな風に揺ゆられて、香こうの焚たき染しめられた暗闇を舐なめるようにじりじりと燃えているのである。

（この座敷だけ、とこしえの夜が続いているようだ）

　この世ならざる道へ迷い込んだかのような不ふ吉きつなものを感じながら、慎三郎は座敷へ入った。上座に座る秀秋の前で手をつかえ、「蔵間慎三郎にございます」と声を張ると、「面おもてを上げよ」と静かに命じられた。

　顔を上げた途と端たん、慎三郎はあっと声を上げそうになった。

「ほう。大男なだけに間延びした面つら構がまえかと思うたが、なかなかの美び丈じよう夫ふではないか。のう、じい」

　そう言ってころころと鈴すずの転げるような涼すずやかな声で笑う秀秋は、慎三郎がこれまでに見た誰だれよりも美しい顔立ちをしていた。

（なんということだ）

　呆あつ気けにとられて、闇に浮うかぶ白い面に魅み入いってしまっている慎三郎を、秀秋はただこの世のものとは思えぬ美しい微び笑しようを含ふくんで観察している。

　女には見えぬが、さりとて男とも思われぬ。藤ふじ色いろの素す袍おうの袖そでから覗のぞくか細い手は京人形のように小さく、脇きよう息そくへ気け怠だるげに凭もたせかける姿態の妙みようななまめかしさが、何とも妖あやしく若君の性を移ろわせているのである。

　藤吉秀秋は慎三郎の予想に反して、世にも稀まれな美少年であった。青い血管が透すけるほどの、まるで体温を持たぬかと思われるほどの雪の白しら肌はだ。重々しいほどの濡ぬれたような黒くろ髪かみを後ろへ引き結び、前まえ髪がみを垂らした額のみずみずしさ。優ゆう雅がにけぶる匂におうばかりの眉まゆ。細く筋の通った小作りの鼻。まるで紅を引いたような花弁の唇くちびる。そして長い密な睫まつ毛げに縁ふち取どられた、見つめていると昏くらい水の底へ引き込まれるような深しん淵えんの瞳ひとみ──。　>>>♥

　慎三郎はごくり、と大きくのど仏を上下させる。

（美しい、などという言葉で済むものではない。これはまさに、もののけのごとき──）

「慎三郎、と申したか」

　丹たん花かの唇が気怠く花開き、やや高い少年の声が自分の名を呼んだとき、慎三郎はあまりの衝しよう撃げきに、鳥とり肌はだの立つような思いがした。目の前にいる少年が、人ならざる美しい生き物などではなく、自らの仕える主あるじであることを思い出したのだ。

「秀秋の面相がそんなに珍めずらしいか。そのように見つめられては、穴が空いてしまうではないか」

「はっ。も、申し訳ございません」

　慎三郎は平へい伏ふくした。誇ほこりを傷つけられた羞しゆう恥ちに、頰ほおが燃えている。

（おれは一体何をしているのだ。この虚きよ弱じやくな若君を嗤わらうつもりで来たというのに、こんな無様を晒さらして──）

「じい、下がってよいぞ。秀秋はこの者とじっくりと話がしたい」

「は。かしこまりましてござりまする」

　秀秋は盛勝をあっさりと下がらせた。盛勝は慎三郎を見て少し心配そうな顔をしたものの、大人しく座敷を去ってゆく。

「ふう。じいは何かにつけて心配ばかりじゃ。そなたもうるさいと思うておろう、慎三郎よ」

「いいえ、決してそのような」

「あれは秀秋のことを、何と申しておった」

　秀秋の深い闇の瞳が、面おも白しろがるようにきらりと輝かがやく。

「きちがいじゃ、うつけじゃ、と申しておったか」

「まさか！　ただ、お体のことを少しばかり、お聞きしたのみでございます」

「体、のう」

　ふふ、と微かに笑う吐と息いきの気配さえ妙に艶つややかで、慎三郎は鼓こ動どうが怪あやしくなるのを抑おさえられない。この暗い部屋であやかしの如ごとき若君と二人きりでいるということが、何か恐おそろしい罠わなのようにさえ思われ始める。

「まあ、よい。慎三郎。そなた、歳は」

「は。二十五にございます」

「ふうん」

　秀秋はつまらなそうに鼻を鳴らす。

「秀秋とは随ずい分ぶんと離はなれている。遊び相手にはなりそうにもないな」

　その物もの憂うく幼い口ぶりは、まるでまだいとけない童子のようである。すべてか細く小作りな姿であるため、違い和わ感かんはないものの、成長し切れていないのは体だけではない様子だ。

　ここへ来て、秀秋のあまりの美しさに吞のまれていた慎三郎は、ようやく平静を取り戻もどしつつあった。

（やはり、人並みとは言えぬ頭のようだ。歳のわりに、中身はまるきり子供なのではないか）

　心の中で軽かろんじながら、慎三郎は平伏した。

「若がお望みとあらば、某それがしをいかようにもお使いくださいませ」

「無理をせずともよい。そなた、室は。子は」

「おりませぬ」

「その歳でか。そなた、女が嫌きらいか」

「いえ──某は未熟者ゆえ、まだ妻を娶めとるには早いかと」

　二十にもなれば室を迎むかえることが普ふ通つうの世である。二十五にもなった慎三郎が未いまだ独り身なのは、この野心に溢あふれ奔ほん放ぽうな青年が、家というものに縛しばられるのを嫌きらったためだった。女は好きだが、大人しい上品な姫ひめにはほとんど心を動かされぬ。慎三郎の獣けものじみた旺おう盛せいな欲よくを遠えん慮りよなくぶつけることのできる、玄人くろうとの女が青年の求めるところであった。

「兄弟は」

「は。兄が二人おりまする」

「ほう。秀秋と同じじゃ。しかし、そなたはわしと違ちがって期待されているようじゃの」

「決してそのような」

「よい。皆みな秀秋を軽んじておる。軽んじておるどころか、存在すら忘れているのだろうな。わしにはわかっておる」

　世間から隔かく絶ぜつされた世界で生きている若君も、自分の置かれている状況は理解している様子である。拗すねた素そ振ぶりもなく、ただ淡たん々たんと自分を分ぶん析せきするのが、慎三郎には少し意外だった。

　しかし、憐あわれとは少しも思わぬ。武家の男子として十分な体でないのが、そもそも秀秋の罪である、と若者は考えるからだ。秀秋に己の不ふ遇ぐうゆえに世を呪のろう向きがないのが、潔いさぎよいと感じるのみである。

「秀秋には父上から何のお役目も与あたえられぬ。病なのだからと、好きなことをし、ただ楽しく暮らすがよいと仰おおせになる」

「それも、若の病を癒いやすためでございましょう」

「薬くす師しはな、秀秋が何の病かわからぬと言うのだ。何故なぜ日に当たれぬのか、何故満足にものも食べられぬのかがな。徳の高い僧そう侶りよを呼んで祈き禱とうをさせたり、曲ま直な瀬せ道どう三さんとやらを呼んで診みさせたりしたのだがな。どれもてんで効き目がない。仕方がないので、こうして御ご殿てんの奥へ押し込めて、歳と共に丈じよう夫ぶになるであろうと放ほうっておかれる。つまり、匙さじを投げられたのじゃな」

「そのような──」

「慎三郎」

　おっとりと、しかし冷たい投げやりな声で秀秋は慎三郎を呼ぶ。

「よいか。秀秋はな。どうしようとも思うておらぬのじゃ。ただ、この退たい屈くつな時間を紛まぎらわしたい。そなたは、それに付き合おうておればよいのじゃ」

「は」

「そなたはなかなか面白そうじゃ。わしによく仕え、楽しませよ。さすれば、悪いようにはせぬゆえ」

　慎三郎は頭を下げながら、心は屈くつ辱じよくに煮にえくり返るようである。

（やはり、これは武士の仕事ではない）

　楽しませよ、などと、遊女芸人に向かって放つ言葉である。主従の間あいだ柄がらとは言え、仮にも刀を腰こしに下げた武士に向かってそのような屈辱的な言葉を投げかけるとは、いよいよもってこの若君は人の上に立つ器うつわではない。慎三郎はぎりと奥歯を嚙かんだ。

「秀秋は日の高いうちは気分が優すぐれぬ。夕ゆう餉げまで横になるゆえ、そなたはじいなどにでもついて、ここでのことを学ぶがよい」

「は──」

　まだ昼にもならぬうちから寝ねるという秀秋に放ほうり出され、慎三郎はやや呆ぼう然ぜんとして廊ろう下かに立ち尽つくした。暗くら闇やみの座ざ敷しきから明るい場所へ出て、まるで黄泉よみ路じから現世に立ち返ったような心地ここちである。

（考えていたよりもずっと、奇き妙みようなお方だ）

　あの容よう貌ぼうに度ど肝ぎもを抜ぬかれ、目もく論ろみが外れた恥ち辱じよくに唇を嚙み、これからの日々を思って目の前が暗くなるような心持ちだ。

（あの若君はおれの姿を見ても、髪かみの毛一筋ほども気き後おくれせなんだ。それどころか、早々におれを見くびって、まるで犬でも呼ぶように気のない風におれの名を口にして──）

　戦場で数多あまたの敵兵を威い圧あつしてきた慎三郎は、こちらを見てもまるで臆おくするところのない秀秋に動どう揺ようしてもいた。なに、世間知らずの、家中に顧かえりみられぬ若君のことだ。これからいかようにも秘ひそかに脅おどしつけるなり何なりして、侮あなどらせぬ方法はあるだろう──そう思うものの、明らかに、対面して怖おじ気けづいているのは己おのれの方である。

「慎三郎殿どの──」

　己を呼ぶ声に、慎三郎は過か剰じように反応した。物思いに沈しずみ、盛勝が歩み寄る気配さえ気づかなんだ。

「いかがした。そのように青ざめた顔をして。何か、無体なことを若が仰おつしやったか」

「いえ、何も、そのようなことは──」

　慎三郎は、秀秋の並外れた容貌を前もって教えてくれなかったことを逆さか恨うらみした。知っていれば、これほどに動揺することはなかったのにと思う。いや、しかし、わかっていたところで、目を奪うばわれずにはおれなかっただろうけれど。

「盛勝殿。若のご病気は、お悪くなる一方なのだろうか。見たところご壮そう健けんの様子だが、夕餉まで横になると仰っていた」

「常のことなのだ。昨日今日そういった生活を始められたわけではない。その日調子がよければ日中も起きておられることはあるが、大たい概がいは日が沈むまで横になっておられる」

「病の原因はわかっておらぬのですか。見たところ、あの肌はだの白さは白子かとも思われたが」

「そうではないらしい。だが、病のことは未だにはっきりせぬとのことだ。皮ひ膚ふが爛ただれるなどの目に見える症しよう状じようではないが、日に当たればその後一日中臥ふせって起きられぬほどに気力を消しよう耗もうするらしい。若の病に日の光がよくないのは確かなこと」

「それでは、日の昇のぼっているうちは、ずっと寝ておられるのか」

「そういうことだ。その代わり、夜は遅おそくまで起きておられる」

「それでは、某も、若の生活に合わせて過ごさねばならぬと──」

　そうだ、と盛勝は頷うなずいた。

（なんということだ──おれも、もののけにならねばならぬのか）

　慎三郎は、思ってもみなかった大きな日常の変化に、また憤いきどおった。これからは、どうやら日の出とともに目覚めるようなこれまでの暮らしは望めないようである。そのような生活を長く続けていれば、いずれ自分もあの若君のように、日の光を恐れるようになるのではないか、と暗あん澹たんたる心地であった。
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　若君との奇妙な日々が始まった。

　秀秋は日の入りとともに目を覚まし、完全に空が闇やみの帷とばりを垂らすと、水を得た魚のように楽しげに庭へ出る。

「今こ宵よいは宴うたげじゃ。慎三郎が来た初めての夜なのだからな。月も、風もよい。夜桜を愉たのしもうではないか」

　と、上じよう機き嫌げんで宴えん会かいの用意をさせ、桜の木の下で少ない近習たちを相手に騒さわぎ始める。

　御殿の庭に咲さく桜は、それは大層なものであった。狂くるい咲ざき、という言葉がよく似合う。節くれ立った幹には大きな洞うろが空き、柱を支えてようよう立っている様子の老木だが、それがこれほどにこぼれんばかりの花を咲かせるとは、これもまた妖よう怪かいじみている。

　秀秋は近習たちに酒や肴さかなを勧すすめるが、自らは何も口にしない。

「慎三郎。そなたは酒が好きか」

「はあ。多少は、嗜たしなみまする」

「遠慮せずともよい。その顔は酒飲みの顔じゃ」

　と決めつけて、秀秋はまるで酌しやく婦ふのように慎三郎へ擦すり寄って酒を注ぐ。最初は恐きよう縮しゆくしていたものの、よいよいと秀秋が強しいてくるために、慎三郎は三杯ばい、四杯はいと杯さかずきを重ねてしまう。

　他の者らにも同じように酒を勧めるが、皆みなさほど強くないと見えて、すぐに真っ赤な顔でふらふらになっていた。

　そこへ、秀秋が「それ、義よし直なお、何か舞まえ」だの、「政まさ重しげ、犬の真似まねをしろ」だのと子供じみた調子でけしかけるものだから、皆すぐに頭の芯しんまで酒が染しみて、前後不覚の有様になってしまう。

「ははは、うまいぞ、政重。その鳴き声、まさしく犬じゃ。それ、秀秋の足を舐なめてみせよ」

　と言って、青い血の透すけるふしぎになまめかしい脚あしを投げ出せば、酔よった男は躊躇ためらいもせずに飛びついて、その作り物のような、手の平に乗りそうな小さな足の指をしゃぶり始めるのである。

　酒に強い慎三郎はまだ素面しらふだったため、仰ぎよう天てんしてこれを見ていたが、おかしなことに気がついた。

　いかに主従の関係とはいえ、一いつ介かいの武士である男が足の指を舐めさせられて激していないはずがない。しかし、男は酒に酔っているためか嬉き々きとして夢中になって舌を這はわせているのである。そして、残った二人はぎらぎらと目を充じゆう血けつさせて、憎にく々にくしげにその様を凝ぎよう然ぜんと見ているのだ。秀秋はそれに気づいているのかいないのか、ただ冷たい微び笑しようを浮うかべている。

「うまいか、政重」

「は、はい、それはもう」

「この馬ば鹿か！　口をきく犬があるか！」

　秀秋は突とつ然ぜん柳りゆう眉びを逆立てて叫さけび、這いつくばっていた者の顔を容よう赦しやなく蹴けり飛ばす。男は呆あつ気けなく転がり、その袴はかまの股こ間かんが膨ふくらんでいるのに慎三郎は目を剝むくが、秀秋はそれに頓とん着ちやくせず、今度は慎三郎の側そばへ寄る。

「慎三郎、そなたはまだ新参者じゃ。何か詩でも諳そらんじよ。それで許してやる」

「詩……でございますか」

「何かあるであろう、春に相応ふさわしいものが」

　この頭の弱い若君が犬の物まねをさせたその口で、詩などと賢さかしらに言うのがおかしくて、慎三郎はつい、どれ、ひとつからかってやろうなどと皮肉なことを口にしたくなる。

「それでは──往事は渺びよう茫ぼうとして都すべて夢に似たり。旧友は零れい落らくして半ば泉に帰す。酔ようて悲しんで──」

「涙なみだを春の盃さかずきの裏に濯ゆすぐ、だったか。源氏物語を始めとした様々な書物に引用され、それを題材とした和歌も数多詠よまれている有名な詩じゃな」

　驚おどろいている慎三郎に、秀秋は「のう、慎三郎」と囁ささやくように呼びかける。夜の闇よりも深い黒眼が、青年をねっとりと見つめている。

「そなたは、秀秋を馬鹿にしておるのだろう？」

「け、決してそのような」

「そなたはわかりやすい。考えていることが、その顔にありありと表れておるわ。初めて会おうたときから、な」

　秀秋の光を吸い込むような漆しつ黒こくの瞳ひとみが慎三郎を見つめる。慎三郎は動揺した。確かに、今詠んだ詩は落ちぶれた友人と会い、酒を飲んで悲しみに暮れるという内容で、今のこの状じよう況きようを皮肉っているととれるものだ。実際、慎三郎はそのような気持ちでこの詩を選んでいた。この酔っぱらった近習たちの中に昔の友人と呼べる者などいないが──。

（まったくの痴こけではなかったか。見くびり過ぎた）

「こやつは主あるじに楯たて突ついた罪人じゃ！　それ、捕つかまえろ！」

　秀秋が声を張り上げると、赤い顔をした酔っぱらいたちが力任せに慎三郎へのしかかる。これを払はらいのけることもできず、この芝しば居いじみた展開にただ面めん食くらった慎三郎は「お許し下さいませ」と秀秋に許しを請こう。

「だめじゃ、だめじゃ、許しなどせぬ。主の顔に泥どろを塗ぬった貴様のような男は、こうしてやる」

　そう言うや否いなや、秀秋は傍かたわらの大皿に盛られた饅まん頭じゆうを摑つかみ、仰あお向むけで押さえつけられた慎三郎の顔へ、ぐちゃっと勢いよくなすりつけてしまった。「げえっ」と素すっ頓とん狂きような声を上げるのを面おも白しろがって、秀秋はケタケタと高い声で笑いながら、饅頭を次々に押しつけていく。

　慎三郎の顔の上で、饅頭がつぶれ、中にたっぷりと入った小豆あずきが飛び出す。たちまち饅頭まみれになった慎三郎の顔は、まるで泥でもかぶったように真っ黒になってしまった。

「ははは！　見よ、この顔を。色男が、まるで饅頭の妖怪じゃ。ははは！」

　慎三郎の上で酔いの回った男たちもゲタゲタと笑う。目も見えず鼻も塞ふさがれ、辛かろうじて残った口で荒あらい息を吐はきながら、慎三郎は屈くつ辱じよくにもえあがる。これで酔っぱらいどもが少しでも青年を小こ突づきでもしたならば、短たん慮りよな若者は新しい主の眼前とは言え、暴れ出すのをやめられなかっただろう。今、理性のすべてを総動員して、慎三郎はこの恥ち辱じよくに耐たえていたのだ。

「饅頭の妖怪め、秀秋が食うて成敗してやろう！」

　秀秋が慎三郎の上へ馬乗りになる気配がした。華きや奢しやな体たい軀くは胸の上へ乗っかっても童子のように軽かったが、これから何をされるのかと慎三郎の背筋がさっと冷える。

　すぐに、潰つぶれた饅頭だらけになった顔の上に影かげが落ちた。クスクスという小さな笑い声が慎三郎の耳をくすぐり、突とつ然ぜん、鼻先にがぶりと嚙かみつかれ、思わず慎三郎は悲鳴を上げた。

「いたっ」

「おお、これはそなたの鼻であったか。高い格好のよい鼻じゃ。ふふ、悪いことをしたのう」

　秀秋は、慎三郎の顔についた饅頭をむしゃむしゃと食い始めたのである。先ほどは何も口にしていなかったというのに、人の顔に塗りたくった饅頭ならば美味うまいとでもいうのか、秀秋は小さく笑い声を立てながら、ときに慎三郎の頰ほおや額に嚙みついて、饅頭を食くらってゆく。慎三郎はあまりの事態に動転して、ただじっとしているしかなかった。

（なんという──おかしな若君だ！）

「ふふ。ようやく顔が見えたのう、慎三郎」

　あらかた食いつくし、慎三郎が目を開くと、ぎくりとするほど近くに、秀秋の赤い舌が見えた。そして、自分を押さえつける近習たちは、憎ぞう悪おと羨せん望ぼうに血走った赤い目で慎三郎を見下ろしているのだ。狂った悪夢のような状況に、慎三郎はぞおっと肌はだを総毛立たせた。

「無体な真似をされたと思っているか？　慎三郎」

「い、いいえ」

「そなたの身分はのう、この秀秋に仕えることじゃ。それをのう、まずわからせてやろうかと思うてな」

　秀秋はそう嘯うそぶき、慎三郎の上から退のいた。同時に、手足を押さえつけていた重みも消え、慎三郎は小豆でべたつく顔をさすりながら、呆ぼう然ぜんたる有様でゆっくりと身を起こす。

「こんなことが秀秋に仕えるお前の仕事じゃ。容易たやすかろ？」

　秀秋は何事もなかったかのように慎三郎の杯に酒を満たし、目の前に差し出す。飲まねばやっていられぬと大人しくそれを受け取り、酔いではなく怒いかりに顔を赤くした青年は、なみなみと注がれた酒を一気に飲み干した。

「精せい一いつ杯ぱい──お仕えさせていただきます」

「よいよい。気張らずともよい。ただ、秀秋の意に添そうておればよいのじゃ」

　この者たちのようにな、と秀秋は近習らに視線を投げた。

　彼らはただひたすら期待の眼まな差ざしをもって、従順な態度で主を見つめている。揃そろいも揃って体格の優すぐれた益ます荒ら男おたちだというのに、その姿はまったくもって犬だった。

「ようし、左さ衛え門もん、今度はそなたが馬となれ」

「ははっ！」

　命じられた近習は嬉うれしそうに四つん這ばいになり、その背へ当然のように秀秋が乗ると、恍こう惚こつとした表情で逞たくましい胴どう体たいを震ふるわせた。

「ふむ、なかなかよい乗り心地ごこちじゃ。それ、走れ！」

「ひひいん！」

　手た綱づな代わりに咥くわえさせた紐ひもを引くと、男は歓よろこびの声を上げて四つん這いのまま駆かけ出してゆく。そして、それを見守る他の二人が妬ねたましげな表情をしているのも、前の例と同じことだった。

（なんなのだ、ここは）

　慎三郎は最初呆気にとられ、憤いきどおり、そして今ではその奇き怪かいな光景に怖おぞ気けを震ふるっている。

（皆、若君の妖よう気きに中あてられて、狂くるってしまったのではないか）

　そうとしか思えないほどに、近習たちは秀秋に心しん酔すいし、夢中の様子であった。もっと速く走れと尻しりを強したたかに叩たたかれ、馬役の男は呻うめきながら、やはり明らかに勃ぼつ起きしている。この者たちは、主に服従しているのみならず、あらぬ欲よく望ぼうまで抱いだいているのだ。それも、ひどく歪ゆがんだ欲望を。

（ここを逃にげ出したのは、狂い切れなかった者たちか）

　ここに長く留とどまれば、自分もいずれおかしくなってしまうのではないか。そんな危き惧ぐを抱くほどに、この場所は異様な妖気を孕はらんでいた。

　近習を虐しいたげて無む邪じや気きな笑い声を上げる秀秋は、蒼あおい月明かりの下で、息を吞のむほどに美しい。自分よりも遥はるかに大きな男たちをぶったり、引っ搔かいたりするときに、その瞳は興奮に濡ぬれ、妖あやしく濃のう艶えんな微び笑しようがその面おもてにかぎろい、抜ぬけるような白い肌に内側からぽっと火が灯ともるように頰が仄ほの赤あかく染まるのである。

　秀秋のあやかしのごとき美び貌ぼうを見ていると、その異様な振ふる舞まい、熱気に中てられ、衆しゆ道どうに興味のない慎三郎も、何やら妙みような心持ちになってくる。

　しかし、慎三郎は未いまだ正気であった。この澱よどんだ空気の中で、自分がおかしくなりかけているということを自覚していた。

（冷静にならねば。おれは、狂うわけにはいかぬのだ）

　自分には、戦功で身を立て、主家藤吉家を盛り立てて、日ノ本一の大大名に仕立てるという大きな野望があるのだ。こんな、二の丸御ご殿てんの奥に押し込められた、おかしな若君との夜の乱らん痴ち気き騒さわぎで、自分を見失うわけにはいかない。

　このような、人を人とも思わぬ、ただ玩がん具ぐのようにして大の男をもてあそぶ驕きよう慢まんな若君を、主などと認めたくはない。それに心酔し、欲よく情じようし、魔ま羅らを膨ふくらませながらその手の触ふれる一いつ瞬しゆんを心待ちにしているような、あんな犬どもと同じ場所へ堕だ落らくしたくはない。

　顔に張りつく潰れた小豆のべたつきを、水に濡らした手て拭ぬぐいでぐいぐいと拭ふきながら、慎三郎は己おのれを叱しつ咤たした。なるたけ心を静め、客観的に若君を捉とらえ、胸のうちで厳しく批判してさえいれば、狂きよう気きに染まらずにいられよう。

（若君を威い圧あつしてやるつもりでいたおれが、逆にこんな覚かく悟ごをさせられるとはな）

　慎三郎は、苦く笑しようを禁じ得なかった。自分が、早くもこの魔ま界かいに吞まれかけていることを自覚したのだ。




　　　　＊＊＊




　若君の奇き行こうは続いた。

　夜が訪おとずれる度たびに秀秋は生気を得て、のびのびと、そして粗そ暴ぼうに、様々なやり方で近習たちをけしかけ、なぶり、もてあそぶ。

　ときには芸人などを呼び能や狂きよう言げんを演じさせて、最後には秀秋自身もそこへ飛び込み、かつての世ぜ阿あ弥みかと思われるほどに可か憐れんな麗うるわしい声で歌い、見事に舞い踊おどるのだが、その後はやはりお決まりの犬遊びだ。その無節操で、淫いん猥わいで、皆みなが何かに憑つかれたように騒さわぎ立てる夜よ毎ごとの宴うたげは、まさしく百ひやつ鬼き夜や行こう、今にも地じ獄ごくへ続く穴がそこらへぽっかりと口を開けそうな、禍まが々まがしい瘴しよう気きに満ちていた。

　慎三郎はそれを目まの当たりにする度に驚おどろき、狼狽うろたえ、そして怖おじ気けづきそうになる己に憤った。夜を数えるごとに、戦場で刀を振るった後よりもひどい疲ひ労ろうが、若者の健康な体を気け怠だるく蝕むしばんでいった。

「どうだ。仕事には慣れたか」

「盛勝殿どの」

　盛勝は顔を合わせる度に慎三郎を気き遣づかった。よほど参っているように見えるらしい。

「顔色が悪い。まだこの生活には馴な染じめぬか」

「やはり──簡単には、いきませぬな」

「若のお振る舞いは、どうか目を瞑つぶってくれ。若のお心は、まだほんの子供なのだ。赤子のすることと思うていれば、少しはましと思えるはずだ」

　赤子に欲情する男どもがあるものか。内心そう吐き捨てるものの、この老いた守もり役やくに面と向かってそんな事実を述べるほどのむごさはなかった。

　慎三郎が辟へき易えきしているのは秀秋自身だけではない。今まで秀秋の世話をしていた者たちがどんな関係にあったのかはわからぬが、今の三人はどうやらお互たがいに牽けん制せいをし合っているらしいのだ。その何かに取り憑かれたような、なりふり構わぬ言動が、表情が、慎三郎に怖気を抱かせた。

　慎三郎はまだ新参者だから蚊帳かやの外でいられるが、ともすればこちらに嫉しつ妬との視線を送られることもある。まるで、雌めすを巡めぐって争いを繰くり返す雄おすの獣けものだ。しかも、その雌は誰だれの手にも入れられぬ存在なのである。あまりにも不毛であった。

　三人の均きん衡こうは日増しにかなり危あやうい状じよう況きようになりつつあった。誰かが秀秋に構われる度に、他の者らは殺気をみなぎらせ、今にも飛びかかりそうに全身を震わせ凝ぎよう視ししている。それが順じゆん繰ぐりに回ってゆくのだ。秀秋は平等に横暴であり、誰にも無関心である。それだからいいものの、一度それが偏かたより、一人が爆ばく発はつしてしまえば、連れん鎖さしてすべてが崩ほう壊かいしてしまうようなきな臭くささがあった。

　秀秋自身はそれに気づいている。知っていて、それを面おも白しろがっている。そうとしか思えぬ振る舞いだった。

　そして、とうとう、慎三郎の危惧は現実のものとなる。

　近習の一人、左衛門が、同じく近習の一人である政重を斬きりつけたのだ。

「のう、知っておるか。南なん蛮ばんでは、生まれた日を祝う習慣があるらしいぞ」

　その日、秀秋は退たい屈くつそうに、濡れ縁えんで脇きよう息そくに凭もたれながら、おもむろにそう言った。昨夜戯たわむれに呼び寄せた南蛮の宣教師からでも聞いたのだろうか。少年は時折珍ちん奇きな知識を披ひ露ろうすることがあった。

　目の前の庭先で政重と左衛門二人に木刀で立ち合いをさせ、その勝敗を残りの者で賭かけている最中である。しかし早々に飽あきてしまったのか、決着のつく前に物もの憂うげに口を開き、試合を中断させていた。

　秀秋の気怠気な視線が、すいと一人の近習に向けられる。

「今日は、そなたの生まれた日と聞いたぞ。政重」

「は、はっ。よく、ご存知で」

　半はん裸らの逞しい体を上気させた政重は、秀秋の言葉に頰ほおを緩ゆるませた。

「普ふ段だんからよく秀秋に仕えているそなたじゃ。何かひとつ、望みを叶かなえてやろうか」

　秀秋のその言葉に、他二人はさっと顔色を変えた。慎三郎も、皮ひ膚ふを刺さすほどの緊きん迫ぱく感かんに息を吞む。

（また、この方は、なんということを）

　その一言が、この危うい三つ巴どもえを崩くずすことになるのを知ってか知らずか、秀秋は気まぐれにそんな甘い餌えさをちらつかせる。

　政重は顔面をゆでだこのように真っ赤にして、額に汗あせを浮うかせ、今にも倒たおれんばかりにわなわなと震えている。

「あ、そ、そのような、過分な」

「よいよい。なんでもよいのじゃ。申せ」

　秀秋は気のない声でいとも容易たやすく言葉を弄ろうする。若者はごくりと唾つばを飲み、転げるように秀秋の足あし下もとへ寄って、平へい伏ふくした。

「は、ははっ。そ、それでは──ただ、一度、一度だけ──若の──若君の、唇くちびるを」

「おのれ、政重！」

　その瞬しゆん間かんだった。いつの間にか、木刀を真しん剣けんに持ち替かえていた左衛門が、額に青筋を立て目を血走らせて、這はいつくばった政重に後ろから斬り掛かかったのだ。政重はぎゃっと声を上げて、背を袈け裟さ懸がけに斬られ、その場に倒れた。

「何をしている！」

　慎三郎は仰ぎよう天てんして躍おどり出て、柄つかを握にぎり締しめた左衛門の手首を手刀で打った。左衛門は己の行動に自分でも愕がく然ぜんとした体ていで、刀を落とした格好のまま、真っ青な顔で棒立ちになっている。

　政重の血は、目の前にいた秀秋の顔にもほとばしっていた。その無む惨ざんな有様に、さすがの秀秋も凍こおりついている。

　慎三郎はすぐさま薬くす師しを呼ぶように残った一人を走らせ、自分は怪け我が人の傷口を縛しばって応急処置を施ほどこした。ややあって盛勝が飛んできて、目の前の光景を見て、ややっと声を上げ、苦々しい顔つきになって、ほとんど無意識のように、口の中でもぐもぐと呟つぶやいた。

「ぬう、またか」

（──また？）

　慎三郎は耳みみ聡ざとくそれを聞き、瞠どう目もくした。まさか、こんな騒そう動どうが、初めてのことではないというのか。だが、今このときは、それを詰きつ問もんしている状況ではない。

　慎三郎の迅じん速そくな処置の甲か斐いあって、政重は一命は取り留めた。だが、当然当分は使い物にならず、斬り掛かった左衛門は処分を受け、二の丸御ご殿てんから消えた。

　春の夜の、起こるべくして起きた惨さん劇げきであった。

　結果、慎三郎ともう一人の近習とでしばらく秀秋の相手をすることとなり、負担が増えてしまったのだが、死人が出なかっただけましとも言えよう。

「大変なことになったな。来て早々、そなたには迷めい惑わくをかける」

　後任の者たちを探すのは今しばらく時間がかかる、と伝えに来た盛勝が、申し訳なさそうに慎三郎に詫わびる。そんなことよりも、慎三郎にはこの老人に聞きたいことがあった。

「盛勝殿。こういったことは、初めてではないのですか。この二の丸御殿で、刃にん傷じよう沙ざ汰たが起こるということは」

　慎三郎の問いかけに、盛勝はばつの悪い顔になり「聞いておったか」と項うな垂だれた。

「その通りだ。実は、今年に入って辞やめた者たちも、若を巡る騒動で、わしが任を解いたのだ」

「盛勝殿が」

　慎三郎はため息のように呟いた。盛勝は、自分にその者らは「逃にげた」と説明していたではないか。それに、これまでに自分が聞いていた噂うわさも、そのような話だったはずだ。

「このようなことをそのまま言うわけにもゆかず、若のお振ふる舞まいに耐たえ兼かねて逃げ出した、とそなたにも申したが──どういうわけか、若に執しゆう心しんし、争いを起こし、自じ滅めつしてゆく者たちが後を絶たぬのだ」

「それでは、これまでここを去った者たちも、すべて若を巡る騒動を起こしたために、盛勝殿が追い出したというのですか」

　盛勝は、黙だまって頷うなずいた。慎三郎は愕然として、しばらく言葉を継つげずにいる。

（それほど多くの者たちが、あの夜の若君に魅みせられていたとは）

　まさかと頭では思うものの、しかしそれに納なつ得とくしてしまう心がある。あの得体の知れない妖よう艶えんさ、人とは思えぬ美しさ、そしてその狂きよう気きじみた振る舞い、すべてに男の心を惑まどわせ、知らず虜とりこにしてしまう蠱こ惑わく的てきな力があるのだった。

「これまで、妻子ある者もいた。真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうで、色事に興味などない者もいた。だが、若にお仕えするうちに、皆みなおかしくなってしまったのだ。世話役をすべて女おな子ごにしようかとも思うたが、あの若の力任せな振る舞いの相手は、やはり女子には酷こくであろう。そなたは、戦場で目覚ましい働きをし、殿とのの覚えもよい。衆しゆ道どうの気もまったくないと聞いた。父ちち御ごの信孝殿のこともわしはよう知っておる。信用できる御ご仁じんじゃ。それゆえ、その息子むすこのそなたならば、これまでの者らのような過あやまちは犯おかすまいと思うたのだ」

　盛勝の言葉に恐きよう縮しゆくして頭を下げながら、慎三郎は、自分をこの任に就つかせたのが、最初に疑っていた正阿弥ではないことにやや落らく胆たんしていた。誰かの陰いん謀ぼうで自分はこの境きよう遇ぐうに落とされたと思いたかったのだが、そんな意図はどこにもなく、ただ盛勝の判断であったことが、若い青年の自尊心を傷つけたのだ。

（それにしても、恐おそろしいことだ。この二の丸御殿の奥おく座ざ敷しきに、このような秘密があろうとは）

　自分のために、何人もの男が狂くるっていくのを眺ながめながら、秀秋はなお、その行いを改めようとはしていないのか。いや、そもそも、あの若君は徹てつ頭とう徹てつ尾び、他人に無関心なのだ。彼らは、ただ自分を楽しませる道具でしかない。だから、壊こわれてしまっても構わないのだろう。

　だが、変化は起きていた。その惨さん事じの夜から、秀秋の様子がおかしくなったのだ。

　いつも落ち着きがなく、そわそわとして、目はキョロキョロと辺りを見回し、何かの気配を探さぐっている。これまでには見られない様子だった。

「若、どうかされましたか」と、慎三郎が聞いても、青い顔をして「何でもない」と口をつぐんでしまう。これまでのような横暴さもなりを潜ひそめている。

　そんな状態が数日続いたある夜、慎三郎は世にも奇き態たいな場面を目もく撃げきすることになる。

　それは、満月の晩だった。ふと秀秋の姿が見えなくなったのに気がついて、慎三郎は御殿の座敷を巡り、庭園を隅すみから隅まで捜さがした。

　果たしてそこに、秀秋はいた。庭園の隅の楓かえでの木の下で、手には死んだ雉きじを抱かかえ、その首にかじりついている。最初はその肉を貪むさぼっているのかと思ったが、そうではない。秀秋はただ、その首から、夢中で血を啜すすっていたのである。

　それは恐らく、食事のために調理する予定であった雉なのだろう。厨くりやからこっそりと持ち出してきたに違ちがいない。それを病弱とされる若君がこうして庭の隅でこっそりとこんな味わい方をしているなどと、誰だれが思うだろうか。

「わ、若」

　覚えず、若君を呼ぶ声が震ふるえた。秀秋は慎三郎の声に、ハッと我に返った様子で振り返る。赤い唇は雉の血でますます赤く染まり、白い頰は恍こう惚こつとして仄ほのかに上気している。爛らん々らんと輝かがやく瞳ひとみはまるで獣けもののようで、しかし、怯おびえて頼たよりなく揺ゆれていた。

「何をなさっているのですか」

「いや──これは」

　うわずった声で秀秋は喘あえぎ、

「体に、よいと聞いたのでな。秀秋は、血も薄うすいゆえ──」

　などと、たどたどしい調子で言い訳をする。

　しかし、すぐに慎三郎の硬こう直ちよくした表情と、自らの手に持った雉の死し骸がいを見比べて顔を歪ゆがませ、しゃくり上げ始めた。

「慎三郎よ。怯えてくれるな。頼たのむ、わしを蔑さげすんでくれるな」

　慎三郎は心臓を鷲わし摑づかみにされたようになって、立ち竦すくんだ。こんなにも、弱々しい様を晒さらす秀秋を、初めて見たのだ。

「秀秋にも、どうすればよいのか、わからぬのじゃ。昔から、わしは赤い血を見ると、喉のどが渇かわく。水を飲んでも、茶を飲んでも、渇きは癒いえぬ。本物の血が、この喉を潤うるおすまでな」

「若──」

「因果なことよ。まるで、本物のもののけじゃ。己おのれではどうにもできぬのじゃ。このような、秀秋のような、まっとうな人にもなれぬ出で来き損そこないには──」

　その震える小さな肩かたを見て、慎三郎の胸に、突とつ如じよ、激しい情動が発した。いても立ってもいられなくなり、思わずひしとその胸に若君を抱だき締しめた。秀秋は大きな目を更さらに大きく見開いて、息をひそめている。　>>>♥

「若──若は、出来損ないなどではありませぬ」

「慎三郎」

「大だい丈じよう夫ぶ。きっと──大丈夫です」

　何が大丈夫だというのか、慎三郎自身にもわからぬ。ただ、あの驕きよう慢まんだった秀秋が、己を本物のもののけと呼ぶのが、あまりにも哀あわれに思えたのだ。それは慎三郎自身、秀秋をそう評していた言葉だったにもかかわらず。

（そうだ。おれは、この人をもののけと──出来損ないと、確かにそう思っていたはずなのに）

　慎三郎は、己の心の変化にひどく戸と惑まどっている。

　だが、常つね日ひ頃ごろから自分よりも大きな男たちを苛いじめては楽しみ、驕慢な態度で近習たちを翻ほん弄ろうするこの若君が、こんなにも怯えた顔をして、奇態な様を見られたことに動どう揺ようし、泣き出してしまう様子を見たとき、慎三郎は思い出したのだ。

（出来損ない──そう呼ぶには、この人はあまりにも、幼過ぎる）

　まるで、悪戯いたずらを見み咎とがめられた子供のようだった。してはいけぬと、誰かに見られればひどく咎めを受けることを知りながら、この少年は獣の血を啜ることをやめられずにいた。いけないこととわかっているのに、人が水を欲ほつするように、ただ呼吸をするように、生きるために諦あきらめることができないのだ。

　そんな苦く悶もんを、こんな小さな体で、一人心のうちに秘ひめていた。若君は、慎三郎よりもずっと幼く、外見はその年ねん齢れいよりも更に下に見える。平生の傲ごう慢まんな様子とその妖艶さから、秀秋の年齢も忘れていた慎三郎だが、この若君はまだ世間を知らぬ、あどけない少年なのである。

　その幼さが、この奇き癖へきを見られたという動揺によって、初めて顔を出したのだ。

　思えば、出会ったときから、威い圧あつされていたのは慎三郎の方であった。それゆえに悔くやしい思いもし、この二の丸御殿の空気に吞のまれぬようにと、若君をすっかり警けい戒かいし、緊きん張ちようしていた。

　だが、若君はまだ幼い少年であった。そんなことを、慎三郎は、すっかり忘れていたのである。







　あの満月の夜の出来事は、慎三郎と秀秋の関係を大きく変えた。

　それから秀秋は、慎三郎にのみ、その吸血行こう為いを見られることを、厭いとわなくなったのだ。

　だが、自分の行為を恥はじてか、血を啜りながら涙なみだをこぼすこともあった。そんな秀秋を見ると、慎三郎は最初にしたように、その腕うでに抱きとめずにはいられなくなるのだ。

「そなたは、秀秋が恐ろしくはないか」

「恐ろしゅうはございませぬ」

「秀秋のもとを去りたいとは思わぬのか」

「思いませぬ」

　淀よどみない答えに、秀秋は、慎三郎の腕の中で、涙に濡ぬれた頰ほおを仄かに赤らめた。

「そなたは、優やさしいのだな」

　顔を上げ、慎三郎を見て無む垢くな微笑ほほえみを浮うかべる可か憐れんなその様は、先ほどまで獣の血を啜っていた者と同一人物とは思われない。ただ、その唇くちびるを濡らす凄せい艶えんな赤だけが、この少年の常じよう軌きを逸いつした行動を匂におわせるのみだ。

「秀秋は、そなたを誤解しておったようじゃ。秀秋のところへやられたのが嫌いやでたまらず、わしを軽けい蔑べつし、一刻も早くここから逃にげ出したいと思うている輩やからじゃと考えておった」

　慎三郎は内心ぎくりとした。すべて、見み抜ぬかれていた。

（やはり、この若君は暗あん愚ぐではなく、鋭するどい観察眼を持っているのか）

　いや、きっと己に負い目があるために、それを隠かくそうとするために、他人を見る感覚が鋭えい敏びんになっているのだろう。それは、己の道にのみ邁まい進しんし、大たい望もうを抱いだき、ただひたすら前だけを見て突つき進む慎三郎にはない能力であった。

「実の母でさえ、秀秋のこの行為に怯えてわしを遠ざけられたというのに、何故なぜそなたは秀秋を怖こわがらぬのだろうか」

（実の母でさえ）

　慎三郎は衝しよう撃げきを覚え、そのときはたと気づいた。そういえば、自分がここへ来てすでに一ひと月つきも経たとうとしているというのに、未いまだ殿とのや秀秋の実母である正室、お福ふくの方が、ここへ顔を見せたことはないのだ。

（血の繫つながった家族からも、疎うとまれているとは）

　なんと哀れな若君であろうか。病弱で戦いくさの役に立たぬ無用の存在とは言え、肉親からも顧かえりみられぬとは、あまりに悲しい。

　その存在自体に否定的であった慎三郎だが、この異い端たんの若君の境遇を少しずつ知るにつれ、同情を抱いだき始めている。病弱で、真綿に包まれるようにして、誰からも甘やかされ、驕慢になっているのだろうと思っていたが、どうやらそればかりではないようだ。秀秋が暴君であるのは、恐おそらく寂さびしさから生まれる満たされない感情や、親の愛を失う原因となった己の因果な性せい癖へきへの自じ暴ぼう自じ棄きな憤いきどおりがあるからなのではないか。

「若。若は血を見ると、喉が渇いてしまうのですか」

「いいや。見ずとも、血を飲まずに数日も経てば、欲しくなる。なるたけ我が慢まんしてはいるが、血を見ると、もうどうしようもなくなってしまう」

「いつも、このように厨から獣を持ち出して？」

「うん」と秀秋は頷うなずき、おずおずと慎三郎を窺うかがうような目つきをして、「罠わなにかかった鼠ねずみや、庭先で死んだ獣があれば、それを吸うこともある」と付け加えた。

「やはり、いけないことだろうか」

「いえ──若が欲しいと仰おつしやるのならば、それは若の体が欲ほつしているからなのでしょう。我慢しては、却かえってよくないかもしれない」

「うん」とまた、秀秋は素す直なおに、子供のように頷いた。慎三郎は敏びん感かんに、この若君が、自分に嫌きらわれることを恐れるようになったことを感じている。血を啜る奇癖を見ても自分を否定しなかった男に、信しん頼らいを抱きつつあるのだろう。

　そう考えると、慎三郎の心は何やらえも言われぬ心地ここちよさに満たされる。あの無む邪じや気きな暴君が、ただ近習を玩がん具ぐのようにしか扱あつかっていなかった、女王様然とした少年が、このように従順な態度を示すのは、それだけで遅ち効こう性の毒のように逞たくましい青年の四し肢しを、脳のう髄ずいを麻ま痺ひさせてゆく魅み惑わくの調べであった。







　政重の血を浴びてからというもの、秀秋はほぼ毎日厨くりやから獣けものを持ち出してその血を啜すすっている様子だった。真正面から血を吹ふきかけられて、昂たかぶりが続いているのだろうか。もしくは、慎三郎という理解者を得て、その頻ひん度どが増えてしまったのかもしれない。

「今こ宵よいは、厨に獣がなかった」

　その夜、慎三郎と二人きりになると、秀秋は残念そうに呟つぶやいた。

「恐らく、明朝運ばれるのであろうな。今宵はお預けじゃ」

「左様でございますか」

　これまで毎夜吸っていたためか、秀秋は少し落ち着きがない。血に飢うえたその様を哀れに思いながらも、慎三郎もなぜか落ち着かない心地ここちになるのを感ずる。まるで親鳥が雛ひなに餌えさを与あたえるように、この少年を満足させてやりたいと欲する心があるのだ。

「いつも、ご自分で厨から獣を運んで来るのですか」

「ああ。そうしていた」

「これまで、他の者に見られたことは」

　秀秋はほっそりとした指を顎あごにあて、少し考え込む。

「じいは知っている。母上も。恐らく父上もだろう。だが、他の者には見られぬようにしてきた。じいもそう言うし、秀秋もこれは見られてはならぬものと知っている」

「それでは、おれが偶ぐう然ぜん見つけてしまったのですね」

　いつ頃ごろからか、慎三郎はまるで対等な者の前で話すように、自分をおれと言っている。

「若、今いま更さらですが──申し訳ありませんでした。おれは、決してこのことを他の者には伝えませぬ」

「うん。──すまぬな」

　秀秋は頷きながら、悲しげに長い睫まつ毛げを伏ふせる。

「秀秋の体がもっと成長して丈じよう夫ぶになれば、この疎ましい癖くせも消えるのであろうか」

「それはおれにもわかりかねますが、血を吸うた後のお体の具合がよいならば、無理をしてやめる必要はないのではないかと」

　血を欲しがる病など聞いたことはないが、血を吸った後の秀秋の肌はだは、常よりも生き生きとして輝かがやいて見える。吸血行為が何らかの薬になっている可能性は否定できない。

「もし──」

　物欲しそうな秀秋の様子に、たまりかねたように、慎三郎は口を開く。

「もし、また欲しくなられましたら、おれにお申しつけ下さいませ。若のために、いくらでも獣を仕留めて参ります」

「まことか」

　その申し出に、秀秋は信じられないという顔で目を丸くした。

「だが、そんなことができるのか」

「勿もち論ろんです。おれも平生から狩かりは嗜たしなみまする。若は何も心配されることはございません」

　秀秋はただ頷いて、そして今更ながらに恥じ入るように、顔を背そむけた。

「苦労をかける」

「いえ、そのような」

　秀秋に労ねぎらうような、詫わびるような言葉をかけられたことが初めてで、慎三郎はある種の感動を覚えた。それほどに、吸血行為を見られたことは、秀秋を追いつめていたのだろう。

「そなたが、秀秋を怖がりもせず、逃げもせず、こうして優しくしてくれることが、恐ろしい」

　ふいに、秀秋はそうこぼした。「なぜじゃ」と問うてくる。

　しかし、それは慎三郎自身にもわからない。ただ、同情した。哀あわれだと思った。そう言っては秀秋の心が傷つくのだろうが、他に説明のしようもない。

　しかし、これまでに覚えたことのない感情が、慎三郎の胸にきざしたことは事実である。不ふ遜そんで傲ごう慢まんな青年は、戦場で人を斬きり殺しこそすれ、他人に憐れん憫びんの情を抱いたこと自体少ない。そんなものを抱いていては、武士として立ち行かぬ。

　だが、秀秋を見ていると、何やら哀れと思う心の他にも、言葉では表せない、ふしぎな情を感ずるのである。無論、それは血を啜る様を見てからのことである。これまでの仕打ちを思えば、弱みを握にぎったと爽そう快かいに思ってもしまいそうだが、そういった心地にもなれぬ。

　ただただ、己おのれの奇き妙みような性ゆえに、周りのすべてから見放され、夜の世界で男たち相手にその鬱うつ憤ぷんを晴らしている秀秋を、哀れと見てしまうのである。そして、どうにかして安らかな心持ちにしてやりたい、と慎三郎らしからぬことを思うのだ。







　その翌日、慎三郎はようやく秀秋の奇き癖へきの件を盛勝に報告した。

　誰だれにも喋しやべらぬつもりでいたが、盛勝も知っていると聞いて、やはり自分もそれを見たことを告白した方がよいと判断したのだ。

「そうか。見てしまったか」

　暗あん澹たんたる面おも持もちで、盛勝は嘆たん息そくした。

「あのお振ふる舞まいこそが、若があそこへ追いやられた最たる理由なのだ。あの、血を啜るという、忌いむべき奇癖こそが」

「あれは、一体なんなのです」

　盛勝はただ首を横に振る。

「わからぬ。ただ、藤吉家の近きん親しん婚こんを重ねてきたための狂疾とも、宇う野の家の呪のろいであるとも、言われている」

「宇野家──」

　宇野家とは、藤吉家がかつて仕えていた主あるじの家である。それを、だまし討うちにして乗っ取る形で、藤吉家は美濃国一の大名となったのだ。

　この乱世、下げ克こく上じようもだまし討ちも珍めずらしいことではない。だが、現在の当主秀家は手段を選ばぬ残ざん虐ぎやくな君主であり、その仕打ちも苛か烈れつだ。今や破竹の勢いで周辺諸国を次々に支配下に治めているが、呪いと言うのならば宇野家の他にも数多あまたの呪いがこの家に降り掛かかっていることだろう。

「それでは、これまでにも、秀秋さまのような性癖を持つ者が、藤吉家には出ていたのですか」

「いや、あのような行こう為いを好んだのは若お一人だと思うが──虚きよ弱じやくで若くして亡なくなった方々は多いと聞く」

「ご存知なのは、盛勝殿どのと、ご両親だけと伺うかがいましたが」

「ああ、そうだ」

　盛勝は瞑めい目もくしてかぶりを振る。

「お可哀かわい想そうに、あの癖を厭いとわれて、実母のお福様ですら、若の居室へは近寄らぬ。もう何年も、ご両親のお顔を見ておられないのではないか」

「そんなにも、長い間」

「お二人は、若のことは忘れたいのであろう。いや、殿とのは何を考えておられるのかわからぬが、少なくとも、お福様はそう自ら申しておった。あれを生んだことを忘れたい、とな」

「なんと」

　慎三郎が瞠どう目もくすると、盛勝は喋り過ぎたと感じたのか、「今の話は忘れてくれ」と渋じゆう面めんを作った。

　たとえ忌むべき奇癖があろうとも、実の子を生まねばよかったなどと思う母親があるだろうか。慎三郎は、己の母のことを思った。父は深く母を愛しており、母が勧すすめるのに他に側室も持たず、晩年を迎むかえた今も二人の仲は睦むつまじい。三人の男子をもうけ、絵に描かいたような幸福な家庭であったと思うが、それは息子むすこたちが皆みなまっとうに生まれたからなのであろうか。

　慎三郎は頑がん丈じようで上の兄も槍やりの名手という呼び声が高いが、下の兄はやや病弱で、軍師としては優ゆう秀しゆうでも、武勇に秀ひいでているとはとても言えなかった。子供の頃ころはよく熱も出し、将来も危あやぶまれたと聞いているが、母は特にその体の弱い次男を愛していたように思う。病がちの体に生んでしまったのは自分のせいとまで言って、他の子供らよりもなお一層目をかけていた。

　だが、女のすべてが自分の母のような考え方をするわけではないのだろう。慎三郎は、何やら鼻白む思いだった。

　秀秋の実母であり、当主秀家の正室であるお福の方のことは、遠くからだが見たことはある。秀秋には劣おとるが美しい顔立ちの、表情の読めぬ冷たい面おもてをした女であった。細く小作りな体はいかにもか弱げで、子もあまり望めぬような、病的に蒼あお白じろい肌をしていた。

　しかし、どんな気き性しようの女であろうと、子にとって母は母。見捨てられた秀秋は、自分の存在を全否定されたような心地ここちになったことだろう。

（お可哀想に）

　自然と、慎三郎はそんなことを思うようになっている。何の情も抱いだいていなかった以前と今とでは、まるで別人のようだと自分でも思う。

　あのことがあってからも、表向き、秀秋の慎三郎に対する態度は変わりなかった。いつものように横暴で、機き嫌げん次し第だいで優やさしくし、叩たたいたり引っ搔かいたりもする。しかし、その血の渇かつ望ぼうを口にするときだけ、秀秋は慎三郎に従順になるのである。

「慎三郎。そなたの狩ってきてくれた獲え物ものの味は、殊こと更さらに甘いのう」

　慎三郎のとってきた子こ狐ぎつねの血を吸いながら、秀秋は恍こう惚こつとした笑えみを浮うかべる。

　他ほかの近習を下がらせての秘密の吸血のひとときは、やがて慎三郎にとっても、心地よく、甘やかなものになってゆく。

「美味うまい。まだ生きているような味がする」

「夕刻にしとめたばかりの獲物だからでしょう」

「なるほど、それでか。死んでから時間の経たった血はまずいのじゃ。本当ならば、生きた血がいちばん美味いのだろうが」

「味は獲物の種類にもよるのですか」

「うむ。秀秋は魚はあまり好きではない。蛇へびは魚よりも美味いな。だが蛇よりも鳥が、鳥よりも狐きつねが美味い。法則は、よくわからぬ」

　もしかすると、人に近いほど美味いと感じるのではないか──ふと口にしかけて、慎三郎は思いとどまる。それでは、まるで人の血を欲ほつする、まことのもののけのようである。そう言っては、きっと秀秋が悲しむだろう。

「いつか、そなたが狩りをしている姿を見たいものじゃ」

「しかし、狩りは日の出ているうちでないと行えませぬ。若のお体では──」

「夜の狩りはできぬのか」

「慎三郎は、乱らつ波ぱのように夜目がききませぬゆえ」

「ふむ。それは残念なことじゃ。秀秋の目は、夜の方がよく見える。日の光は、眩まぶしゅうて敵かなわん」

　秀秋は大きな黒い瞳ひとみを煌きらめかせた。血を吸うと、秀秋の真っ黒な瞳は生気を得て濡ぬれ濡れとして光り輝かがやくのだ。その星々の瞬またたきを閉じ込めたような漆しつ黒こくは、とても美しかった。

　同情と哀れみのみだったはずの慎三郎の心は、いよいよ妖あやしい趣おもむきに乱れ始める。色街に赴おもむき女を抱こうとしても、秀秋の生活に合わせている今の状じよう況きようではそれもままならぬ。

　邪じや念ねんを振り払はらおうと必死で稽けい古こに励はげむが、何度素す振ぶりをしても、何本矢を射ても、若い肉体にくすぶる欲よくは濁にごるばかり。元々人よりもそういった欲の強い慎三郎であり、己で処理するばかりでは到とう底てい追いつかぬ。

　そうするうち、幸か不幸か、あの騒そう動どうの後残っていたもう一人の近習が病に倒たおれた。秀秋の身の回りの世話は当分慎三郎一人ですることとなり、自然、二人で過ごす時間は増えてしまう。

　慎三郎が最も窮きゆう地ちに立たされるのは、湯ゆ浴あみのときである。ただでさえ危うい状況であるというのに、裸ら身しんを直接目にしてしまっては自分がどうなるかわからない。極力視線を外しながら、秀秋の背中を流し、玉の肌はだを流れる雫しずくを拭ふき取り、新しい浴衣ゆかたを着せるのである。

「慎三郎。父上のことをどう思う」

　秀秋は、寝ね入いるまで枕まくら元もとから慎三郎を離はなさなかった。布ふ団とんに横たわりながら、傍かたわらの慎三郎とぽつりぽつりと話を続けるのだ。

「天下一の名君でございます。いずれ世を統すべられるお方かと」

「その父の暴ぼう虐ぎやくがゆえに、秀秋がこのような体になったというのにか」

　慎三郎が答えに窮きゆうすると、秀秋は喉のどの奥で笑う。

「冗じよう談だんじゃ。そのような噂うわさは信じておらぬ。この乱世に、暴虐も呪いも何もあったものではないからな」

　と、おどけた口調でこぼす一方で、

「じゃが、父上のやり方に旧臣たちは反発する者が多いと聞く。叔父おじ上うえもかつて家臣たちに担かつぎ出され謀む反ほんを起こしたほどじゃ。父上には許されたが、秀秋にはこれで終わりとは思えぬよ。必ずまた、身内の火種が火を噴ふくであろうな。このような場所にいても、そのきな臭くささが臭におってくるほどじゃ」

　と、普ふ段だんの幼さに似合わず、客観的に鋭するどく家中の問題を指し摘てきするのである。

　慎三郎は、徐じよ々じよに明らかになってゆく秀秋の聡そう明めいさに舌を巻く思いだった。秀秋は、このような屋や敷しきの奥に押し込められながら、そこから藤吉家を冷静に見み渡わたしているのだ。これで因果な体質さえなければ、きっと立派な跡あと取とりになっていたであろうと思えるほどの器うつわを持っている。

「のう、慎三郎。そなたはどう思う」

「と、仰おつしやいますのは」

「もしも再び謀反が起き──たとえば、そなたの父ちち御ごが、秀秋の父上を討とうとする側であったとしたら、そなたは何とする」

「無論、殿をお助け申し上げまする」

　慎三郎は淀よどみなく答える。

「殿をお助けし、殿の天下とりを現実のものとするのが、おれの夢なのです」

「血の繫つながりよりも、主従をとると言うのか」

「はい」

「では、秀秋ならどうじゃ」

　秀秋は身を起こし、悪戯いたずらっぽく目を光らせて慎三郎を見み据すえる。その眼めに見つめられると、慎三郎の逞たくましい体は、金かな縛しばりにでもあったかのように、凝ぎよう然ぜんとして動けなくなる。

「秀秋が父上に弓引く側に引き入れられ、その頭目に祭り上げられたら、いかがする」

「あ──それは」

　思わず、答えを躊躇ためらった。そして、それを見み逃のがす秀秋ではなかった。

「何故なぜ迷う！」

　高い声で叫さけび、秀秋は布団を撥はね上げて飛び起きる。

「そなたは、秀秋よりも父上が好きなのじゃな。秀秋など、やはり出で来き損そこないのうつけ者と思うておるのじゃな」

「い、いえ、決してそのようなことはありませぬ」

「この、馬ば鹿か、馬鹿！」

　細い体が慎三郎の大きな体にむしゃぶりつき、その厚い胸むな板いたにやたらめったらに拳こぶしを振ふり回す。

　そんな衝しよう撃げきは虫の止まったほどにしか感じぬが、あまりにも近くに肉にく薄はくされることが問題だった。馥ふく郁いくたる甘い肌の香かおり、目も眩くらむばかりの絶世の美び貌ぼう。慎三郎は息が上がるのを懸けん命めいに堪こらえながら、なんとか秀秋を宥なだめようと、必死でこれ以上機嫌を損ねぬように言う通りにする。

「秀秋がいちばん好きじゃと言うてみよ！」

「ひ──秀秋さまが、いちばん好きでございます」

「もう一度じゃ！　もう一度言うてみよ！」

「秀秋さまが、いちばん好きでございます！」

「駄だ目めじゃ、駄目じゃ！　信じられぬ！」

　秀秋は慎三郎を蹴け倒たおし、その上に馬乗りになって、顔や頭をめちゃくちゃに引っ搔き回す。痛いほどに張りつめた腰こしの上で無む邪じや気きに柔やわらかな尻しりを押しつけられて、慎三郎は血が逆流して目の前が真っ暗になり、欲で理性を失う寸前であった。

　秀秋は慎三郎を驚おどろかせるほどに理知的な物言いをする一方で、こうして年とし端はもゆかぬ子供のように癇かん癪しやくを起こす癖くせは変わらない。むしろ、それは意識的にやっているもののようにさえ思える。

　その証しよう拠こに、無体な行動に及およぼうとする秀秋は、いかにも楽しげな様子なのだ。この不ふ遇ぐうの若君は、あえてこうして童子のような真似まねをしている──そう気づいてから、慎三郎は、これが近習を懲こらしめるためだけのものなのではなく、もしかすると甘えたいという秀秋の心なのではないかと思い始めた。

　最初は、ただ日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんを、男たちを玩がん具ぐにすることで晴らしているのかと思っていたが、どうやらそうではなさそうだ。秀秋は、こうして無む茶ちや苦く茶ちやなわがままを働くことで、相手の情を測っている。どれだけ自分の横暴を受け入れてくれるのかを試ためしているのだ。

　けれど、秀秋の周りにいる者たちは、皆みな秀秋に仕える近習である。誰だれも抵てい抗こうするはずがない。

　きっと、そうして歯止めを失っていったに違ちがいなかった。秀秋のこの無体な振る舞まいは、若君なりの甘えの表現でもあったのだ。肉親の愛を知らぬ秀秋が、自分なりに考えた親愛のしるしであったのだ。

　それをわかってしまえば、慎三郎にも、あの近習たちのような、ぶたれたり引っ搔かかれたりする度たびに悦よろこびを覚えるその心地ここちが理解できてしまう。

（おれまでも、このまま若の犬になってしまうのか）

　あれほど白い目で見ていたあの者たちと同じ場所に、自分は堕おちようとしている。しかも、それは彼らの比ではない。慎三郎は吸血のために獲え物ものを捧ささげるという若君との間のある種の共犯行こう為いによって、普ふ通つうの近習たちよりも秀秋と近い場所に歩み寄ってしまっているのだ。

　やがて、慎三郎は秀秋と離れている間も、その影かげに悩なやまされるようになる。

　みだらな夢を見てしまうのだ。獣けもののように若君を抱だく夢である。

　夢の中で、秀秋は慎三郎に抱かれながら、その首にかぶりつき、慎三郎の血を吸うている。なめし革がわのような皮ひ膚ふにひたりと吸いつく唇くちびるの冷たさ、そしてぬるりと這はう舌の柔らかさ。すべてがあまりにも鮮せん明めいであり、また、可か憐れんな情け所に押し込んだ魔ま羅らを締しめ付ける媚び肉にくの蠢うごめきは、これまで経験のないほどに甘美であった。

　若君の肢し体たいは、その裸ら体たいをまともに見られたこともないのにまたひどく克こく明めいで、しなやかで華きや奢しやな手足は白い蛇へびのように慎三郎に絡からみつき、もっともっとと貪どん欲よくにねだって放さない。

（ああ、若──）

　気も絶えんばかりの快さに喘あえぎ、奥処に精を放ったその瞬しゆん間かん、慎三郎は目覚める。

　今見た桃とう源げん郷きようが夢であったことに気づいたとき、慎三郎はたとえようもない安あん堵どと、気の抜ぬけるような落らく胆たんを味わった。そして、敷しき布ふを汚よごしていることに思い至ったのだ。

　少年時代以来の失態である。そして、とうとう夢の中で欲よく望ぼうを遂とげてしまった己おのれが信じられず、慎三郎は後こう悔かいと情けなさに布団の上で呻うめいた。

　そんなことが二晩、三晩と続くうち、いよいよ秀秋への情じよう欲よくは耐たえ難がたいものとなってゆく。それを知ってか知らずか、少年は青年にますます無体な仕打ちをし始めるのだ。

　やがてその行為は、のっぴきならぬところまで、二人を連れて行ってしまう。

　夜の底へ伸のびる道は、果てもなく続いてゆく。その行く先は、誰も知らない。








獣の如ごとき近習









　最初にその者を見たとき、秀秋は数年前に見まみえた父を思い出した。

　いつの間にかいなくなっていた近習の代わりに連れて来られた男、蔵間慎三郎。

　いかにも人に馴なれぬ野生の獣のように、その逞しい分厚い肩かたからは猛たけ々だけしい気き迫はくがみなぎり、その一見涼すずやかで麗うるわしい目には人を人とも思わぬ不ふ遜そんな光があった。これまで見た男たちの中でいちばんの美び丈じよう夫ふであったが、また同時に最もふてぶてしい面つら構がまえでもあった。

　大たい望もうを抱いだく目──目的のためにはどんなことも厭いとわない、傲ごう慢まんな支配者の目だった。

（さぞかし、ここへ連れて来られて、憤ふん懣まんやるかたない思いであろうな）

　見るからに野心に溢あふれたこの男が、出世の見込みもない二の丸御ご殿てんの奥に閉じ込められた若君の近習などに、心から甘んじるはずがない。男は、自身の美貌にはまるで無む頓とん着ちやくのように思われた。武士に面の皮一枚の美び醜しゆうなど無意味とでも言うように、慎三郎からはただ武勇と血による勝利のみを重んじる、泥どろ臭くさい乱世の香りが漂ただよっている。

　それを心の内で見とりながら、秀秋は静かに慎三郎を観察していた。そんなにもここを出ていきたいのなら、勝手に出ていけばいいのだ。自分がこの男をわざわざ指名したわけではない。望んでもいないのに近習たちはやって来て、そしていつの間にか消えている。

（別に、たれでも構わぬわ）

　ここに、誰かいてくれるのなら。秀秋一人でないのなら、誰がいても構わない。

　秀秋は、自分を理解してもらいたい、相手を理解したい、とは少しも思わなかった。ただ、寂さびしいのが嫌いやなだけだ。人の体温が懐なつかしいだけなのだ。

　誰も側そばにいなくなってしまえば、自分は人知れず息を引き取ってしまうのではないか。そんな気すらしている。

（どうせ、この男も今までの男たちと変わらぬ）

　最初は反発し、そして次し第だいに態度を軟なん化かさせ、あるとき急に粘ねばついた視線で秀秋を追ってくるようになるのだ。

　そして、揃そろいも揃ってあれを膨ふくらませて、息を荒あらげて、本物の獣のようになってしまうのだろう。

（あれは、どうしてあのようになってしまうのだろう）

　常々、秀秋は疑問に思っていた。男たちが膨らませているのは、位置的に見て、秀秋も持っている股またから垂れ下がる肉体の一部である。

　これは、きっと面おも白しろいものなのだ。わかっていながら、秀秋にとってそれはどうでもいい、ただの排はい泄せつ器官に過ぎなかった。自分の手で触ふれたこともろくになく、それが変化するのを見たこともない。そこに何かの特別な感覚を覚えたことすらなかった。

　知識として、それが子を生なすのに必要な性器であることはわかっている。だが、秀秋はどうやらそれが機能していないらしい。ほとほと、出で来き損そこないの体だ、と秀秋は虚むなしくなるのだ。

　それを目の前で無む駄だに膨らませてみせる男たちが、ある意味では妬ねたましく、そして滑こつ稽けいだった。生せい殖しよくの相手がいないのにそんな状態になるのは、無駄でしかないからだ。

（秀秋は、きっと室を娶めとることはない。子を作ることもないだろう。父上も、母上も、それを望んでいないのだから）

　秀秋は、望まれない子供であった。夜にしか生きられない、血を啜すするもののけ。そんな自分の種を、この世にばらまくことを望まない周囲の思おも惑わくが、秀秋のその能力を消してしまったに違いなかった。

　その証拠に、秀秋の周りで働く女たちと言えば盛りをとうに過ぎた老女ばかり。しかも洗せん濯たく炊すい事じといった秀秋の目に触れぬ裏方ばかりで、直接身の回りの世話をするのは近習の男たちのみなのである。間ま違ちがいがあって子を生してもらっては困るという配はい慮りよなのだろうか。いや、そもそも、人ではないのだから、人との子が生せぬのも道理であるのやもしれぬ。

　秀秋は、若い女など物心ついてから見たことがなかった。書物に出てくる美女の下りを読んでは、さぞかし女とは可愛かわいいのだろう、よい匂においがするのだろうなどと思うけれど、秀秋は異性にも、自分自身にもさほど関心がないのだ。体は成人に近づいても、まったく男として成長するきざしがなかった。そして、秀秋の体は、あるときからすっかり男性へと変わることを忘れてしまったかのように、中性的な外見のまま、歩みを止めてしまったのだ。

　親から見捨てられたと気づいたとき、秀秋はすべてのものへの関心を捨てた。教育係の盛勝が与あたえてくれる書物も、一度読めばすべて覚えてしまっていたが、それを隠かくして阿あ呆ほうのふりをした。どうせ将来などない自分に、この人のいい老ろう爺やを期待させてしまうのも気の毒であったし、買いかぶられて謀む反ほんの大義名分に担かつぎ上げられ、道どう化け者ものになるのも御ご免めんであった。

　すべての事象は、秀秋の上を音もなく通り過ぎてゆくそよ風である。慎三郎も、そのうちのひとつのはずだった。

　だが、思いがけず、かの男は秀秋にとって特別な存在となってしまう。あの奇き癖へきを目もく撃げきされ、それを許したのみならず、その忌いまわしい欲望の手助けをするとまで申し出てきたのだから。

「今こ宵よいの獲物は、いかがでございますか、若」

　兎うさぎの柔やわらかな首の根を齧かじって血を吸い込むと、まだ温かで、まろやかな甘みがあった。

「うん、美味うまい。今しがた仕留めたかのようじゃな」

「その通りでございます」

　慎三郎は我が意を得たりと破顔した。思わず、秀秋は血を啜るのをやめ、じっとその顔を見つめる。

　秀秋は、慎三郎の笑え顔がおが好きなのだった。荒あら々あらしい男の顔が、くしゃっと崩くずれて、別人のようにあどけない様子になるのが、たまらなく面白い。

「先ほど、庭に迷い込んで来た兎でございます。弓で仕留めましたが、夜に灯あかりのついた庭先へ迷い込むなどと、警けい戒かい心しんの強い兎にしては、まことに稀まれなことでございますな」

「兎としての機能が、壊こわれていたのだろう。か弱い動物は恐おそれの心を持っていなければ生きられぬのに、それが欠けていたのだ。秀秋と似ておるな」

「若──」

　自じ虐ぎやく的てきなことを言ってみせると、あどけなく笑っていた顔が、今度は途と端たんに曇くもり空のように灰色になり、今にも雨の降り出しそうな気配になる。

（まことに、退たい屈くつせぬ奴やつ）

　秀秋の言葉ひとつひとつに、青年は細やかに反応する。最初に見えたときに秀秋を軽かろんずる表情を隠せなかったように、この男は自分を偽いつわることが苦手なのだろう。それは秀秋には好ましいものだった。その表情が秀秋を楽しませ、そして安堵させるのだ。

　この者は自分の言葉を聞いている。自分のことが見えている。

　自分はまだここにいる。いつの間にか夜に溶とけ込んで消えてしまいそうな自分を、この者は確かに見てくれているのだ、と。

「のう、慎三郎。そなたは、己が完全だと思うか」

「おれが、ですか」

　藪やぶから棒ぼうに訊たずねられて、慎三郎は戸と惑まどった顔をして、かぶりを振ふる。

「とんでもございません。慎三郎は、まだまだ未熟者でございますれば」

「では、欠けているものは、何だ」

　問うてみれば、慎三郎は糞くそ真ま面じ目めな顔をして考え込む。

「ひとつは、思し慮りよでございます」

「ほう。そなたはそれほど格好のいい頭ず蓋がいを持ちながら、考えることをしないと申すか」

「昔から、お前は粗そ野やだ、短たん慮りよだ、考える前に感情で動いていると、父にも言われておりました。考えぬ者は獣けものと同じであると」

「それならば、思慮は秀秋にも欠けているものだな。秀秋は考えることなど面めん倒どうじゃ。いつも、したいようにしておるからな」

　すると、慎三郎は慌あわてた様子で大きな手を大げさに振ってみせる。

「いやいや、若は、それでもよいのです。しかしおれは、それではいけません。──若を、お守りするためにも」

「秀秋のためか」

　そう言われれば、秀秋はたちまち嬉うれしくなってしまう。慎三郎が、自分のために何かをしようとしてくれることが、秀秋にとって最も大きな幸福だからだ。

　秀秋の側にいるのは、今は慎三郎しかいない。それに、奇癖を見て秀秋を見捨てなかったのも、盛勝の他ほかにはこの者だけなのである。

　これまでこの逞たくましい美び貌ぼうの青年を、他の近習たちと同じものにしか見ていなかった秀秋は、あの夜から初めて「蔵間慎三郎」という男を認にん識しきし始めた。それは、最初にこの男を見て、父に似ていると思ったあのとき以来の、久しぶりの感覚であった。

　秀秋の中で、近習たちの個性や個々の見目などは、最初に見てすぐに忘れてしまうどうでもよいものである。名前こそ覚えているが、それはその者を呼びつけるための番号と何ら変わりない。

　だが、慎三郎を慎三郎として認識し、ただ一人の男として、秀秋はこの者を観察し始めたのである。そうすると、途端にその一挙手一投足が気になり始め、やがて、それらすべてが自分のためでないと気が済まないような、強い独どく占せん欲よくが生ずるのを覚え始めたのだ。

「そなたは、秀秋のためならば、何でもしてくれるか、慎三郎よ」

　今までも、何度も問うた台詞せりふ。答えはわかっているが、何度でも問いたくなってしまう。何度でも、その答えを聞きたくなってしまう。

「はい、もちろんでございます、若」

「その言葉、まことだな」

「はっ」

　この男は、確かに短慮であった。何も考えることなく、このように頷うなずいてしまうのは、主従の間あいだ柄がらで仕方がないとは言え、あまりに拙つたない。何しろ、この男は答えたその後のことを何も考えていないのである。秀秋がいつも三つ先のことを考えているとしたら、この男が先に考えていることはひとつもなかった。秀秋にとって、そんな慎三郎は、まさしく獣のようにその場の感覚だけで生きている、ひどく単純なものに思えていた。しかし、その単純さが、秀秋には清すが々すがしいのだ。

「それでは、母上を斬きって参れ」

「えっ」

「母上はな、秀秋が一日でも早く死ぬようにと祈き禱とうしているそうじゃ。そのような母上などいらぬ。斬って参れ」

　口からでまかせであったが、あながちあり得ぬことでもない、と秀秋は考える。何しろ、秀秋のようなもののけの子を生んだことを後こう悔かいしている女だ。死ぬことを願っていたとしても何ら不思議ではない。

「ご、ご勘かん弁べん下さいませ──どうか、ご容よう赦しやを」

「何じゃ、何でもしてくれると言うたのに、できぬのか」

「申し訳ございません！」

　慎三郎は真っ青になってがばと秀秋の前に這はいつくばる。

「どうかお許し下さい！」

「それでは、先ほど申したことは噓うそなのだな」

「いいえ、噓ではございません！　若のためならば、おれは何でも──」

「その口で、今、秀秋の命令は聞けぬと申したではないか！」

　もはや、これは二人の間の典型的な儀ぎ式しきであった。秀秋が無理難題を言い、慎三郎にできぬと頭を下げさせる。その決まった形式をわかっていながら、慎三郎は毎度のように本気で慌て、血の気の失うせた顔で平へい伏ふくするのだ。

　秀秋も毎度同じことの繰くり返しであるのに、その都度陶とう然ぜんとしてしまう。慎三郎の今の世界の頂点に、秀秋が立っていることを実感できるからだ。慎三郎のすべてを所有しているのが自分だと感ずることができるからだ。

「そなたは自分の申したことも守れない。人の理知を持たぬ、まことに獣の如ごとき男じゃ！」

「は、はっ。すべて、若の仰おつしやる通りで」

「獣に着物などいらぬであろう。すべて脱ぬいでしまえ！」

　興奮に唆そそのかされるままにそう口走ると、慎三郎はこれ以上秀秋を怒おこらせないために、慌てて着物を脱いでゆく。自分で着物を着たことのない秀秋には、器用にくるくると衣ころもを剝はいでゆく様が面おも白しろい。

　やがて褌ふんどしひとつになってしまった慎三郎は、秀秋も束つかの間見とれるほどに見事な体をしていた。広い肩かた、分厚い胸むな板いた、複雑な陰いん影えいを刻む腹筋に、引き締しまった腰こし、隆りゆう々りゆうと盛り上がった太ふと腿ももの筋肉。褐かつ色しよくの皮ひ膚ふはつやつやと若い艶つやを持ち、みずみずしい生気にあふれている。その逞しい腕うでで自在に刀を振るい、強きよう[image: 靭]じんな足で縦じゆう横おう無む尽じんに戦場を駆かけ抜ぬけてきたのだろうと容易に想像できる、獣の肉体であった。

　戦場で得たいくつもの生々しい傷きず痕あとを持ちながら、それは少しも肉体の美しさを損そこなわせていない。むしろ、それがこの男の隆々とした逞しい筋肉を匂におやかに、壮そう麗れいに際きわ立だたせているような、味わいを加えているのである。

「そなたは、着物を着ているよりも、その姿の方がよいな。まさしく獣じゃ」

「は──」

　褒ほめ言葉と受け取ってよいのかどうか、慎三郎は複雑な面おも持もちで、ただ頭を下げる。慎三郎が何かの動作をとる度たびに、その筋肉の束が微び細さいに蠢うごめくのを、また秀秋は興味深く観察した。

　昔から病弱であるとされ、剣けんの稽けい古こなどもろくにされなかった秀秋である。ただ寝ね起おきし、歩く以外の運動もせず、その体に筋肉らしきものはほとんど窺うかがえない。

　自分の肉体にないものを、秀秋は尊んだ。その太い腕へするりと指先を添そえると、慎三郎は過か剰じようなまでにぎくりと反応して強こわ張ばった。

「何人、斬った」

「は──覚えておりませぬ」

「それほどに斬ったか。この腕で」

「はっ。藤吉家の勝利のためにございます」

　ここでまた、慎三郎はつまらぬことを口にする。

　秀秋にとって、この家が勝とうと負けようと、どうせ自分の処しよ遇ぐうに大した変化などないのだから、興味はない。ただ、慎三郎ひとりの戦いぶりに関心を持っただけなのだ。

「そなたの武勇は、盛勝から聞いておるぞ。初うい陣じんは元服の前であったそうだな」

「は。十二のときでございました」

「何故なぜ、戦場に出るのを急いだのじゃ」

「一刻も早く、お家の役に立ちたかったのです」

「ふうん。殊しゆ勝しような心がけじゃな」

　この体だ。戦いくさのにおいを嗅かぎつけ、早くから獣の血が騒さわいだのであろう。

「そなたがこの体を戦場で躍やく動どうさせるのを見たいものだが──秀秋には無理じゃな」

「若──」

　自分がこの先も戦場に立つことはない。何しろ、昼間にはろくに外へも行かれぬ体である。武家の男子として生を享うけながら、因果な体質に生まれついたことを、秀秋は今いま更さらのように虚むなしく思った。

「いずれ、きっと日の光の下に出られるときが来ましょう。お体も丈じよう夫ぶになられましょう」

「そうなると思うか」

「思います。必ず」

　この、根こん拠きよのない、しかし自信に満ちた答えが清々しい。愚ぐ直ちよくなまでの慎三郎の言葉に、秀秋はただ「そうか」と頷いた。

　本当は、褌すらも剝ぎ取らせ、そしていつものようにいたぶって、あれを反応させてやるつもりでいたのだ。しかし、慎三郎の雄お々おしい裸ら形ぎようを見て、どういうわけか、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな秀秋の心に、迷いが生じたのである。正確には、羞はじらい、だろうか。だが、そんなものが秀秋にあるはずもなかった。

（近ちか頃ごろ、わしは少々おかしいな）

　時折、秀秋は他人ひと事ごとのように首を傾かしげる。これまでにない心の動きが、当の本人を戸と惑まどわせていた。あまり度を超こした無体を働いては、慎三郎が逃にげてしまうのではないか、と不安になるようになったのだ。

（今まで、たれがいても、たれが逃げても、気にもしなかったというのに）

　その少しずつ顕けん著ちよになってゆく珍ちん妙みような心の変化は、秀秋のみの知るところだった。







　その日、いつものように寝ね入いるまで慎三郎を枕まくら元もとへ侍はべらせた後、秀秋は浅い眠ねむりへと入った。

　常に、秀秋がぐっすりと深く眠ることはない。屋や敷しきの外が燦さん々さんと白い日の光に照らされている間、少年の意識は微睡まどろみの浅あさ瀬せにて揺よう曳えいする小こ舟ぶねのように夢の世界をふらりふらりと彷徨さまよい歩くのみである。

「若──」

　ふいに、誰かの影かげが顔の上に落ちるのがわかった。

（たれじゃ）

「若──ああ、相変わらずお美しい。眠っているときは尚なお更さら、その端たん整せいな麗うるわしさが際立つようでございます」

　狂くるおしく囁ささやかれる言葉。布ふ団とんが剝がれ、浴衣ゆかたの帯がしゅるりと乾かわいた音を立てて解かれた。

　浅い眠りに微睡んでいた秀秋は、すぐに目を覚ます。そして、闇やみに慣れた目は自分に覆おおい被かぶさる男の顔をすぐに見て取った。

（左衛門──）

　それは、先日の騒そう動どうで謹きん慎しんを命じられていたはずの左衛門であった。

　今が朝なのか昼なのかわからぬが、明るいうちに誰の目にも触ふれずにここへやって来たとは信じ難がたかった。誰かの手引きか──いや、御ご殿てんの奥まったこの座ざ敷しきは、秀秋の習性のため明るいうちは人の出入りはない。それを知っている左衛門が忍しのび込むのは、さほど難しくはないのかもしれなかった。

　秀秋の目が開いたと知るや、左衛門は性急に少年の浴衣を開いた。

「何をする！」

「某それがしには、あなた様しかいないのでございます。お願いでございます、一度だけ、どうか、某を──」

　ぬうっと眼前に男の顔が迫せまり、秀秋は必死で顔を逸そらした。すると、その熱い唇くちびるは首筋へと吸いつき、蛭ひるのようにぬめぬめと少年の白い肌はだの上を這った。

「やめよ、やめよ！」

「某はもうあなた様の近習などではない──命令を聞く道理はありませぬ」

「何故、このようなことを──」

「何故？」

　ぴくり、と左衛門は肩を揺ゆらし、夢中で吸いついていた肌から顔を上げる。

　その目は血走り、唇は獣けものの情じよう欲よくにぬれぬれと輝かがやいている。その浅ましく発情した男の有様に、秀秋は息を吞のんだ。

「何故、と申されるか。あれだけ、某を煽あおっておいて！」

「な──」

「本当は、こうされたかったのでしょう？　某に襲おそいかかられるのを、心待ちにしておられたのでしょう？　ええ、某は知っておりますとも。ですから、こうしてお望みを叶かなえて差し上げているのではないですか！」

　秀秋は言葉を失った。煽った覚えなどない。ただ遊びに付き合わせただけではないか。その行こう為いで勝手に興奮していたのは男たちの方だ。秀秋には、彼らの魔ま羅らを膨ふくらませようとする意図などなかった。

「それなのに、あなた様は政重などというつまらない男の方を贔屓ひいきした！　某を裏切った！」

　左衛門の瞳ひとみに狂きよう気きの炎ほのおがもえあがる。初めて目にするこの男の憤ふん怒ぬに、秀秋は凍こおりついた。

「大人の男を怒おこらせるとどうなるのか、とくとその身に教えて差し上げましょう」

「ひ──」

　男の大きな手が秀秋のものを褌の上からぐっと摑つかみ、やわやわと刺し激げきをしながら、少年の平らな胸の上にぷっくりと浮うかび上がる乳ち首くびへ吸いついた。そのままきつく吸われ、れろれろと露ろ骨こつな音を立てて舐なめられて、凄すさまじい悪お寒かんが少年を震ふるえ上がらせる。

「やめ──やめよ！　いやじゃ！」

「大人しくしていて下され。某はあなた様に傷を負わせたくはない」

　秀秋が暴れる素そ振ぶりを見せると、肩を押さえる手にぐっと恐おそろしいほどの力が籠こもる。秀秋はあまりの痛みに喉のどをひくつかせ、押し黙だまった。

　力で敵かなうはずもなく、またこれだけ騒いでいても人の気配はない。万に一つも、逃のがれられる可能性は見いだせなかった。無理に暴れれば、言葉の通り、左衛門は秀秋を痛めつけるだろう。このままその手に力を入れるだけで、秀秋の薄うすい肩かたは砕くだけてしまいそうだった。

　もはや、この男に犯おかされる他ほかないのだろうか。諦あきらめかけ、全身の力を抜ぬいたそのときだった。

　何やら、襖ふすまの外でどかどかと慌あわただしい足音がして、廊ろう下かを走ってくるものがある。

　そして何の躊躇ためらいもなく、秀秋の居室の襖が開け放たれた。

（慎三郎──）

　廊下から僅わずかに差し込んだ光に目を細めたが、その格好、気配、間ま違ちがえるはずもない。一方、慎三郎の方も、秀秋の上に何者かがのしかかっているのはすぐに見えたようだった。　>>>♥

「若！」

　慎三郎が叫さけぶのと同時に、左衛門は秀秋の上から飛び起き、慎三郎へ飛びかかる。

「おのれ！　おのれ、この新参者め!!」

「貴様、左衛門か！」

　二人は揉もみ合い、肉と肉のぶつかり合う音が鈍にぶく座敷に響ひびいた。左衛門は懐ふところから何かを取り出し、慎三郎めがけて振ふり下ろそうとする。暗くら闇やみに、その右手に握にぎられたものがギラリと光るのを見て、秀秋は悲鳴を上げた。

「逃げよ、慎三郎！」

　慎三郎はすんでのところで、左衛門の右手首をがっきと捕とらえた。二人はもつれ合い、激しい取っ組み合いが続いた。もはや、秀秋には何がどうなっているのかわからぬ。慎三郎の腰こしには刀が下げられているが、抜く余よ裕ゆうも空間もなく、腕わん力りよくのみの戦いとなっているのだ。

　格かく闘とうの末、左衛門は慎三郎の太い腕うでに投げ飛ばされ、もんどりうってどうと倒たおれた。その瞬しゆん間かん、恐ろしい音がした。紫むらさき色いろに膨れ上がった顔に泡あわを吹ふかせ、ぴくりとも動かない。

　首が奇き妙みような角度に捩ねじれていた。死んだのだ。投げられ頭から着地したとき、その巨きよ軀くの重みが、己自身の首をへし折ったのだった。

「若！　ご無事ですか！」

「あ──慎三郎」

　秀秋ははっとして乱れた浴衣の前を搔かき合わせた。そして、そんな女のような行動をとった自分に驚おどろき、頰ほおをもえるように熱くした。羞しゆう恥ちなど、己おのれにはなかったはずだのに。

「ぶ、無事じゃ。何もされてはおらぬ」

「ああ──よかった」

　安あん堵どの声を漏もらし、気の抜けたように慎三郎はその場に膝ひざをついた。

　あの大男を投げ飛ばしたその膂りよ力りよく。生命のほとばしる若々しい肉体。

　秀秋は我知らず震えた。そのなめし革がわのような褐かつ色しよくの皮ひ膚ふの下に通う熱い血潮の脈動を想像し、奮い立った。一いつ瞬しゆん、その首に歯を立て、血を吸う己を想像した。だが、その発ほつ作さを秀秋は黙もく殺さつする。そうではない。人の血が欲しいのではないのだ。自らにそう言い聞かせる。

「生きた心地ここちがいたしませんでした──ああ、若がご無事で、本当に──」

「慎三郎」

　この者は、自分のために、迷うことなくその手を汚よごしたのだ。そう思えば、今すぐにその広い肩へ飛びつきたいような、強い衝しよう動どうを覚えたが、秀秋はまた、不思議な躊躇いによって、それを押しとどめた。

（何故なぜ、わしは、わしの思う通りに振る舞まえなくなってしまったのだ）

　それがひどく面おも白しろくない。だが、あまり悪い気分ではないのも事実だった。

「そなた、何故気づいた。まだ、外は明るいのであろう」

「わかりませぬ。ただ、虫の知らせと申しましょうか」

　慎三郎は自分でもわからぬ様子で首を傾かしげている。

「突とつ然ぜん、目が覚めたのでございます。お勤めにはまだ早い時分でございましたが、何やら胸が騒さわいで眠れず、おれは御殿へ向かいました。すると、行き交かったお女中が、おれの顔を見て驚くのでございます。わけを聞けば、すでにおれが御殿へ入ったと思っていたとのこと。なぜならば、ここの奥へ出入りする男は一人きりで、そして一人の男がすでに若のお部屋へ向かったのを見たと申されるので」

　それで、慌ててやってきたというわけか。

　秀秋は、慎三郎の「虫の知らせ」という言葉に満足した。それが、自分とこの男の分かち難い絆きずなの証あかしであるように思えたのだ。

「何にせよ、助かった。ありがたい」

「本当に、ご無事で何よりでございました」

　格闘のためにまだ息の荒あらい慎三郎が、今しがた自分が殺あやめた死体の横で頭を下げる。秀秋はその冷たくなってゆく男の体を見て、もはや少しの嫌けん悪おも抱いだかないことに気がついた。

（この男は、永遠の夜へと旅立ったのだな）

　夜は、眠ねむりである。ほとんどの生き物は息をひそめ、静せい寂じやくの中に沈しずみ込む。また、夜は、秀秋の世界である。昼に生きていた男よりも、夜のもとへ向かった男の方に心安く感じるのは、当たり前のことなのかもしれなかった。

（それなのに、秀秋は、日の光を体現したような慎三郎を好ましいと思うておる）

　生命力の塊かたまりのような男だ。同じくらいの体格の逞たくましい男を投げ飛ばしてしまうほどの腕力を持った、猛たけ々だけしい益ます荒ら男おである。

　今や、秀秋は慎三郎を手放せぬと感じていた。この男のためならば、自分は何でもするのだろう。そんならしくもないことまで考えていた。

「体が汚れた。湯ゆ浴あみをしたい」

「は──かしこまりました」

　遅おくれて騒そう動どうに勘かんづいた盛勝がやって来た。座ざ敷しきの有様に仰ぎよう天てんし、慎三郎からそのわけを聞くと真っ青な顔をして、某それがしの手落ちでございますると秀秋に平に謝った。

　秀秋はよいよい、と適当に受け流した。今は一刻も早く、慎三郎の手によって、この体を洗い清められたい。その一心なのであった。




　　　　＊＊＊




　駿河するがの大名是これ川かわが、藤吉の領土に侵しん攻こうを開始した。かねてから睨にらみ合ってきた藤吉と是川はこの機に雌し雄ゆうを決せんと大だい激げき突とつする様相である。

「なに、慎三郎も行くのか」

「左様でござりまする」

　その夜は慎三郎に代わり、盛勝がやって来て、秀秋にわけを説明した。慎三郎はすでに父とともに戦いくさの準備に駆かけ回り、明朝にも出立予定だという。当の盛勝も老いた身ながら甲かつ冑ちゆう姿で、すでに戦に赴おもむく武士の顔をしている。

「是川の軍は二万五千。一気に攻せめ落とす腹づもりでございましょう。我らは何としても美濃国を守り切らねばなりません。慎三郎殿どのは一いつ騎き当とう千せんの武士でござる。殿との直々のお召めしでございますれば」

「慎三郎の主あるじはこの秀秋じゃ！　秀秋が戦場に出ぬのに、何故慎三郎のみが行く？　それに、秀秋の世話は何とするのじゃ。今は他にたれもいないではないか」

「今このときばかりは、下働きの女中に任せまする。どうか秀秋さまは藤吉軍の勝利を祈いのり、慎三郎殿の件は今しばらくご容よう赦しやくださいますよう」

「ならぬ、ならぬ！　父上に会わせよ！　秀秋は慎三郎を離はなさぬ！」

　秀秋のわがままは通らなかった。明朝より城中は女子供、老人や病人だけとなり、男たちは気き焰えんを吐はいて出かけていった。

　取り残された秀秋は不安でたまらぬ。あの慎三郎が討うち取られることなどあるはずもなかろうが、秀秋の心配はそれよりも、戦の後の慎三郎の処しよ遇ぐうであった。

（戦功を立てれば、慎三郎は秀秋のもとになど残らぬやもしれぬ。父上に取り立てられれば、もうあの男はここへなど来なくなってしまうだろう）

　慎三郎はまだ若い。だが、父、秀家は年ねん齢れい、出自にこだわりなく、功あった者を取り立てることで賞賛も批判も買っている。

　かつて秀家の弟、つまり秀秋の叔父おじである秀ひで信のぶと家か督とく争いを繰くり広げたのも、革新的過ぎる秀家に旧臣たちが反発してのことであった。外にも、内にも火種を抱かかえる藤吉家で、ただ秀秋のみがのけ者にされている。

（秀秋が一人前の体であったのなら、公然と慎三郎を従えることができるのに。あの男は、いずれ秀秋から離れてゆく。そしてそれが、藤吉家を盛り立てたいと願うあの男の幸福でもあろう）

　このまま秀秋のもとにいては出世は望めない。そして、あの率そつ直ちよく過ぎる若者は、秀秋を担かついで藤吉家を乗っ取ろうなどという企たくらみなどもできそうにないのだ。地道な武功による昇しよう進しんで、父、秀家の下でいち武将として立派に育ってゆくことだろう。いずれ室も持ち、子を育はぐくみ、うまくいけば歴史に名を残す武士となることだろう。

　奇妙な性質に生まれ、いつ突然命の灯ともし火びが消えるとも限らぬ、日ひ陰かげ者ものの自分とは違ちがうのだ。そんな悲しみが、秀秋の胸に押し寄せた。

　こんな心持ちは、久しく忘れていたものだ。まだ何も知らなかった幼少の頃ころに、自分が誰だれからも顧かえりみられぬ存在だと知り、絶望したあのとき以来の感情やもしれぬ。

　慎三郎がやって来てから様々なことがあったが、秀秋の心は次し第だいに乱れ、以前とはまったく色を変えてしまっている。

　夕刻、藤吉軍勝利という一報が入った。奇き襲しゆうにて是川の総大将の首を見事討ち取り、是川軍は戦意を失って敗走したとのことである。

　意外にも早く決着がついたことに、城中は沸わき立っている様子であった。しかし、家の勝利よりも何よりも、秀秋は一刻も早く慎三郎の顔を見たかった。たった一日だけだというのに、秀秋は慎三郎の存在に飢うえていたのである。

　夜半、戦場から帰り着いたその足で甲冑姿のまま座敷へやって来た慎三郎からは、泥どろと汗あせと、そして血の臭においがした。すぐ来いと呼び寄せたのは秀秋自身だが、その戦場の凄すさまじさを未いまだその肉体に留とどめたままの、慎三郎の荒あら々あらしい気き迫はくに、驕きよう慢まんな少年は常になく圧あつ倒とうされた。

「ただいま帰りました、若」

「うん。無事で何よりじゃ」

　たくさん拗すねた言葉を言ってやるつもりであったのに、実際慎三郎を目の前にすると、秀秋は動どう揺ようし、つまらぬことしか言えぬようになった。

「首級しるしはいくつ上げた」

「朝の合戦で首二つ、本戦で三つでございます」

「ほう、それはすごいな」

　秀秋が賞賛すると、慎三郎は誇ほこらしげに笑えんだ。未だに戦の興奮が体の節々にくすぶっている様子で、瞳ひとみは少年のように生き生きと輝かがやいている。思わず、秀秋は問うた。

「戦は、楽しいものか」

「いえ、楽しくはございませぬが、血が奮い立ちまする。こたびの戦は特に荒ぶるものがございましたゆえ」

「何がそれほどまでにそなたを奮い立たせるのじゃ」

「それは──」

　慎三郎は大きく胸を膨ふくらませた。

「若の──若への、想おもいでございます」

「秀秋への？」

　思わず口走ってしまったという体ていで、青年ははっとして顔を真っ赤にする。

「あ、いや、もちろん、忠義の想いでございます」

「忠義──」

　その言葉は噓うそである。慎三郎は、初めて会ったときから今まで、秀秋に忠義を抱いたことなどないはずだった。ただ、吸血の場面を見られて以来、奇き妙みような絆のようなものはできていたが、忠義とは別物のはずである。

「それだけか」

「若──」

　慎三郎はしどろもどろになって、下を向いてしまう。この分では、本当のことなど口にしてはくれないだろう。

　ふと、その頰ほおに赤い線が走っているのに気がついた。

　秀秋は眉まゆをひそめる。慎三郎の顔は気に入りであったからだ。

「このようなところに傷を作って。美男が台無しじゃな」

　ついと手を伸のばし、その頰に走る一条の傷に触ふれる。慎三郎は甲冑を鳴らして震ふるえた。

　生々しい傷きず痕あとからは未だ血が滲にじみ、指先についたそれをちろりと舐なめてみると、秀秋は途と端たんに、カッと血の沸き立つような思いがした。

　美味うまかった。これまでに味わった血とは天と地の差の、極ごく上じようの魅み惑わくであった。

　気づけば、秀秋は慎三郎の側そばへより、その傷に接せつ吻ぷんしている。慎三郎は仰天し、尻しり餅もちをついて逃にげ腰ごしになる。

「わ、若──およしになってください、そのように」

「じっとしておれ」

　秀秋は無我夢中だ。蠟ろう燭そくの灯あかりが揺ゆれる仄ほの暗ぐらい座敷で、大きな影かげに小さな影が重なり、怪あやしく蠢うごめいている。

　ざらりとした無ぶ精しよう髭ひげの感覚。男の汗のにおい。戦場の物々しい気配の名残なごり。そして甘美な血潮の味わい。

　秀秋はほとんど酩めい酊ていしていた。我を失いかけていた。激しく喉のどが渇かわき、全身が渇かつ望ぼうに震えていた。

「もっと、傷は──他ほかに、傷はないのか、慎三郎」

「あ──む、胸に、少しばかり──」

「早はよう、早う見せてみよ」

　秀秋も、慎三郎も、息が荒あらい。慎三郎は言われるままに甲冑を脱ぬぎ、汗にぐっしょりと濡ぬれた着物を払はらい、傷口を縛しばる血の滲にじんだ布を毟むしり取る。矢でも受けたのだろうか。刀傷ではなく赤黒い小さな穴がそこに空き、じわりと血が浮ういている。

「あ、ああ──」

　その芳ほう香こうに、秀秋はたまらず歓かん喜きの声を上げ、そこへむしゃぶりついた。

「ぐ、うう」

　慎三郎が、苦痛のためか、低い呻うめきを漏もらす。秀秋にそれを気き遣づかう余よ裕ゆうはなかった。

　慎三郎の血の甘さ、香かぐわしさ、その味わいのまろみ、豊かな舌した触ざわり。

（ああ、美味い、美味い──この血は、極上じゃ。天の味じゃ）

　今ならば、死んでも構わぬ──そう思うほどに、秀秋は恍こう惚こつとしていた。

　今まで口にしていた獣けものの血とは、まるで別のものだ。同じ血であるはずなのに、人間の生きた血が、これほどに美味いとは──いや、もしかすると、慎三郎だからこそ、このような味がするのやもしれぬ。

「わ、若──若、おれは、もう──」

　悲痛な声で慎三郎は吠ほえた。半ば無む理り矢や理り秀秋を胸の傷口から引き剝はがし、その体をぐっと両りよう腕うでの中に閉じ込めた。

　そしてやにわに、秀秋を床ゆかの上へ押し倒たおし、花びらのような赤い唇くちびるへ、荒々しく吸いついた。

「ん──、う」

　夢見心地ごこちだった秀秋は、歯列を割って強ごう引いんに口内へ侵しん入にゆうしてきた濡れた舌に、現実へ引き戻もどされた。そして驚おどろきのあまり、その舌を嚙かんだ。

「ぐう、う、ん」

　だが、慎三郎は離はなれぬ。傷ついた舌を尚なおも蠢かせ秀秋の口を舐め回すのに、そこから滴したたる血の甘さが、またもや秀秋を陶とう然ぜんとした境地へ追いやった。

「はあ、はあ、ふう、ん、う」

　いつしか、秀秋は夢中で慎三郎の舌を吸っていた。滲む血を味わわんがために、慎三郎の太い首に腕うでを回し、その唇をむさぼっていた。唾だ液えきが合わさった唇の合間からこぼれ、秀秋の耳にまで伝うが、そんなことには一向に構わず、秀秋は小鼻をひくつかせて慎三郎の舌を味わっている。

　その間に、慎三郎の手は性急に秀秋の着物を脱がし、袴はかまを剝ぎ、ほとんど素す裸はだかにしてしまいながら、その甘やかな柔やわ肌はだを煤すすけた大きな手で愛あい撫ぶしていた。

「はあ、ああ、若、若」

　慎三郎の悩なやましい、切せつ羽ぱ詰つまった囁ささやきが秀秋の耳を掠かすめるが、血に狂くるった少年は接吻に夢中で、青年の唇から離れようとしないのだ。慎三郎の分厚い手の平が少年の股こ間かんに実り立つものを握にぎったとき、初めて、秀秋はそこに変化が生じていることを知った。

（あ──秀秋の魔ま羅らが、膨れている）

　そんな感覚などなかった。秀秋のそこは、どんな刺し激げきにも静かであるはずだった。左衛門に握られたときも、嫌けん悪おしか感じず、ただ萎い縮しゆくするのみだった。

　だが、今慎三郎の血を味わった途端に、少年の未成熟な肉体は一気にもえあがっていたのだ。興奮に体中の血がふつふつと煮にえたぎり、血の甘さは蜜みつのようにとろりと体の隅すみ々ずみまで溶とけ込むように浸しん食しよくし、あまりの快さに恍惚として、秀秋は法ほう悦えつの海に溺おぼれるようだった。

「あ、し、しんざぶろう」

　ようやく、秀秋は僅わずかに唇を離し、未知の快楽に喘あえいだ。

　この感覚は、何なのだろうか。突つっ張るような、熱を持って腫はれているような、廁かわやへ行きたいような──そんな思考に頭を搔かき乱される間に、慎三郎の乾かわいた手で少し擦こすられただけで、少年は呆あつ気けなく上り詰つめてしまう。

「あ、あ」

　少年は初めて、そこが体の中で最も弱い部分であることを悟さとった。慎三郎はひどく優やさしく、柔やわらかく触れているはずなのに、少し扱しごくだけで痛みともつかぬ鋭するどい悦えつ楽らくが腰こしの奥からほとばしるのだ。

「あ、やめよ、あ、しんざぶろ──」

「若、このまま、思うままに」

　慎三郎に急せき立てられ、大きな波が押し寄せる。

（いけない、いけない、このままでは）

　漏らしてしまう。そう泣き叫さけびそうになった瞬しゆん間かん、秀秋は追い上げられ、逃のがれられぬままに、声もなく達した。

「おお、若──」

　目の前が真っ白になった。粗そ相そうをした、と思った。

　だが、それは小便とは違ちがう感覚であった。何やら、魂たましいの抜ぬけたような、頭の頂がすうっと寒くなるような、不思議に甘美な感覚であった。

　わけもわからぬままに、ひく、ひく、としなやかな白い裸ら体たいが跳はね、少年は初めての射精を迎むかえていた。あまりにも、一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　驚きのあまり、秀秋は何が起きたかわからずにいた。頰を上気させ、興奮に目を血走らせた慎三郎が、己おのれの手についた何かを舐めとるのを見て、それが自分の放ったものであると気づくのにも、時間がかかった。

「それは、秀秋のものか」

「はい、そうでございます」

「何なのだ──白い、膿うみのようなものが、なぜ秀秋の魔羅から出るのじゃ」

「これは、精でございます。女おな子ごに子を孕はらませるための、男の体液でございます」

「精──」

　自分にも、そんなものが存在したのか。秀秋は、驚きに打たれた。

　自分はもののけであり、子を生なす力などないと思っていた。それが、思いがけず、慎三郎の血を吸い、現れたのだ。

（あれが、秀秋の精──）

　慎三郎は秀秋のこぼした少量のそれを、すっかり舐めとってしまっていた。ふいに、秀秋は疑問に思った。

「そなたは、男じゃな」

「もちろんでございます」

「秀秋の精を口にしても、孕まぬよな？」

　慎三郎は目を丸くして、すぐに破顔した。

「女も、精を口にしただけでは、孕みませぬ」

「腹の中へ入れれば孕むのだな」

「はい」

　慎三郎は赤い目を潤うるませ、熱い息を震ふるわせた。秀秋の髪かみを撫なでながら、その瘦そう軀くを抱だき締しめ、掠れた声を絞しぼった。

「おれも──若の中へ、入りとうございます」

「秀秋は、孕まぬのにか」

「若が──若のすべてが、欲しいのでございます」

　己を偽いつわれぬ慎三郎の、率そつ直ちよくな欲よく望ぼうが耳に心地ここちよかった。秀秋は微かすかに笑えんで、いとも容易たやすく頷うなずいた。

「よいぞ」

　慎三郎は目を剝むき、のど仏を大きく上下させる。何も不思議なことはない。秀秋も、この青年のすべてを手に入れたかったのだから。

「くれてやる」

　その代わり、と秀秋は囁く。

「そなたの血を寄よ越こせ」

「もちろん──もちろんでございます」

　慎三郎が言い終わらないうちに、秀秋はその唇へむしゃぶりつく。舌の血の味に酔よい痴しれながら、男の大きな手が秘所に触ふれるのを許している。傷に使う軟なん膏こうでも用いたのか、慎三郎の指はぬめっている。それが己の内部へ侵入してきたとき、秀秋は恐おそろしさよりも快さを感じた。

（慎三郎が、秀秋の中に触れている。上も、下も、繫つながっている）

　そう思えば、血の味はまた更さらに深みを増し、そこは男の指を引き込むような動きを見せる。

「ああ、若──こんなにも、柔らかいとは」

　まるで──の若と同じ、と接せつ吻ぷんの最中に呟つぶやかれた慎三郎の声は、よく聞き取れない。

　秀秋が夢中で慎三郎の舌を啜すする間に、そこが濡ぬれた音を立てて開かれてゆくのがわかる。秀秋は魔羅を擦られたときとはまた別の、それよりも奥行きのある興奮に浮うかされて、血の道を甘く膨ふくれさせている。

　慎三郎もいよいよ呼吸を荒あらくして、指を抜き取り、己の反り返るものを柔らかく花開いたそこへと、ぬっと押し当てる。

「若──よろしいですか」

「ああ、よい──早はよう、慎三郎」

　唇くちびるを一いつ瞬しゆん離はなして囁くのへ、秀秋は血に酔うたまま喘いだ。

　ぐぬ、ととてつもなく大きな塊かたまりが尻しりを割ったとき、秀秋はみちみちと開き裂さかれる魚を想像した。背骨に沿って分かたれる肉を想像した。体が二つに割れてしまったと思った。

　だが、それが秀秋にもたらしたものは、激痛でなく、目も眩くらむほどの快楽であった。

「あ、ああ、あ」

「ううっ。わ、若──」

　慎三郎は額に汗あせの玉をいくつも浮かべてじりじりと腰を進めている。少年の華きや奢しやな腰には凶きよう器きに等しい太魔羅が体の中心を貫つらぬいてゆくのを、秀秋は甘美な夢の中で味わっている。

（あ──慎三郎の肉が、秀秋の奥へ入ってゆく）

　やがてその引き締まった下腹部が秀秋の臀でん部ぶを押し上げたとき、その最さい奥おうにどすんと押し込まれる衝しよう撃げきに、秀秋は思わず慎三郎の首筋へ歯を立てた。

「うう──っ」

　その瞬間、慎三郎はぶるりと胴どう震ぶるいし、精をこぼした。少年の出したものとは比べ物にならぬほどの精が、その奥処にあふれた。

「は──あ、は」

　慎三郎の皮ひ膚ふを突き破ってこぼれ出た血潮と、己の体の奥深くに放たれた青年の精とが、めくるめく凄せい艶えんな官能となって、少年を忘我の淵ふちへと突き落とす。

　一瞬、秀秋は失神した。激し過ぎる快楽の渦うずに揉もまれ、無む垢くだった少年の肉体には収まり切らなかったのだ。

「あ、ああ、若、お気を確かに、若──」

「大事、ない──続けよ、慎三郎」

　ろれつの回らない舌で、秀秋は喘ぐ。慎三郎はあれほど多くの精をこぼしたのにもかかわらず、まったく萎なえておらず、それどころかますます隆りゆう々りゆうと逞たくましく勃ぼつ起きして秀秋の可か憐れんなそこを痛々しいほどに拡ひろげている。

　慎三郎が腰を回せば、痺しびれるような逸いつ楽らくが四し肢しの先までほとばしり、ぐちゅりぐちゃりと濡れた音を立てて抜き差しをすれば、快楽の泉を搔き回されるような法悦の滾たぎりが、秀秋を狂くるわせた。

「ああ、あう、あ、はあ、よい、ああ、これは、信じられぬ」

「よいのですか、若、ああ、秀秋さま、こんなに、おれが無体なことをしているというのに、よいのですか」

「はあ、ああ、よいのじゃ、ああっ、しんざぶろ、あ、ああ、そなたの、すべてが、秀秋を、おかしゅうさせるのじゃ」

　熱い首筋に唇をぴたりと当て、ちゅうちゅうと血を啜るほどに、慎三郎は呻うめき、秀秋の中で魔ま羅らをぐんと膨らませる。その度たびにえも言われぬ快さが秀秋の肉体を押し包み、理性も意識も霞かすませてしまう。

　若さのみなぎる青年の生きた血潮は、秀秋にとって、まるで阿あ片へんのようであった。飲み込めば体の奥は熱くもえたち、青年の欲望の塊が熟うれた粘ねん膜まくを荒あら々あらしく擦こする度に、最奥を突つき上げる度に、際限のない絶頂が少年をさらった。

「く、ううっ、秀秋、さま、ああ、すごい、おれも、おかしくなっている」

「おかしゅう、なればよい、二人で、おかしゅうなってしまえばよい」

　少年の白い手足は蛇へびのように褐かつ色しよくの逞しい青年の肉体へ絡からみつき、つい先ほどまで無垢だったのが信じられぬほど、貪どん欲よくに求め始める。

「はあ、はあ、美味うまい、美味いぞ、しんざぶろ、そなたの体は、すべて美味じゃ」

「んうっ、くう、は、秀秋、さまも、ああっ、このような、あ、まるで、この世のものとは思えぬ、傾けい国こくの、あ、あっ」

　慎三郎も、夢中であった。腰こしは余よ裕ゆうの欠片かけらもなく盛んに動き、止められぬ様子である。

　秀秋は、ただただ、獣けもののように、目の前にある極ごく上じようの果実をむさぼることをやめられなかった。血がもっとも美味だが、慎三郎の体液のすべてが、秀秋を快楽へと誘いざなう媚び薬やくであった。

　無我夢中で口を吸い合いながら、少年は若者の唾だ液えきと血潮を飲み込んだ。甘美な陶とう酔すいが少年を蕩とろけさせ、官能の園そのへと閉じ込める。

　火ほ照てった肌はだを余すところなく愛あい撫ぶされて、清らかだった少年は、今や酸すいも甘いも知り尽つくした手練てだれの女のように、逸楽を全身で味わっているのだった。　>>>♥

「ひあ、ああ、あ、しんざぶ、ろ」

「く、あ、秀秋さま、はあ、は、また、出して、しまいそう、です」

「よいぞ、もっと、もっとじゃ。秀秋は、そなたの精が、もっと、飲みたい」

　少年の言葉に煽あおられるように、青年は汗を散らして、筋肉を大きく蠢うごめかせた。

　体が捲めくれ返ってしまうかと思うほどの、激しい動き。どちゅどちゅと奥を抉えぐる握にぎりこぶしのような丸々とした亀き頭とうの攻せめ。少年は深い絶頂に飛び、ほとんど意識を失って揺ゆれている。

「あああ────」

　どぷ、どぷ、と腹の奥に注ぎ込まれる感覚に、秀秋は、息も絶えんばかりの叫さけびを上げた。温かな精のはらわたに染しみ入る心地ここちが、たまらなく快かった。文字通り、全身で秀秋は慎三郎のすべてを得ているのである。

　血も、本来は人を嘔え吐ずかせるような代しろ物ものであるのと同じく、精も、よいものではないに違ちがいない。だが、それが秀秋にとっての妙みよう薬やくであり、媚薬であり、美酒なのであった。

「はあ、はあ、ああ、若──」

　慎三郎は一物を抜ぬき取ると、蕩けるように甘い顔で、気をやったまま小さく痙けい攣れんしている少年の赤い口を吸った。少年の腹部には、夥おびただしい精がこぼれている。慎三郎との交合で、幾いく度どとなく達していたのだ。

　それを見て、また慎三郎は感に堪たえぬように力の抜けた秀秋を抱だき締しめる。

「ああ──若──おれの、秀秋さま──」

「しんざ、ぶろ」

　ふっと秀秋が目を開ける。慎三郎の愛いとおしげに細められた瞳ひとみに見つめられ、その白はく蠟ろうの頰ほおはうっすらと紅色に染まる。

「そのように見るな。恥はずかしい」

「秀秋さまが、あまりにお可愛かわいらしくて」

　その幸福に満ちあふれた表情が、何を思ったかふっと曇くもる。

「あ──しかし、申し訳ありません、若」

「どうした。何故なぜ、謝る」

「おれは、自分を抑おさえ切れず──」

「何を言うのじゃ」

　秀秋はゆるゆるとかぶりを振ふる。

「まるで極楽であったわ。このような世界があるとはな。秀秋の体は、恐おそらくそなたのためにあるのだろう。そなたの体もまた、秀秋のためにあるのだ」

「はい。きっと、その通りでございましょう」

　慎三郎も頷うなずいた。

　青年が無垢でないことなど、秀秋も知っている。だが、これほどの悦えつ楽らくを青年が以前知っていたとは思われなかった。なぜならば、こんなものを知ってしまえば、この獣のように真っ直すぐな男は、それを手放せなくなっているに違いないからだ。

　慎三郎は、秀秋の唇を汚よごす血を舌で舐なめとった。

「おれの血は、美味うございましたか」

「極上のものであった。そなたの精もまた、格別だ」

「それならば──」

　もう勢いを取り戻もどしているものを、少年の手に握らせる。

「もっと、お召めし上がりになりたいですか」

　その指の回らぬ逞しさに、少年の顔がのぼせたように赤くなる。

「ああ、すごい」

　手を上下させてみれば、それは筋を浮うき立たせて生き物のように脈動する。

「これが、そなたの魔羅か」

「はい。ここから、精を噴ふくのです」

　秀秋の慎つつましいものとは違い、その先せん端たんには黒々とした、いかにも甚じん大だいな量の精をあふれさせそうな穴がある。そして、その形状はごつごつとして厳いかつく、豊かな叢むらの中にそそり立つ様はまさしく雄おすの分身といったものだった。

「秀秋のものとは、まるで違うな」

「若は、まだ幼いのです。成長すれば、おれのようになります」

「噓うそじゃ。このようにはならぬ。そなたのものは、大き過ぎる」

　これをすべて体の中に収めていたとは、にわかに信じ難がたいものがあった。秀秋があれこれといじる間に、すでにその先端の穴には、透とう明めいな粘ねん液えきがぷっくりと込み上げてきている。

　慎三郎の体液に目がなくなっている少年は、青年を押し倒たおし、舌なめずりをして即そく座ざに股こ間かんへ吸いついた。すると、それは後から後からこぼれてきて、止まらない。

「どうしたのじゃ。そなたの魔羅が、ずっと泣いておる」

「あ、それは、もっと、刺し激げきが欲しいのです」

「どうすればよい。頰ほお張ばればよいか」

「ですが、若の口では、きっと無理です」

　そうだろうか、と秀秋は目め一いつ杯ぱい口を開けてその先端を吞み込んでみる。確かに、咥くわえられないことはないが、顎あごが外れそうだ。しかし、愛しいものを食べてしまいたいと思うように、秀秋も、慎三郎のそれを存分に口で味わいたかった。すでに、秀秋は再び酔よい始めていたのだ。

「できぬことはない。やってみよう」

「それならば、若──こうしてください」

　慎三郎は秀秋の体を逆さまにし、首を持ち上げてその可か憐れんな雄おしべを口に含ふくむ。

「あうっ、あ」

　その温かくぬめった感かん触しよくに驚おどろいて腰を引きそうになるが、慎三郎はがっちりと秀秋の細い腰を摑つかんで離はなさない。

「おれも、若の精をもっと飲みたいのです。ご辛しん抱ぼうを」

「あ、し、しかし、これでは集中できぬではないか」

「共に心地ここちよくなろうとすればよいのです。あ、若、そこだけは嚙かみつくのはご勘かん弁べん下さい」

　慌あわてたように付け加えられたが、さすがの秀秋もこの弱い場所を嚙もうとは思わない。今自分のものが口に咥えられているのだから、その気持ちはよくわかっている。

（それにしても──大きい。まるで、この男の生命力を表しているようじゃ）

　慎三郎はすべてが大きかった。その骨こつ柄がらも、手の平も、口も、ここも。

　秀秋はその大きさに、安あん堵どを感ずる。大地の懐ふところに抱いだかれているような、すべてを委ゆだねてしまえるような、温かな優やさしさを感ずるのだ。もちろん、それが一度自分に仇あだなす存在となれば、まったく真逆の途と方ほうもない脅きよう威いを覚えるのだろうけれど。

「ああ、若──なんとお可愛らしい」

　ため息のような囁ささやきとともに、遠えん慮りよなくじゅるじゅると舐めしゃぶる音が股間から響ひびいてくる。秀秋は快感に腰が抜けそうになりながら、自らも必死で慎三郎を頰張った。

　懸けん命めいにすべて吞のみ込もうとするが、ようやっと喉のどの奥まで吞み込んでも、だいぶ幹の部分が出てしまう。付け根の方を指で搾しぼりながら頭を上下させると、ぐっと男根がしゃちほこばるのがわかった。

　感じてくれている──そう思うと、秀秋はその奉ほう仕しの歓よろこびが自身の快楽へとすり替かわってゆく。　>>>♥

「ん、ん、ふ、んは、あ、ん」

「ふ、あ、秀秋、さま──お上手、です」

　突とつ然ぜん巧たくみになった秀秋に、慎三郎は腰を震ふるわせる。自身も陶とう然ぜんとして秀秋のものを味わいながら、次し第だいに二人はお互たがいの鼓こ動どうに合わせるように、一つの塊かたまりとなって揺れ動き、官能の調べを奏かなで始める。

　秀秋は、唇くちびるや口の中も性器と同じように心地いいのだということを、初めて知った。

（ああ──たまらぬ。何かをしゃぶるということが、こんなにも楽しいとは）

　たっぷりと吸った慎三郎の芳ほう醇じゆんな血が秀秋の中で滾たぎり始めるかのように、秀秋はまったく魔ま羅らの味に酩めい酊ていしていた。喉の奥で破は裂れつしそうな亀き頭とうを執しつ拗ように吸い、唇で強こわ張ばった幹をちゅぽちゅぽと搾ってやる。そうすると先端の洞ほら穴あなからますます塩しお辛からい涙なみだがこぼれ、秀秋を嬉うれしがらせるのだ。

「んう、ああ、美味うまい。やはりそなたのものは極ごく上じようよ」

「ああ、そんな──煽あおらないでください、また、すぐに出てしまいまする」

「よいのだ。出せ。早はよう飲ませよ」

　早くも音を上げ始める慎三郎を、秀秋は乱暴に急せかす。最初は顎が外れると思ったのもどこへやら、そんなことは忘れてしまって、激しく吸い上げ、搾り立てる。目の前の慎三郎の太ふと腿ももの筋肉が引き攣つり、足の指先がぐっと丸め込まれている。慎三郎の絶頂が近いのを悟さとって、秀秋は更さらに激しく動いた。

「くっ、うう、あ、出てしまいます、あ、秀秋、さま、ああっ」

「ん、ふ、ん、んんっ──」

　快楽の呻うめきとともに、口の中で、極太の陽根がのたうちまわる。慎三郎の射精と同時に、秀秋のものも何度目かわからぬ果てを迎むかえる。

　青年のものは三度目だというのによくもこれだけという量をあふれさせたが、秀秋は待ちに待ったそれを、吐精の快感のまま、ごくりとすべて飲み下してしまった。

　その香かおり、うまみ。すべてが秀秋を陶とう酔すいのうちに恍こう惚こつとさせ、そしてこれだけ出してもまだ、火種がくすぶるように硬かたさを保つそれに、秀秋は身のうちに震えるような興奮を覚える。

「慎三郎──もっと、しよう。夜はまだこれからぞ」

　秀秋は上気した顔にけぶるような微笑ほほえみを浮かべた。

　その先には、底の見えない下り坂が、どこまでも下へ下へと落ちてゆくばかりである。
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　二人は寝ねても覚めても、夢の中にいた。

　秀秋は慎三郎を片時も手放さなくなり、慎三郎の食事すら秀秋の居室でとるようにと命じ、女中に膳ぜんを運ばせた。

「どうした。慎三郎。食べぬのか？」

「し、しかし、若」

　秀秋は膳を前にした慎三郎の膝ひざの上へ乗っている。そしてその首に腕うでを回し、頰ほおに熱い息を吹ふきかけているのだ。慎三郎は顔を赤くして箸はしを持つ手の動きもおぼつかぬ。

「そなたが食べ終えるのを、こうして待っているのではないか。早うせよ」

「これでは──食べることなどできませぬ」

「では、秀秋が先に食ろうてもよいのか？」

　秀秋の小さな舌が、ひたりと首筋に当てられる。その皮ひ膚ふの下に息づく温かな血の巡めぐりを想像して、早くも秀秋は興奮に体を震わせる。あ、と小さく漏もれた慎三郎の吐と息いきに煽られて、秀秋は近習の返事を待たずにそこへ唇を這はわせた。

「もらうぞ──慎三郎」

「あ、若──」

　ぷつり、と少年の犬歯が男の硬い皮膚を突つき破る。口の中に流れ込む蜜みつのような血の味に、秀秋は陶然とし、甘やかな悦えつ楽らくに浸ひたった。

　からん、と音を立てて小こ鉢ばちの上へ箸が落ちる。慎三郎の息が獣けもののように荒あらくなり、その両手は少年を抱だき締しめ、その肌はだをまさぐり出す。　>>>♥

「はあ、はあ、秀秋さま」

「ん──」

　秀秋が血を啜すするほどに、慎三郎の息が忙せわしなくなってゆく。無骨な手は秀秋の着物を開き、胸むな元もとを探さぐり、まだ柔やわらかな乳ち首くびを愛あい撫ぶし始める。

「ふ、ぁ。しん、ざぶろ」

「ああ──可愛かわいい」

　慎三郎は熱に浮うかされるようにささやかな乳頭を転がし、そこがしこって芯しんを持ち始めると、親指と人差し指の間に挟はさんでこりこりとねじるのである。

　今まで何とも思っていなかったその場所をそんな風に執拗にいじくられて、秀秋は、あ、あ、と小さく声を上げて身を捩よじった。

「気持ちよいのですか、秀秋さま」

「んん、う、あぁ、よい──何やら、腰こしの奥が、熱うなる」

「そんなに、ここが好きなのですか。ああ、こんなにここを硬くして」

　慎三郎の腹に、張りつめたものが押しつけられている。秀秋は青年の血を吸いながら胸をいじられて、そこへ触ふれられぬままに勃ぼつ起きしていた。

「あなた様は、初めから、おれの血を吸うだけで、ここを勃たたせていましたね」

「そなたの血を口にすると、こうなってしまう。頭の芯がぼうっとして、わけがわからなくなるのじゃ」

「ああ──あなた様は、可愛い。愛いとし過ぎて、おれもあなた様を吞み込んでしまいそうだ」

　慎三郎は首を捩り、秀秋の血に濡ぬれた口を吸う。歯ぐきをくすぐり、口こう蓋がいを舐なめ、舌を絡からませ──そうするうちに、その手はいつの間にか秀秋の袴はかまを解き、白い下か肢しをまさぐっている。

（ああ。この男に触れられるのは、なんと心地ここちよいのだろう。左衛門に触れられたときには悪お寒かんしか覚えなかったのに──この男に口を吸われ、肌を撫なでられているだけで、達してしまいそうだ）

　秀秋は慎三郎の首へ抱だきつき、夢中になってその口吸いを味わった。興奮して舌を絡めるうちに、いつしか再び舌に歯を当て、唾だ液えきと共に滲にじむ血を啜っている。

「あ──秀秋さまのここは、何故なぜこのように──」

「そなたとは昨日も朝の白むまでまぐわっていたではないか。秀秋は今こ宵よいも早うそなたを味わいとうて、支し度たくをしておいたのじゃ」

　平生は着き替がえも自分でせぬ秀秋が、慎三郎との交わりのために、自ら情け所をほぐしておいたとは、もはや中毒であった。しかも、秀秋は下帯をつけていない。どうせ早々と解いてしまうのだから無用とばかりに、慎三郎とのことがあってから、少年の袴の下は常に素す裸はだかとなっていた。

　慎三郎は秀秋の言葉に目を潤うるませ、声をうわずらせて歓かん喜きを示す。

「ああ、秀秋さま──そこまで、おれが欲しいのですか」

「欲しい。欲しゅうてたまらぬ。本当ならば、そなたをここから出したくはない。四六時中、そなたを味わい、交わっていたいのじゃ──」

　秀秋は情熱的に慎三郎に絡みつき、一層深く唇くちびるを合わせる。そして、いつの間にやら覚えてしまった手管で器用に慎三郎の袴を解くと、褌ふんどしを脇わきへ寄せて、その中の張りつめたものを露ろ出しゆつさせてしまう。

　ぶるんと勢いよくまろび出た一物は、すでに先端から涙をこぼし、幹には太い血管を浮かせて重たげに首を振ふっている。それを見るだけで、秀秋は尻しりの奥がうずき、早く中をみっちりと満たして欲しいと熱を上げるのだ。

「そなたのこれは威い勢せいがいいな。いくら精をこぼしても、ますます硬くそそり立つばかりとは」

「おれも、不思議なのです。こんなことは今まではなかった。秀秋さまと交わっていると、果てのないようで、恐おそろしいのです」

「恐ろしいか。そうであろうな」

　微笑む秀秋を、慎三郎は頰を上気させ食い入るように見つめている。その真っ直すぐな瞳ひとみが、秀秋を虜とりこにした。己おのれを偽いつわれぬ慎三郎の愚ぐ直ちよくなまでの心が、秀秋を捕とらえて離はなさぬのだ。

「秀秋も、恐ろしい。己がもののけであると、己で証明してしまったようなものじゃ」

「秀秋さま──」

「慎三郎。わしはな、そなたの血を吸い、精を味わってから、とみに体の調子がよい。人の食い物もたらふく食えるようになったのだぞ。体の隅すみ々ずみまで気が充じゆう実じつし、今ならば何でもできるような心地がするのじゃ」

　秀秋は、慎三郎と向かい合ったまま、己の尻に慎三郎の魔ま羅らを埋うずめてゆく。菊きく門もんの押し拡ひろげられる、そのえも言われぬ逸いつ楽らく。

「あ、ああぁ」

「くうっ。秀秋、さまっ」

　秀秋はうっとりとしながら、じっくりと腰を落としてゆく。慎三郎は堪こらえ切れぬように秀秋の丸い尻を揉もみ、ぐっと自ら腰を入れ、深くまで押し入ろうとする。

「あぐ、あ」

　ずん、と最さい奥おうまで突かれると、秀秋は白い喉のどを仰のけ反らせて、開いた赤い口から涎よだれを垂らした。太く長大な慎三郎の魔羅を、その形や蠢うごめきまで、己のうちにつぶさに感じる。

　その大きさをゆっくりと味わっていると、慎三郎は真っ赤な顔を汗あせに濡らして切せつ羽ぱ詰つまった息を吐はいている。

「う、動いても、よろしゅう、ございますか」

「辛つらいのか、慎三郎」

　秀秋はねっとりと男の唇を舐め、艶えん然ぜんとして囁ささやいた。

「よいぞ──そなたの、好きなようにせよ」

「ひ、秀秋さまっ」

　許しを得た途と端たんに、慎三郎は秀秋の腰を摑つかみ、獣じみた動きで突き上げ始める。ずちゅっ、ずちゅっ、と粘ねばついた音を大きく響ひびかせながら、極ごく太ぶとの魔羅が潤んだ粘ねん膜まくを押し込み、捲めくり上げ、これでもかというほど最奥を穿うがつ。

「ひいっ。ああっ」

　秀秋は最初のひと突きで、雄おしべから精を噴ふき上げた。突き上げられる度たびにぴゅ、ぴゅ、と間欠泉のように白い体液が飛び、絶頂が止まらない。

「ひあっ、あっ、あひ、いぃ、あ、はあぁ」

「くっ、ふ、はあ、はあ、秀秋さま、秀秋さまっ」

　慎三郎は無我夢中でずっぽずっぽと男根を出し入れしたり、奥まで押し込んでそのままぐりぐりと腰を回したりと、無我夢中であった。少年の尻しり朶たぶを両の手でぐにぐにと揉みながら、己のものを咥くわえ込んだ肉の輪を指でなぞる。激しい動きに白く泡あわ立だった粘ねん液えきがぬるぬると男根の幹を伝い落ちるその感かん触しよくすら快い。

「あはぁ、あぁ、ああ、すごい、極楽じゃ。ああ、死んでしまいそうじゃ」

　秀秋は早くも前後不覚になった様子でろれつも回らず、背筋をひくひくと痙けい攣れんさせて、間断なく精をとろりとろりとこぼしている。

　何度目の交合かわからぬが、回数を重ねるごとにそのうまみは増し、深みは底なしになり、秀秋はこうして慎三郎の魔羅を咥え込んでいるだけで、精が止まらなくなってしまった。

　汗に濡れた頰ほおは快楽に引き攣つり、血に濡れた赤い唇はわなわなと震ふるえて、時折気を失うのか、口の端はしに泡あわを溜ためて目を裏返らせている。

　正気を失った様子で慎三郎の首へむしゃぶりつき、じゅるじゅると音を立てて血を啜れば、男の魔羅は一層勢いを増し、大きく反り返り、秀秋に悦よろこびの叫さけびを上げさせた。

「ああ──っ！　あ、ひあぁ、しぬ、しぬう」

「くうっ！　う、うう、もう、いきまするっ」

「はあ、ああ、よいぞ、ああぁ、来て、来てくれ、あ、は」

　青年は額に青筋を浮うき立たせがつがつと腰を突つき上げる。低い呻うめき声とともに、少年の最奥でどぷどぷと精を放てば、その感覚にまた、秀秋もほとんど透とう明めいになった精を噴き上げる。

「あ──ああぁ」

「は、あ、あぁ──秀秋、さま──」

　吐精の快感に息をつくのも束つかの間、いつしか慎三郎は仰あお向むけに押し倒たおされ、その上で秀秋は狂くるったように腰を振っている。

「ああっ、はあっ、はあっ、あぁ、よい、あ、すごい」

　男の逞たくましい腹の上で踊おどるように体をくねらせる秀秋は、虚きよ弱じやくな質と言われているのが信じられぬほどに、恐ろしく強きよう[image: 靭]じんだった。男の精を底なしに欲しがる貪どん欲よくさ、精を搾しぼるそのみだらな肉のうねり、すべてが精強で、疲つかれを知らなかった。

　また、慎三郎も幾いく度ど果てても衰おとろえず、それどころかどこまでも膨ぼう張ちようしてゆくような有様で、その逞しい肉体は秀秋を一晩中よがり泣きさせた。

　文字通り、二人は情事に夢中であった。没ぼつ頭とうするあまりに、日が昇のぼっているのを忘れることさえもあった。

　情事を重ねる毎ごとに秀秋の肌はだは艶つやを帯び、黒くろ髪かみは濡れたような光こう沢たくを放ち、瞳は常に潤んで、その肌は噎むせ返るほどの色いろ香かを発するようになってゆく。

　慎三郎も、平生から性せい欲よくの強い方ではあったが、それに輪をかけて秀秋を求める欲よく望ぼうは強まり、寝ねても覚めてもその逞しい肉体は秀秋を求めて獰どう猛もうにうずいている。

　秀秋に嚙かまれた傷口は不思議なほどにすぐに癒いえるが、再び同じ場所に歯が当てられるので、傷ついては癒えることを何度も繰くり返していた。これだけ血を吸われているというのに、体に変調をきたすどころか、慎三郎はますます精強になってゆく。

　しかし、そんな奇き怪かいなことどもも、もはや二人にはどうでもよかった。ぴたりと重なり合い、交わっていられれば、それでよかったのである。







　夜は瞬またたく間に深みを増してゆく。

　突きに突かれて倒れ伏ふした秀秋の、赤い粘膜を覗のぞかせてぽっかりと開いた場所から、慎三郎の放った濃のう厚こうな精が糸を引いている。

　別の生き物のように収しゆう斂れんするその媚び肉にくを眺ながめていると、慎三郎の一物は飽あきもせずに首をもたげてしまう。

　秀秋はそれを見て、汗みずくの頰に蕩とろけるような笑えみを刻んだ。

「そなたも、立派なもののけになったな」

「秀秋さまのためにもののけとなれるのなら、悔くいはありませぬ」

　膳ぜんの上に残ったものはすでに冷め切っている。食事もよそに耽ふけってしまい、慎三郎は腹が減らぬのだろうかと思うが、恐らく秀秋をむさぼっていれば空腹も忘れてしまうのだろう。

　一息つく間も惜おしいというように、慎三郎は秀秋に覆おおい被かぶさり、その唇くちびるを愛いとおしげに吸うのである。

「秀秋さま──おれは、秀秋さまのお側そばにいられるのなら、他ほかには何もいらない」

「これはまた、異なことを。そなたは、父上を助け、天下をとるのではなかったのか」

「それよりも素す晴ばらしいものが、すでにこの腕うでの中にあるのでございます」

　そう言って逞しい腕の中に秀秋を抱だき締しめ、頰ずりをする。

「このような幸福があることなど、知らなかった。おれは、おれの道は戦いの上にこそ成り立つものと思っていたのです」

「そなたは、戦いくさに立つと血が奮い立つと申しておった。先の戦でもそうだったのであろう？」

「はい。これまで以上に。それは、秀秋さまへの想おもいが満たされず、その鬱うつ屈くつとした情動も助けとなっておりました」

「慎三郎。そなたは、ずっとこの秀秋を抱だきたいと思うておったのか」

　あけすけな問いかけに、慎三郎は日に焼けた頰を上気させる。

「秀秋さまの様々な面を見るようになってから──あなた様をお慕したいするようになっておりました」

「そなたは最初、秀秋を蔑さげすんでおった。それが、そのようになってしまうとは、面めん妖ようなものじゃのう」

「おれは、愚おろかだったのです。秀秋さまだけでなく、すべての人間を軽かろんじていた。戦場に立つ者だけに、価値があると思っていたのです」

「それは、いかにもそなたらしい」

　そして、それは実際真実であろう、と秀秋は思う。今の世は、謀ぼう略りやく、奸かん計けいを張り巡めぐらせ、敵を出し抜ぬき、陥おとしいれる策も重要であるが、やはり戦で勝たねば意味がないのだ。戦場に立てぬ者に価値はない──誰だれもがそう思っているに違ちがいない。だからこそ、秀秋はこうして捨て置かれているのだ。

「秀秋はな、たれに顧かえりみられずともよい。何人かが側におれば、自分が存在しておることがわかる。それでよいと思うておった。だが、今はそなたが欲しい。そなたに忘れ去られることだけは、耐たえ難がたい」

「忘れることなど、あり得ませぬ」

「しかし、母上も、父上も、この秀秋を忘れ去っておる。血を分けた肉親ですらそうなのだ。秀秋の不安が消えることはない」

「では、その不安が消えるまで、おれが信じさせてやりましょう」

　慎三郎は秀秋の顔に幾度も唇を降らせ、飽くことなくその肌を愛あい撫ぶし始める。

　ひたすら前に突き進むだけの男は、秀秋のように迷わない。積極的に行動することが、唯ゆい一いつの道だと信じている。然さもありなん、と思う。こうして荒あら々あらしく求められていれば、慎三郎のことしか考えられなくなる。今この瞬しゆん間かんだけは、不安など搔かき消えてしまう。

　だが、一夜にして情勢の変わるこの乱世で、果たしてとこしえに続く安あん寧ねいなど存在するのだろうか。

（あるとすれば──それはもはや、人の世の存在ではないな）

　いつからか成長を止めてしまった己おのれの肉体を思い、秀秋は皮肉の笑みを浮かべた。そう、変わらぬのはこの秀秋だけ。せめて、今だけはこの男を離はなしたくない。その激しい想いが、秀秋を一層貪欲に急せき立てるのであった。

「あ、あ──ああぁ」

　一段と太さを増したものが、後ろからずぶりと突き入れられる。

　すでに数え切れぬほど交わった後である。菊きく門もんは蕩けるようにほぐれ、難なく慎三郎の太魔ま羅らを受け入れる。

「ふう、う、た、たまりませぬ、中の精が、絡からみついて──」

　幾度も放たれた濃厚な男の精が、男根の質量に押し潰つぶされてぶちゅりとあふれてゆく。

　獣けものの体勢で後ろからずっぷりと根元まで埋うめられて、秀秋は被ひ虐ぎやくの快感に酔よった。

「あ、ああ、いぃ──たくさん、突いて──秀秋を、玩がん具ぐのように揺ゆすぶってくれ──」

「うう、秀秋さまの、締しめつけが、すごい──この格好が、お好きなのですか」

「ああ、好きじゃ、好きじゃ──慎三郎の顔が見えぬのが、怖こわくて、何やら、それが心地ここちよいのじゃ」

「おれでない男に犯おかされている気がするのが、よいのですか」

　慎三郎の声が怒いかりに捩ねじれる。

「あなた様が、おれ以外の者に抱かれるなど、あり得ないのに──」

「そう思うか」

　秀秋の悪い癖くせが、顔を出す。

「わからぬぞ。もしこの先、そなたが秀秋を放ほうっておけば──あうっ！」

　腰こしを摑つかまれ、一層深くまでぐんと抉えぐられて、秀秋の視界が白くなる。

「許しませぬぞ。そのようなこと──」

「ふ、ふふ」

「何がおかしいのです」

「そなたは秀秋の近習じゃ。秀秋に命ずることなど、許されぬぞ」

「ならば、あなた様を他に犯した男があれば、そやつを殺してやります！」

　平生から感情豊かな男ではあるが、その怒りもまた壮そう大だいであった。血の滴したたるような声で吠ほえ、慎三郎は強[image: 靭]な筋肉の鎧よろいに覆われた腰を振ふり、秀秋の中を搔き回す。

「ううっ！　あぅん！」

「あなたがこれまでのように、男たちをいたぶって遊んで、そやつらを煽あおるような真似まねをするならば、おれはあなたを閉じ込めてやる！　どの男の目にも触ふれぬよう、おれしか抱けぬよう、あなたを連れ去って監かん禁きんしてやる！」

「あっ、あっ、あう、ああっ！」

　ばちゅ、ばちゅ、と肉と肉のぶつかり合う音が激しく響ひびく。これまでにない猛たけ々だけしい動きで秀秋を犯す慎三郎は、まるで本当に少年を玩具にしているように、今にも壊こわしてしまわんばかりにやたらめったらに腰を振った。

「うう、あ、深い、ああ、深いぃ──」

　はらわたの奥の奥まで極ごく太ぶとの魔羅で突つかれ、腹の中で暴力的な絶頂の波が立て続けに暴れ狂くるう。じゅぼ、ごぽっ、とものすごいような音が間断なく鳴り響き、秀秋は華きや奢しやな体を倍近くもある大おお柄がらの男にいいように揺すぶられて、ほとんど半死半生の体ていで、床ゆかに頰ほおを擦こすり付け、逸いつ楽らくの涙なみだに泣き濡ぬれた。

「うっ、くう、う」

　ごぷ、ごぷ、と男は再び吐精する。しかし、怒りが男の情じよう欲よくに火を付けたかのように、一物はますます猛々しく滾たぎるばかりだ。

「さあ、お答え下さい、秀秋さま」

「あううっ」

　魔羅を挿そう入にゆうしたままに、慎三郎は軽く秀秋の体をひっくり返す。

　目の前に見えた慎三郎の顔は、悪あつ鬼きのように憤いきどおりに歪ゆがんで、秀秋を震ふるえ上がらせる。

「おれ以外の男には抱かれぬと、約してくださいませ」

「慎三郎──」

「抱かれるのはおれだけなのだと──誓ちかってください！」

　激した目が、燃えている。その光は、なんと美しいのだろうか。

　秀秋は感じた。この男の容よう貌ぼうの美しさは、その感情によって、またその色しき彩さいを鮮あざやかに変えるのだ。

「いやじゃ」

「秀秋さま──」

「目下の者に強要されるなど、まっぴら御ご免めんじゃ」

　もっとこの男が憤る様を見ていたい。純じゆん粋すいな慎三郎は、秀秋の意図になど露つゆほども気づかず、傷ついた目をして、激情に顔を赤くした。

「何故なぜなのですか！」

　ぐっと秀秋の股こ間かんに実り立つものを握にぎり締め、その丁度裏側あたりにある敏びん感かんなしこりを、亀き頭とうのえらでごりりと抉る。

「ひっ──」

「あなた様は、おれだけでは満足できぬのか！」

　慎三郎は、衆しゆ道どうは初めてだというのに、すでに少年の──秀秋の体を知り尽つくしていた。

　秀秋に加か虐ぎやく趣しゆ味みと被ひ虐ぎやく趣味が同時に備わっていることを無意識のうちに悟さとっていて、苦しみを伴ともなう行こう為いもまた、快楽になってしまうことを知っていた。

　乱暴に犯されることを好み、また、自身も上に乗って好き放題にむさぼることをも好む。深々と奥を突かれれば何度でも気をやってしまうし、また、浅い場所にある快楽の神経の剝むき出しになったような場所は、鋭えい敏びんすぎて苦痛を伴うものであったのだ。

「いやあ、ああ、しんざぶ、ろっ」

「これは、罰ばつでございます！　おれをここまで虜とりこにしておいて、もてあそぶような真似をするあなた様へのっ──」

　似たような台詞せりふを、かつて秀秋を犯そうとした左衛門が言っていた。

　男は皆みな、秀秋に踊おどらされ、そして罰を与あたえようとするものなのだろうか。だが好いた男に言われる罰という言葉は、何と甘い響きを持っているものか。

　慎三郎は秀秋が精をこぼさぬように玉たま茎くきを握り締めながら、これでもかとその裏側を逞たくましい笠かさでごりゅごりゅと搔き回した。秀秋の目の前に火花が散り、涎よだれを垂らして細い腰を反らせる。急激な射精欲よくが込み上げるが、慎三郎の指がそれを許さない。

「ひい、ああ、いや、あ、離して、離して──」

「だめでございます。言ったではありませんか。これは罰であると」

「いや、あ、いやあ」

　秀秋は火ほ照てった頰にほろほろと涙をこぼす。

　慎三郎の顔に、隠かくし切れぬ興奮と獣じゆう欲よくがよぎる。その猛々しい表情に、秀秋はみだらな欲をそそられて、ますます被虐の快楽に没ぼつ頭とうする。

「仰おつしやってくださいませ！　おれだけであると、仰ってください！」

「いやじゃ、いや、あ、ああぁ」

　いよいよ切せつ羽ぱ詰つまった声で泣き叫さけぶが、慎三郎は許す様子もない。押さえつけていても、ゆるゆると透とう明めいな先走りが涙のようにこぼれ、男の太い指を濡らしてゆく。

「出したいのでしょう。こんなにここが濡れている」

「はあ、はあ、あぁ、出したい」

「あなた様が一言、おれに従えばよいだけなのに、何故言わぬのです」

「服従など──秀秋が、するものか」

　泣いているくせに、傲ごう慢まんな笑えみを浮うかべてみせる秀秋に、慎三郎は目を細める。

「それでは、おれが達するまで、このままでいて頂きましょう」

「あ──そ、んな──ひ、あ、うああっ」

　慎三郎はそこを鷲わし摑づかみにしたまま、遠えん慮りよなくがつがつと腰を振る。秀秋はひいひいとあられもなく泣き叫びながら、何度か失神し、再びの刺し激げきで目覚めることを繰くり返し、腹をしとどに濡らしている。

「あ、ああ──」

「くっ、う──ひ、秀秋さまっ」

　秀秋の中が、気をやるときのように、何度もぎゅうぎゅうと慎三郎を食い締しめる。

　前から精をこぼすことが許されぬ秀秋は、尻しりだけの感覚で、絶頂に達していた。それはあるいは、女の絶頂のようなものであるのやもしれぬ。腰の奥にずうんと甘やかな痺しびれが走り、熱い悦えつ楽らくの波が押し寄せるように、四し肢しの先まで蜜みつのような法ほう悦えつが走るのだ。

「ふあ、ぁ──いい──ああぁ」

「ぐうっ！」

　慎三郎はたまらず、秀秋の中に埒らちをあけた。

　同時に秀秋を締め付けていた指から力が抜ぬけ、せき止められていた精が勢いよくほとばしる。

「あ──ふああ」

　目の前に、極ごく彩さい色しきの世界が広がった。慎三郎の責め苦に泣き濡れた頰が、激しい快感のためにひくひくと痙けい攣れんした。

　慎三郎はその様を見て苦く笑しようしながら、未いまだ憤りのくすぶる澱よどんだ眼まな差ざしをひたと秀秋の上に据すえている。

「まったく──強ごう情じようなお方だ」

　しばらく忘我の境を彷徨さまよっていた秀秋は、ふっと正気の戻もどったように、理性をその目に宿し、慎三郎を見つめて微笑ほほえんだ。

「秀秋に、命じられる者は、秀秋のみ、ぞ」

　慎三郎はその顔を見て、荒あら々あらしくその身を引き寄せ、きつく口を吸う。

　その強ごう引いんな力に酔よい痴しれながら、秀秋は慎三郎の太首に白い腕うでを絡からめ、ひたと唇くちびるを当てて小さく笑う。

「秀秋が、そなたを手放すわけがなかろう──この、愚おろか者め」

「あ、秀秋さま──」

　まるで暴れ馬のしつけでもするように、秀秋はみずみずしい皮ひ膚ふへ歯を立てた。

　慎三郎はその逸楽に呻うめき、陶とう然ぜんとして若君の華奢な腰こしを、震える手で抱だき締めるのであった。




　　　　＊＊＊




　しかし、この度を超こした遊ゆう戯ぎに周りが気づかぬはずもなかった。

　二人は夢中になって、夜皆が寝ね静しずまっているのをいいことに、様々な場所で情を交かわし、いつしかそれは守もり役やくの盛勝の知るところとなった。

　そしてある日突とつ然ぜんに、盛勝はこれまでの男たちのように、慎三郎を秀秋の世話役の任から解いた。

「何故にございますか！」

　と悲鳴を上げる慎三郎に、盛勝は暗あん澹たんたる憂うれいを浮かべ、「そなたが最もよくわかっておろう」と告げるのみである。

　秀秋も、たまったものではなかった。

「慎三郎を、呼び戻せ、じい」

　と何度も哀あい願がんするが、盛勝は首を縦には振ふらぬ。新しい近習がやって来ても、もはや秀秋が求めるのは慎三郎のみであった。その者には目もくれず、最低限の身の回りの世話をさせるだけで、かつてのように乱らん痴ち気き騒さわぎはおろか、庭にも出ずに部屋にこもって書物ばかりを読んでいる。

　これまで誰だれを下がらせても文句一つ言わなかった秀秋がこれほどに抗こう議ぎすることに、内心盛勝は驚おどろきつつも、やはり一人前でないとは言え、秀秋は藤吉家当主の嫡ちやく子しである。慎三郎にその気がないとわかってはいながらも、秀秋を担かつぎ、何やら不ふ穏おんなことをしでかさないとも限らない。盛勝の任には、それを監かん視しする役目も含ふくまれていたのだった。

　だが、この老臣の不安は、思わぬ形で的中していたのである。







「久しいな、秀秋」

「叔父おじ上うえ」

　二の丸御ご殿てんには、突とつ如じよ、秀秋の叔父おじ、秀信が訪おとずれていた。

　秀信は苛か烈れつと言われる兄、秀家とは真逆の性格で、保守的であり、神仏を厚く奉ほうじること並々ならず、昨年髪かみを剃そり落とし、「道どう玄げん」という法名を名乗っている。だが、身内でこの名を呼ぶ者はまだ少ない。

「最後に会おうたのは、確かそなたの元服の儀ぎの折であったかな。いや、驚いた。元から見み目め麗うるわしい子ではあったが、これほど美しゅうなっておるとは」

「いかがされました。このように突然」

　懐なつかしがる秀信をいささか持て余し、秀秋は単刀直入に訊たずねた。

「何かあったのですか」

「いや、何もない。ただ、そなたの顔が見たくなったのよ」

　他の身内と同じく、これまで秀秋に目もくれなかった叔父の突然の心変わりを、秀秋が訝いぶかるのも無理からぬことである。

　それを肌はだで感じてか、秀信は憐あわれみを込めた目で秀秋を見た。

「兄上の唯ゆい一いつの嫡子でありながら、この扱あつかい。そなたはさぞかし無念であろう」

「いいえ。人並みでない秀秋が悪うございます。父上の判断は正しい」

「まことにそう思うておるか。秀秋」

　秀秋は、何の気もなく頷うなずいた。昨日今日そう諦てい観かんしたわけでもなく、秀秋の今の日々は諦あきらめとともに始まっている。ただひとつ、欲しいものは慎三郎のみであった。家か督とくや他の地位など、別に今いま更さら欲しいとも思わない。

　秀秋の反応が想定外だったのか、秀信はやや戸と惑まどった様子で沈ちん黙もくし、やがて話を切り替かえる。

「そなたの父上が、仏門に弾だん圧あつを加えておることは知っておるな」

　はい、と秀秋は答える。秀家は僧そう侶りよの腐ふ敗はいと、その権力への欲よく望ぼうを憎にくんでいた。寺同士で刀を持って争い合うことも少なくはなく、その力はときに武家への脅きよう威いともなっている。

「近く、文もん山ざん寺じを焼き討うちにするとのことだ。正直、わしは恐おそろしい。今に藤吉家には、神仏の裁きが下るのではないかとな」

（すでに下っておりまする）

　秀秋は胸のうちで独り言ごつ。もののけのような子が生まれたのが、何よりの証しよう拠こではないか。

　それにしても、この乱世で神だの仏だのと言い、大名の中にも出家して法名を名乗るものは多いが、何とも滑こつ稽けいだと秀秋は思う。神仏にすがれば、何もかもが許されるというのか。

　叔父の剃りこぼした丸い頭の青さを眺ながめて、秀秋は鼻白んだ。

「叔父上。秀秋は、今までもこれからも、政まつりごとには関かかわりのない身。たれが家の当主になろうと、秀秋には変わりありません。それが父上であろうと、叔父上であろうと──」

「ひ、秀秋」

　平然と謀む反ほんを唆そそのかす秀秋に、秀信はさすがに慌あわてて腰を浮うかせた。誰かに聞かれでもしたら、このことだけでも罪に問われてしまう。秀信にはすでに前科があるのだ。

「心配ご無用。ここに身内などたれも近づかぬのは、叔父上も知っておられるでしょう」

「し、しかし」

「叔父上。そろそろ、ここに来られたまことの理由を、お聞かせ願えませぬか」

　まだるっこしいやりとりは御ご免めんである。退たい屈くつな様子を隠かくすことすらしなくなった秀秋に、秀信は苦笑した。

「そなたには敵かなわぬな、秀秋」

　笑いながら青い頭を撫なで、秀信は膝ひざを崩くずす。

「そなたは利発な子じゃ。昔から痴こけのふりをしておるのはわかっておった。こたびも、おおむねそなたの考えておる通りじゃ」

「秀秋には、何もお助けできませぬぞ」

「わかっておる。それでよい。むしろ、そうしてくれと頼たのみにきた」

　秀秋は思わず微び笑しようする。何かをしようにも、そんな力などないことは明白であるのに、何とも小心な叔父である。

「わしにも子がおる。長男はそなたと同じくらいの子でな。一度会うたこともあろうが」

　秀秋はとんと覚えていない。関わりのない肉親など、他人も同然である。

「こうして法体になったのも、代だい替がわりの近いのを知らしめるためじゃ。しかし、果たして今の藤吉家は、己おのれの子の仕える家として、相応ふさわしいものだろうか、とな。近ちか頃ごろ、そんなことばかりを考えておった」

「叔父上は、御お子こを深く愛されておいでなのですね」

　素す直なおに羨うらやましいと思った。子と親とは、本来そうやって互たがいを思い合い、絆きずなを育はぐくむものなのだろう。もののけの自分には縁えんのないことだ、と秀秋は虚むなしく思う。

「わしは、そなたの処しよ遇ぐうは悪いようにはせぬ。望みのものを与あたえ、望みの地位を授さずけよう」

「望みのものを」

「ああ、その通りじゃ」

　秀信は頷く。しかし、秀秋にはこの叔父に請こうものなど何もない。

　ふいに、秀信は何かを思い出したように、首を傾かしげ、坊ぼう主ず頭あたまを撫でた。

「一いつ匹ぴき、狂きよう犬けんを飼い始めてな」

　秀秋ははっとして、目を瞠みはった。

「そやつが、そなたを我がものにできるのなら、お前に飼われてくれようと吠ほえるのじゃ。何やら、先日無む理り矢や理り引き離はなされた様子でな。今や周囲のすべてに牙きばを剝むいておるのよ。一昨日おとといなど、ここへ舞まい戻もどるために暴れてな。哀あわれ、牢ろうの中じゃ。そこへこのわしが、こたびの件に関して誘さそいをかけたわけじゃが、すると、その答えよ」

（狂犬──）

　明らかに、慎三郎のことを示し唆さしている。秀秋は、秀信がここへ来た目的を悟さとった。その狂犬との契けい約やくの、同意を得るためであったのだ。

「恐らく、その狂犬が──」

　覚えず、頰ほおが赤らんだ。

「秀秋の欲ほつするものでございます」

「さようか」

　秀信は、満足げに頷く。

「それならば、何も問題はあるまいな」

　これで、契約は成ったのであろう。秀信は途と端たんにくつろいだ様子になり、出された茶を飲み、改めてまじまじと秀秋を観察している。

「それにしても、そなたは恐ろしい男子じゃな」

「何故なぜです」

　こんな誰だれからも忘れ去られている自分の、何が恐ろしいというのか。

「あの男だけでなく、これまで何人もの世話役の男たちを狂くるわせてきたそうではないか。ああ、恐ろしい」

「たれがそんなことを」

「知っているさ。世話役を解かれた者たちの有様を見ればな」

　秀秋は大きく瞬まばたきをした。

　そういえば、ここを去って行った者たちのその後を、秀秋はまるで知らない。興味もないし、訊ねたこともないからだ。

「その者たちは、今どのようになっているのですか」

「そなたがまったく実物とは違ちがったことを噂うわさで囁ささやかれているのは、ここを去った者たちがまるでそなたについて語ろうとしないからじゃ。真実を言わぬのだよ。言えぬのだ」

「それは──一体、どういうことなのです」

「彼らは、恐れているのだ。二の丸御殿の若君が、この世のものとは思われぬ美び貌ぼうの持ち主であると知れば、男たちが興味を持ってしまうであろう？」

「だから、事実と違う話をするということなのですか」

「そうであろうな。それに──実際、まともにものを話せなくなってしまった者もおるぞ。そなた恋こいしさに気が触ふれて、自ら命を絶ったり、牢に閉じ込められてしまったりとな。そのことがまた、かの若君は人を祟たたる恐ろしいもののけであるとか、幽ゆう鬼きのようであるとかいう噂を、真実のように思わせてしまう。まこと、噂の広がりとは奇き妙みようなものじゃ」

　まるで、その咎とががすべて秀秋にあるとでもいうような叔父おじの口ぶりに、秀秋は閉口した。

「秀秋が狂わせているのではありませぬ。あやつらが、勝手におかしゅうなるのです」

「悪い女は皆みなそう言う。まさしく、傾けい国こくの美女、といったところよな──もっとも、そなたは男じゃが」

　嫌いやな冗じよう談だんを言う秀信に、秀秋はため息をつく。

「どんなひいき目で見ても、秀秋が彼らを可愛かわいがったなどとは言えませぬ。むしろいじめてばかりいたのに──何故そうなってしまうのか、わかりませぬ」

「さて。それはわしにもわからぬが──秀秋、そなたは何故、あの狂犬を恋しがるのだ」

　ふいに、慎三郎の件に話が戻り、秀秋は内心どきりとした。この男のことを語るときだけは、平静でいられる自信がない。

「他の者たちのことは、さぞどうでもよいといった口ぶりであったが──あの男のみを欲しがるのは、一体何故だ」

「それは──」

　何故、と言われても、誰だれかに説明する気など端はなからない秀秋である。慎三郎が心にかかり始めたのは、やはりあの忌いむべき奇き癖へきの場面を見られてからだ。

　しかし、それは単なるきっかけに過ぎない。ここまでの執しゆう着ちやくを抱いだくには、余人には説明のできぬ心の移り変わりと、また己でもわからぬ本能的な衝しよう動どうがあるのだから。

　しばし沈ちん黙もくし、やがて秀秋は不ふ遜そんな顔で、こう言い放った。

「あの者が、秀秋のものであるからです」

「うむ？」

「自分のものを欲しがって、何が悪いのですか？　あれは、元々秀秋のものなのです。取り上げる方がおかしい」

　その答えに、秀信は呆あつ気けにとられたような顔をした。直後、破顔して快活に笑い始める。　>>>♥

「あっはっは。なるほど、そなたはやはり兄上の子だな」

「どういう意味です」

「いや、な。生まれ持った、傲ごう慢まんさというのかな。生まれながらの君主ということじゃ」

　君主からはほど遠い境きよう遇ぐうにいる秀秋にとって、これは強きよう烈れつな皮肉以外の何ものでもない。

「それならば、同じ血を分けた叔父おじ上うえもそうなのでしょう」

「いやいや、わしは違う」

　秀信は笑いながらかぶりを振ふり、どこかやるせない目をして遠くを見やる。

「だからこそ、わしは兄上に憧あこがれ──嫉しつ妬とを抱いてきたのだからな」

「叔父上──」

　秀秋は、遠い記き憶おくの中にいる、父、秀家の面おも影かげを思い起こす。

　秀家は端たん整せいとは言えぬまでも、魅み力りよく的てきな相そう貌ぼうの、美男子と言える顔であったと思う。

　──そなたは愛うい顔をしておるな、秀秋。この秀家にも、お福にもあまり似ておらぬ。天てん稟ぴんの美貌だが、そなたの目には、何やら恐おそろしいような賢さかしさも感ずるな。

　まだ幼い息子むすこを抱だいて、秀家はそう言って笑っていた。しばしば家臣を怯おびえさせることもある、彼の動物的直感で、秀秋の妖よう気きを見み抜ぬいていたのだろうか。

　秀秋は唯ゆい一いつの正室の子だというのに、あの奇癖が発見される以前から、父はあまり愛情を持っていなかったような気がする。その膝ひざに抱かれたのも、数えるほどしかない。

　歯が生えてきてからは乳母うばの乳ち首くびを嚙かむようになってしまい、皆みな秀秋を抱きたがらなくなった。そして、無む邪じや気きな若君が軒のき先さきで死んだ鳥の血を啜すするのを見て、実母のお福の方は気を失ったという。

　それ以来、秀秋が母の顔を見ることはなくなった。父の顔も、やがて見なくなった。

　気づけばここに一人、数人の近習を侍はべらせて暮らす侘わびしい日々である。

　秀秋は父も母も恋しいと思ったことはないが、その不遜な容よう貌ぼうが父に似ていると最初に思った慎三郎を今は欲ほつしているのだから、恐らく心の底では少なからず、憧しよう憬けいを抱いていたのだろう。

「叔父上も、立派な御お方かたです。何故嫉妬など」

「はっはっは。そう言ってもらえてありがたいが、やはり人には器うつわというものがあってな。わしは、兄上には敵かなわぬといつも思うておった」

　それならば、なぜ今再び、謀む反ほんを起こすのか。勝てぬと思いながらも始めなければならない戦いくさなのだろうか。

　矛む盾じゆんしている、と思ったが、矛盾しているのが人なのだろう。そんな風に、秀秋は自分の中で片付けてしまう。何しろ、この戦国の世でいちいち起こる戦のわけを考えていては、埒らちがあかない。

（時代そのものが、血に飢うえているのだ）

　そう、この秀秋というもののけを孕はらんでしまうほどに。







　秀信の帰って行った後、秀秋は脇きよう息そくに凭もたれて物思いにふけった。

（あれほどに、父上を助けたいと──父上の下でこの家を盛り立て、天下をとりたいと言っていたあの男が、叔父上につくとは）

　しかも、その条件が、この秀秋なのである。

　愚ぐ直ちよくなまでに真っ直すぐだったあの男の歪ゆがんでしまったことを悲しむ心と、それほどまでにして自分を欲してくれるという歓よろこびが、同時に存在していた。

（変われば変わるものだ──）

　あの男ほど、己おのれの心変わりに従順な者もいないだろう。普ふ通つうならばもう少し葛かつ藤とうがあってもよさそうなものを、悪いものは悪い、よいものはよい、と、その都度白黒をはっきりつけてしまい、たとえそれが真逆になろうとも、それを疑問に思わぬ男なのだ。

（しかし、再びの謀反とは──ここにきて内ない紛ふんか）

　かつて家か督とく争いで兄弟が袂たもとを分かったとき、旧臣のほとんどは弟の秀信についた。あの当時は藤吉家も代だい替がわりで不安定であったし、まだまだ周囲に大きな脅きよう威いも多く、うつけ者と呼ばれた長男の秀家では藤吉家が危あやういと思った者も多かったのだろう。反対に、秀信はその真ま面じ目めな気き性しようと聡そう明めいさで家老たちの評価も高かった。

　だが、秀家は戦に関しては天才的であり、政まつりごとにも革新的で、かつて秀信を支持していた旧臣たちも、今では秀家に心しん酔すいしている者が多いと聞く。

　そんな状じよう況きようで謀反を起こしたとて、ついて来てくれる者はどのくらいあるのだろうか。

（仏門に深く帰き依えしている者ならば、叔父上につくだろう。父上のやり方はあまりにも苛か烈れつであるし、今逆風が吹ふいてきているのは事実だ。だが、そうでなければこの乱世を生き残れぬ）

　ふと、秀秋は考え込んでいる自分に気づき、思考を止めた。いくら自分が謀反の行方ゆくえを考えたところで、それは詮せん無なきことだ。

　ただ、秀信が謀反に成功すれば、慎三郎を得られることとなる。それだけは大きな魅力であった。

　反対に、失敗してしまえば、それは慎三郎との、永遠の別れを意味するのかもしれない。そのことだけは、考えたくはない。

　しかし、秀秋の頭の中で、すでに結果はわかっているような気がした。

（慎三郎──愚おろかな奴やつめ）

　冷静な判断もできぬほど、思い詰つめていたのか。いや、あの男に先々のことを考える頭はない。常に目先のことにしか心動かぬ獣けものだ。

　もう、何日抱かれていないのだろうか。今まで雨あられと降り注がれていたものが突とつ如じよ消えてしまい、秀秋は瞬またたく間に飢き餓が状態に陥おちいっていた。

　毎晩のように、夢に見る。

　それも、現実とは異なる、様々な別の世界の夢である。

　あるとき、秀秋は白しら拍びよう子しで、慎三郎は僧そうであった。またあるとき、秀秋は商家の息子で、慎三郎は馴な染じみの客であった。

　しかしどんな身分の違ちがい、境遇の違いがあっても、二人は吸い寄せられるように引き合ってしまい、関係を持ってしまうのだ。

　昨日見た夢では、秀秋と慎三郎の身分が逆さまになっていた。慎三郎が当主の嫡ちやく子しであり、秀秋がそれに仕える武士なのだ。ただ、慎三郎は壮そう健けんなままに、期待の次期当主として人望を集めているところが、実際の秀秋と違っていた。

　だが、秀秋がもしもそのように皆みなから認められ、それなりの権力を持っていたならば、今でも慎三郎を側そば近くに召めし抱かかえられただろうと思うと、己の境遇に何の興味もない秀秋も、口くち惜おしいと思うのだった。

（ああ、あの血が──あの精が、早く味わいたい）

　あの逞たくましい腕うでに抱かれたい。衰おとろえを知らぬ無む双そうの一物で貫つらぬかれたい。荒あら々あらしく、この身を揺ゆすぶって欲しい。理性をかなぐり捨てた獣のように、乱暴にして欲しい。言葉を弄ろうして、わざと怒おこらせ、みだらな罰ばつを加えられたい。あの倍ほども目方のある体で、いたぶられたい。

　許されたその後に、今度は秀秋が鞭むちを振るうのだ。あの張りのある褐かつ色しよくの肌はだを思う存分、ぶってやりたい。あの大男の魔ま羅らを縛しばり付けて、その上で心ゆくまで腰こしを振ってやりたい。ああ、そしたらあやつは泣くであろうか。いかせてくださいと懇こん願がんするだろうか。その様を思い描えがくだけで、秀秋の呼吸は乱れた。

　秀秋は爪つめを嚙み、その想像に耽ふけった。あの感覚を、あの味を思い浮うかべるだけで、すでに容易たやすく快楽に染まる体である。

（自分で、してみようか？）

　ふとそう思いたち、袴はかまの裾すそから手を忍しのばせる。

　しかし、これまで自らいじったことのない体である。少し触ふれてみて、やわやわと刺し激げきをしてみたが、まったく何も感じない。

　後ろはどうかと指をやってみるが、やはりこれも同様に快さを覚えるものではなかった。一人で何をやっているのかと、却かえって笑いが込み上げてしまう。

　書物で自分を慰なぐさめることは通常のことであると知ってはいても、やはりそれは自分に当てはまるものではないらしい──たとえ、そこの快楽を知った体であっても。

　やはり、あの男でなければ、だめなのだ。

　そう強く思うほどに、慎三郎の存在を大きく感じる。

（いつの間に、こんなに想おもうようになってしまったのだろう）

　あの男の存在がこれほどまでに、秀秋の心を占しめるようになってしまったのは、いつからなのだろうか。わからぬほどに遠い昔に思えるけれど、二人が出会ったのは桜が満開の春の時分である。まださほど時間など経たっていない。それなのに、こんなにも愛いとおしい。こんなにも依い存そんしている。

（ああ、慎三郎──早く──）

　早く、攫さらっていって欲しい。誰だれにも邪じや魔まされぬ、二人きりでいられる、この世の果てへ。

　それとも、秀秋があの男を攫いにいってしまおうか？　そして、二人で世界の果てへでも行ってしまうのだ。

　この世の果てへ。夜の世界へ。

　そうだ、日の光の届かぬ場所ならば、きっと誰にも見つからずに済む。二人きりで、いつまでも愛し合っていられるのだ。

　そう考えると、秀秋の頰ほおにほのぼのとした笑えみが浮かんだ。

　秀秋は、そこへ至る道を知っているはずだ。なぜなら、秀秋自身が、夜の住人であるのだから。

　それはあまりに甘美で、想像で終わらせるにはあまりにきらきらしい、夢であった。








夢の如ごとき月夜









　砦とりでの前では激しい白兵戦が繰くり広げられている。

「えやああ───っ!!」

　慎三郎は獣のようなかけ声と共に敵兵へ打ちかかり、その胴どう体たいを鎧よろいごと叩たたき斬きった。返す刀で背後に迫せまった兵の腕を落とし、突つき出された槍やりを撥はね、そのまま突っ込んで槍兵の胸を貫き、相手の体もろとも、どうと泥どろの中に倒たおれる。

（負けられぬ、おれは負けられぬ！）

　慎三郎には絶対に勝たねばならぬ動機があった。青年はそのためならば、何百人と屍しかばねの山を築こうと構わぬと、修しゆ羅らの道を歩む決意をしていたのだ。

　慎三郎は獣の如き敏びん捷しようさで飛び起き、血に飢うえた悪あつ鬼きのように敵へ躍おどりかかってゆく。目の前にいればたとえ味方でも斬り伏ふせそうな狂きよう気きがその面おもてへ走り、皆みな震ふるえ上がって側へ近寄らぬ有様である。

　物見の伝える慎三郎の凄すさまじい戦いぶりに、秀信は満足して機き嫌げんよく頷うなずいていた。しかし、以前の慎三郎を知る者は、皆その変わりように慄りつ然ぜんとしている。

「あの男、面相が一変しているではないか。何かあったのか」

「あれは、もののけに憑つかれておるのよ。二の丸御ご殿てんのあやかしにな」

　本ほん陣じんにて秀信の周りに侍はべる者の中に、正阿弥がいた。秀家気に入りの茶ちや坊ぼう主ずであったはずの正阿弥が秀信に与くみしたことに驚おどろく者も多かったが、慎三郎にはさして意外でもなかった。風向き次し第だいで平気で主君を裏切る男だと、知っていたからだ。







「──まことに、某それがしに秀秋さまをくださるのですね」

　そう繰り返し訊たずねる慎三郎の顔は、皆が噂うわさするようにもののけに憑かれたといってもおかしくない、異様なものだった。

　慎三郎は秀秋と引き離はなされてからというもの、元が率そつ直ちよくな男であるだけに、ひどく苦しみ抜ぬき、満たされぬ欲よくにのたうちまわり、周囲の者を病ではないかと慌あわてさせるほどの苦く悩のうの日々を送っていた。

　病やみ衰えたように頰は瘦こけ、目は飢えた獣けもののようにぎらぎらとして、今にも鬼おにに変じてしまうのではないかと思われるほどの澱よどんだ殺気を発し、かつての大たい望もうを抱いだき潑はつ剌らつとしていた青年の顔は見る影かげもない。

　その鬼き気き迫せまる慎三郎と奥おく座ざ敷しきで直じかに相対しているのは、秀信である。

　坊ぼう主ず頭あたまの秀信は、追いつめられた獣の如き様子の若者を見て哀あわれむように微び笑しようした。

「まことだ。最初、おぬしにその希望を聞いたときはぎょっとしたものだがな。秀秋当人にも会おうてきた。あやつも、それを望んでおったよ」

「秀秋さまに、会ったのですか！」

　秀秋の名を呼ぶときだけ、青年の瞳ひとみに光が宿り、くすんだ頰に生気が戻もどる。

「お変わりは、ありませんでしたか」

「ああ、壮そう健けんであった。わしが最後に会おうたのはもう何年も前だからどうとは言えぬが、昔よりもずっと健すこやかな様子に見えたな」

　それを聞き、慎三郎は安あん堵どする。けれど同時に、重い不安が黒くろ漆うるしを塗ぬったように心をべっとりと闇やみ色いろに染めてゆく。

（まさか、新しい世話役の者と、契ちぎっているのではあるまいな）

　側そばにいても、秀秋自身の言葉を聞かねば安心できなかった慎三郎である。ましてや今の状じよう況きようでは、疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいるばかりだ。

　あの貪どん欲よくな若君のことである。我が慢まんできずに、手近の者で済ませてしまう可能性もあるのではないか。その不安が拭ぬぐえない。

　慎三郎自身は、もはや秀秋以外となどは考えられぬ。それ以外の者には、すっかり役立たずになってしまっているのだ。

　試ためしたわけではないが、頭に浮うかぶのは秀秋の艶えん冶やな姿ばかり。夢に見るのも、秀秋との情交ばかりなのである。

（あの御お方かたは、まさしくあやかしのようであった。おれは魅み入いられて、夢中になって、もうあの方なしではいられぬのだ）

　今まで抱いてきた女たちの顔を、思い出そうとしても無理だった。瞼まぶたの裏に浮かぶのは、あの若君のみ。あのみだらに濡ぬれた闇の瞳、悦えつ楽らくに上気する頰のまろみ、絹のようななめらかな白い肌はだ、えも言われぬ尻しりの奥の締しめつけ──。

　そして、筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたいのは、血を吸われたときの快楽であった。

（血を啜すすられるなどという行こう為いは初めてだが──普ふ通つうならば、あのような快感を覚えるはずはない）

　初めて若君に頰の傷を、そして矢を受けた胸の傷を啜られたとき、その瞬しゆん間かんに、ぐっと下腹部が膨ぼう張ちようし、勃たち上がるのを感じたほどだ。

　かつて秀秋を抱く夢を見てしまったときも、慎三郎は血を吸われていた。まさに、そのとき感じたような逸いつ楽らくを、実際に啜られたときにも受けたのだ。

（あんな快楽は、他ほかにはない。何やら頭の奥がじんと霞かすんで、全身が痺しびれているのに、魔ま羅らにだけ血流が注がれていくかのような、奇き妙みような感覚だ）

　ひとたび秀秋に血を吸われれば、慎三郎は底なしの欲よく望ぼうに焼かれることとなる。達しても達しても終わらず、まるで無む尽じん蔵ぞうの精が陰いん囊のうに込み上げてくるような、火に炙あぶられるような恐おそろしいほどの衝しよう動どうに突き上げられる。

　それにしても、あの年とし端はもゆかぬ少年のような細い体で、よくもこの巨きよ体たいを受け入れられるものだ。痛ましいと心では思っているのに、野や蛮ばんな性せい欲よくに捕とらわれた慎三郎は荒あら馬うまのように止まれなくなっている。わけもなく無体な仕打ちをしたくなったり、その反対に、かつてのように傍ぼう若じやく無ぶ人じんな攻せめを浴びたいと思ったりと、様々な種類の欲望がこんこんと湧わき出て、止める術すべを知らないのである。

　あの日々を取り戻せるのならば、慎三郎は何でもする心づもりであった。秀信につくと決めてから、追い縋すがる肉親を振ふり切って家を出てきた。

　愚おろかだと思う。浅ましいとも思う。

　だが、慎三郎は前しか見えぬ男であった。何なん人ぴとたりとも、己おのれの野望を遮さえぎらせはしない。そう固く決意し、すべてを振り捨てる覚かく悟ごだった。

　そう、秀家を天下人の器うつわと見て、唯ゆい一いつ無二の君主と仰あおぎ、その天下とりの助けとなるためならば、捨て石にでも何にでもなる覚悟でいたあの頃ころ。

　病弱で傲ごう慢まんな若君という噂うわさだった秀秋につけと命じられたときも、慎三郎の心は誇ほこりを傷つけられ、やるせない憤ふん怒ぬしかなかった。それが、どこでどう間ま違ちがって、ここまで変へん貌ぼうしてしまったのか。

（しかし、おれには後こう悔かいはない。おれの刀は、あの方を手に入れるためにある。そして、あの方を守るためにある）

　秀秋のためにこそ獅し子し奮ふん迅じんできるのであり、己を偽いつわって戦場へ出れば、剣けん先さきが鈍にぶり、それこそひとたまりもなく殺されてしまうだろう。

　そんな最さい期ごはごめんだった。死ぬならば、秀秋のために死にたかった。そして今は、まだその段階ではないのだ。
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　慎三郎は、毎夜のように妖あやしい夢を見る。それは謀む反ほんの戦いを始める日であろうと変わりない。

「こやつは主あるじに楯たて突ついた罪人だ！　それ、捕つかまえろ！」

　その台詞せりふは、かつて慎三郎が秀秋に仕えて初めての宴うたげで、狂くるい咲ざきの桜を背に、秀秋が慎三郎へ放った言葉である。

　しかし、夢の中では、それは慎三郎の口から出た言葉であった。そして男たちに飛びかかられたのは、哀れ、か細い秀秋の方なのである。

「さて、生意気な奴やつめ。どうしてくれようか」

「若、どうかお許し下さいませ」

　涙なみだを溜ためて輝かがやく大きな瞳が美しい。縛しばり上げられた華きや奢しやな体の哀れさに、慎三郎は唾つばを飲む。

　元からその傾けい向こうはあったが、慎三郎はややもすると暴力的な衝動に駆かられる男であった。女子供に手を上げたことはないが、それが敵兵や自分よりも目上の不ふ遜そんな男となれば、目の前が真っ赤になるほどの発ほつ作さに襲おそわれることもある。たとえ、それが自分の目方の半分ほどの少年であってもだ。

　あのときも、慎三郎は凶きよう暴ぼうな衝動を必死で抑おさえ込んでいた。他の近習たちに飛びかかられ、秀秋に顔に饅まん頭じゆうを潰つぶされ塗りたくられたあの屈くつ辱じよく。しかし、その後に秀秋がその潰れた饅頭を残らず食ってしまうという奇き行こうによって、怒いかりは妙みような萎しぼみ方で消えてしまったのだが。

「そなたの身分はな、このおれに仕えることだ。それをな、まずわからせてやろうかと思うてな」

　この台詞も、秀秋のものである。だが、やはりそれを口走っているのも慎三郎だった。

　慎三郎は、饅頭など用いない。馬の真似まねをさせて背に跨またがったりもしない。

　ただ、縛られたままの秀秋の着物を剝はぎ取り、劣れつ情じようのままにその肌にむしゃぶりついたのだ。

「あっ、ああ！　お許しください、若っ」

「じっとしていろ。おれに逆らうな」

　現実の慎三郎が、こんな乱暴な言葉を秀秋に向かって吐はくはずもない。

　ただ、秀秋に会えぬ日々が続くうちに、次し第だいに夢までも歪ゆがみ始め、慎三郎はあらゆる舞ぶ台たい設定で秀秋を犯おかそうとするのである。

　縛られてむっちりと突つき出した桃もも色いろの乳ち首くびを、慎三郎は執しつ拗ように吸っていた。秀秋は「おやめください、お許しください」とすすり泣くばかりで、抵てい抗こうもできずに、慎三郎にのしかかられている。

　秀秋の慎つつましい乳頭は次第にぷっくりと膨ふくれ、しこった先せん端たんから甘い汁しるを滲にじませ始める。慎三郎は夢中になってそれを吸いながら、その股こ間かんの可愛かわいらしい雄おしべをくにくにといじくり回している。

「そなたのここは小さいな、秀秋。おれと同じ男とは思えぬ」

「ああ、後生です、堪かん忍にんしてください」

　涙を流す頰ほおの幼さがあいくるしい。慎三郎にとって、秀秋の涙は興奮を煽あおる媚び薬やくでしかないのだ。

　慎三郎はますます猛たけり狂って、欲望のままに、その雄しべを頰ほお張ばった。未いまだ柔やわらかかったそこは、少しずつ芯しんを持ち、男を悦よろこばせる。

「小さいながらに、生意気に硬かたくなってきたぞ。秀秋、お前はきちんと人並みに精も出るのであろうな」

　浅ましい笑えみを浮かべて訊たずねる様がいかにもいやらしいが、少年の味に夢中になっている男には、その醜みにくさも気づかないのである。

（そう──おれは醜い。あの御方を欲しがって、欲しがるあまりに、世にも愚かな行動に出ようとしている）

　夢の中であるにもかかわらず、慎三郎の意志はそこに存在している。

　三文芝しば居いのような光景を眺ながめながら、己の欲望を体現したかのような内容に、辟へき易えきしているのである。

「あ、ああ──っ」

　秀秋は若わか鮎あゆのように白い体を跳はねさせ、慎三郎の口の中へ精を放つ。慎三郎は自らの股間を大きく膨らませてそれを飲み下し、恍こう惚こつとしている。

　それが喉のどを伝う感かん触しよくを楽しみ、うっとりと味わっていると、ふいに目の前が暗くなった。

「美味うまかったか？　慎三郎」

　秀秋はいつの間にか縄なわを解かれて慎三郎の前に立ち、そしてなぜか慎三郎は縛られて地面に平へい伏ふくしているのだ。

「さあ、今度は秀秋の番じゃ」

（ああ──秀秋さま）

　傲慢な声が頭上に響ひびく。その目は、これからどうやって慎三郎をいじめてやろうかという興奮にきらきらと輝いている。

　そう、その驕きよう慢まんな眼まな差ざし。純じゆん粋すいな、子供のような心を持ち、人以上に賢さかしく、すべてを諦あきらめている、不ふ遇ぐうの若君。

（会いたい──夢の中ではない、本物のあなたに）

　そう強く願えば、夢は覚める。

　だが、そこに秀秋はいない。ただ虚むなしい夢の名残なごりが、肉体の底に澱よどんでいるだけなのだ。

　会いたいから、夢を見る。夢を見れば、更さらに恋こいしさが募つのる。

　秀秋と別れてからというもの、慎三郎の日々はその悪あく循じゆん環かんの繰くり返しであった。その苦く悩のうが、男の顔を変えた。人は慎三郎が狂ったと言い、やはり二の丸御ご殿てんの若君は──と、面白おかしく噂を立てる。それが更にあの場所から人を遠のかせ、秀秋は孤こ独どくを深めるのだ。

（秀秋さま──）

　夜よ毎ごとに、慎三郎の想おもいは深くなってゆく。




　　　　＊＊＊




「おぬし、かの若君に夢中だそうな」

　秀信を頭とした軍議を終えた後、いやらしい笑みを浮うかべて正阿弥が囁ささやいてきた。

　慎三郎はぎろりと睨ねめつけるが、それで屈くつするような男ではない。

「まあ、因果な者に惚ほれたものじゃな。あの若君、拙せつ者しやも大昔にちらと見たことはあるが、確かに美しい。おぬしに衆しゆ道どうの気はないと思うておったが、容よう貌ぼうが美しければ、その限りではないのかな？」

「その薄うす汚ぎたない口で若のことを語るな」

　慎三郎は唇くちびるを歪める。

「おれが容貌のみで人に惚れることはない。貴様のような男にはわからぬだろうが」

「ああ、そうであろうなあ」

　正阿弥は肩かたをすくめて、薄うすら笑いを浮かべ傍かたわらの男の肩を抱だく。

「じゃが、ここにおる男はおぬしの心がわかるようだぞ。なあ、義直よ」

　慎三郎は、思わずあっと声を上げそうになった。

　そこにいた男は、かつて短い間だったが共に秀秋の近習として働いていた、一人の男だったのだ。

「久しいな。慎三郎殿どの」

　義直は、決まりの悪そうな顔をしてぎこちない笑みを浮かべる。

「そなたは──確か病で休養をとられておったのではないか」

「ああ、そうだ」

　ふいに、物もの狂ぐるおしいような目をして、彼方かなたを見やる。

「病──そう、あれは病だった。恐おそろしい病だ」

「もう、よくなられたのか」

「よくなる？」

　義直の引き攣つったような笑いに、慎三郎は初めて、おやと思った。この者、正常な状態ではない。

「あの病に一度取り憑つかれたら、癒いえることなどない。そなたも、知っているだろう」

「それでは、病というのは──」

「某それがしは、怖こわくなったのだ。左衛門と政重の事件を見て」

　義直はあの事件の場面を思い出したのか、ぶるりと震ふるえ上がる。

「このままでは、某も同じようになる。二人のどちら側かはわからぬが──誰だれかを斬きるか、斬られるかすることになる。それがひどく、恐ろしかったのだ」

「そなたは、そこまで──」

　それで、自ら身を引いたというのか。この男も、そこまで差し迫せまった状じよう況きようにあったということだ。あの事件は、ともすればこの男が政重を斬る側になっていたのやもしれぬ。

「それに──若は、そなたのことを気に入っていたな」

　濁にごった目で見つめられて、慎三郎は思わず息を吞のむ。

（あの時分、秀秋さまはそんな素そ振ぶりを見せていただろうか？）

　思い出せないが、もしもそんな気持ちがあったとしても、さほど露ろ骨こつではなかったはずだ。だが、疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいっている「病」にかかった者たちは、鋭するどく神経を張り巡めぐらせ、少しの気配も逃のがしはしないのだろう。

　義直は、くすんだ顔色に疲ひ労ろうの色いろ濃こい影かげを刻んで、苦しげにため息を落とす。

「そのことも、某を苦しませた。嫉しつ妬とと憎ぞう悪おで、どうにかなってしまいそうだったのだ」

「それは──おれを斬ってしまいそうだということか」

「だから、その前に立ち去ったのだ」

　この男には、まだ寸前で立ち止まる理性が残っていたのだ。だが、あの男はそれすらも持っていなかった。

「左衛門殿の件は──知っているか」

「ああ、もちろん」

　義直は一いつ瞬しゆん、悲しげな目をした。どのくらいの付き合いであったのか慎三郎は知らぬが、かつては友として仲良くやっていたのだろうか。

「慎三郎殿が、あやつを成敗したのか」

　慎三郎は無言で頷うなずく。やはりな、と義直は皮肉に笑うばかりだ。

「愚おろかな男だ。だが、笑ってもおれぬ。明日は我が身だ」

　義直は唐とう突とつに話を切り上げ、御ご免めん、と言って慎三郎に背を向けた。慎三郎も、無理に追いかけはしない。何故なぜ秀信方に与くみしたのかなど他ほかに聞きたいこともないではなかったが、長々と話を続けるほど打ち解けた仲でもなかった。

「おぬしは、唯ゆい一いつの成功者のようだな、慎三郎殿」

　二人の会話をずっと聞いていたのか、正阿弥が口を出す。すっかりこの男の存在を忘れていた慎三郎は、唐突に耳みみ障ざわりな声で話しかけられて胡う乱ろんな目を向ける。

「気をつけられよ。気づいたら、後ろからばっさり──などということも、あるやもしれませぬぞ」

「それは、貴様の方がよほど気にした方がよいのではないか」

　もったいつけた口調で忠言めいたことを囁く正阿弥に、慎三郎はわざと凄すごんでみせる。するとたちまち正阿弥はいつもの媚こびを売るような、相手の顔色を窺うかがうようないやらしい笑みを浮かべ、そそくさと去って行った。

（それにしても、義直殿──そうであったか）

　あの三人の中では、まだ冷静さのあるように見えたが、そこまで追いつめられていたとは。

　正阿弥の忠告に従うわけではないが、もしも慎三郎と秀秋の関係を義直が知るところになったならば、やはり注意はしておかねばならないのやもしれぬ。

　皆みなが皆、秀秋に狂くるってしまう。男たちは揃そろいも揃って、破は滅めつの道へ堕おちてゆく。それは、なぜなのだろうか。

　外見が美しいからか。もちろん、それもあるだろう。だが、やはり説明のつかぬ二の丸御殿の閉へい鎖さ的てきな夜の空気が、男たちを惑まどわせているのではないかとも思う。あの、連夜の悪夢のような宴うたげが、正気を奪うばってゆくのだろうか。

　正阿弥に揶や揄ゆされて反論したように、慎三郎は、真実、外見で好こう悪おを抱いたことはない。秀秋ほどの美び貌ぼうともなれば最初は圧あつ倒とうされたが、それでも初めの嘲あざけりの感情が消えることはなかった。

　女も同じである。女といっても素人しろうとの女ではないが、慎三郎は気だての良さと相あい性しようで相手を選んでいた。

（そういえば──おれは、これまで人に惚れたことはなかったやもしれぬ）

　人物に惚れるという意味では、君主秀家に心しん酔すいしていた。

　その苛か烈れつな気性、革新的な頭脳、戦いくさの天才であるその手管も、何もかもが慎三郎の武士としての理想であった。

　だが、愛あい欲よくの相手では、そこまで惚れた女というのは存在しない。長く関係の続いている遊女はいたものの、それは情というものだ。秀秋相手に覚えるような、火に焼かれるような激しい情動は、これまで覚えたためしがなかった。

　しかし、この感情を愛だ、恋こいだと言ってもいいものか。

　秀秋に抱いだいているこの心は、そんな甘く優やさしいものではなく、もっと本能的で、原始的なもののような気がした。

（それにしても、あの正阿弥は、何故秀信さま方についたのか）

　茶ちや坊ぼう主ずとはいっても僧そう侶りよではない。ただ頭を剃そりこぼし、刀を持たぬだけの、れっきとした武士である。

　現に正阿弥は、藤吉家に生まれた、秀家、秀信とは遠とお縁えんにあたる血筋の者である。仏門弾だん圧あつなどが理由ではなく、何か別の要素を見て、秀信に勝機ありと睨み、こちら側へ走ってきたのだろう。

　正阿弥の他にも、秀家の側近と見られていた者や、秀家に恩ある家の者が少なからず見られた。皆、何かしらの不満や思おも惑わくを持ってのことだろうが、天下にその名を馳はせ始めた藤吉家の内部がこうも脆もろくあろうとは、他国の大名に付け入る隙すきを与あたえているようなものでもある。もしかすると、その辺りの陰いん謀ぼうも絡からんでいるのかもしれない。

　だが、少なくともそれは慎三郎には関係のないことであった。

　慎三郎には、遠くは見えない。近くのみを見ている。

　秀秋に、「そなたは獣けもののような男じゃ」と何かにつけて言われていたが、自分でもその通りだと思う。そして、それを恥はじるところのないのが、獣たる所以ゆえんなのであろう。

　慎三郎の濁った目を以もつてしても、秀信が秀家に勝まさる君主の器うつわとは思えぬ。この乱世を生き延びるには凡ぼん庸よう過ぎるのだ。

　だが、戦の勝敗はそれのみで決まるものではない。よしんば、秀信が勝利し、そのために先々藤吉家が傾かたむくことになるのだとしても、慎三郎の進む道は変わりない。

　このままの状態でいては、秀秋と見まみえることすらも許されない──そんな状況に甘んじていることはできなかった。







　戦は、不利な状況が続いていた。

　最初は慎三郎の奮ふん闘とうぶりもあり、秀家の本ほん陣じんに近づくほどに相手を追いつめたものの、秀家の側近である精せい鋭えいたちが、こちらの名だたる武将たちを返り討うちにし、士気を削そいだ。

　加えて、秀家本人の登場も、兵たちを怯ひるませた。

「この秀家に弓引く愚か者どもよ!!　恥はじを知れえい!!」

　と、雷らい鳴めいの轟とどろくような苛烈な当主の大だい音おん声じようが響ひびくと、元々秀家に仕えていた武士たちである、肝きもを冷やしてたちまち戦意喪そう失しつし、我先にと後退してしまったのだ。

　それを契けい機きに、風向きは変わった。息を吹ふき返した秀家方の兵たちは勢いづいて、総大将を筆頭に猛たけ々だけしい攻せめを開始した。

　数多あまたの兵が討ち取られ、圧倒された秀信の軍勢はあえなく敗走した。

　かつて美濃国の大部分を治めた先代の築城した、秀信の生まれた城に立てこもり、残った者らで軍議が開かれた。

　徹てつ底てい抗こう戦せんと降こう伏ふくの二派に分かれ侃かん々かん諤がく々がくたる有様であったとき、すいと立ち上がった者があった。

　正阿弥である。

「拙せつ者しやは、殿とのにお許しを請こいにゆく」

「正気か、正阿弥」

　一同はざわついた。

「長い間お仕えしたこの正阿弥が降伏すれば、よもや切り捨てるということはなかろう。南北朝時代の動乱になど、このくらい敵味方を行き来することなどざらであったわ。なに、少しくらいお咎とがめを受けても構わぬ。泥どろ舟ふねに乗っているよりもましじゃからな」

「正阿弥！」

　捨て台詞ぜりふを吐はいて、正阿弥は城から去った。

「彼奴きやつめ、婆ば娑さ羅らで鳴らした佐さ々さ木き道どう誉よでも気取っているつもりか」

「同じなのは坊ぼう主ず頭あたまのみ。一時期権勢を誇ほこった道誉とはほど遠いわ」

「あやつはそもそも浮うき草のような輩やからよ。根があると思うことの方が愚かしい」

　皆、立ち去った正阿弥を罵ののしった。元々人に好かれぬ男である。慎三郎は黙だまってことの成り行きを見守っていた。正阿弥など、慎三郎にとってはいてもいなくても同じことだ。

　だが、正阿弥のように、よもや勝ち目なしと見て取ると、寝ね返がえる者が相次いだ。

　室むろ町まちから続く動乱の世。上も下もなく、また善も悪もない。この世の法は、強い方についた者が生き残るという、ただそれのみであった。時流を読み、その時々によって姿を変える、その機転と器用さを持つ者でなければ、衰すい退たいの道しかないのだった。

「そなたは逃にげぬのか、慎三郎よ」

　秀信の問いかけに、慎三郎はあっさりとかぶりを振ふる。

「逃げませぬ。某それがしの望みを知っておいででしょう」

「ああ。だが──それも、叶かなえてやることはできなさそうだな」

　敗北の絶望が、すでに秀信の顔に影かげを落としている。

　慎三郎は、飽あくまで徹底抗戦の側であった。勝たなくては、意味がないのである。降伏などもってのほかだ。だが、家臣たちは方々へ渡わたりをつけ、殿を助命してもらうという方向にほぼ傾いていた。だが、慎三郎はそれへは従えぬ。

　そこへ、兵が一人やって来て、秀信に何やら耳打ちをする。それを聞いて、秀信はほうと重いため息を落とした。

「正阿弥は、斬きられたそうだ」

　さすがの慎三郎も、しばし言葉を失った。次いで、笑いが込み上げた。あんな捨て台詞を吐いて去って行ったものの、結局斬られたとは。無様にもほどがある。

　だが、この知らせが、秀信の心を決めさせたようだった。

「兄上は、かつて一度裏切ったわしを許した。だが、今の兄上はもう、そういうお心づもりなどさらさらないであろう。もはや、ここまでじゃ」

「殿、それでは──」

　秀信は、重々しく頷うなずいた。

「わしは、抗こう戦せんも、降伏もせぬ。ここで腹を切る」




　　　　＊＊＊




　やがて、城に火が放たれた。

　残った武将たちは自害。慎三郎は秀信の介かい錯しやくをし、火の粉が舞まい、あかあかと燃える城内にただ一人、立ち竦すくんだ。

「所しよ詮せん、叶わぬ夢だったか」

　呆ぼう然ぜんとして呟つぶやくと、乾かわいた笑えみが頰ほおに浮かぶ。

　秀秋に人生を狂くるわされた、破は滅めつさせられた、とは思わぬ。ただ、己おのれが負けただけなのだ。

　武士が負けることとは、死ぬことだ。また、その生き様も、どう死ぬかによって変わるのだろう。

「もはや、これまで」

　慎三郎は板の間にどっかりと座り、小刀を抜ぬいた。

　無様に生き恥をさらすつもりもない。今いま更さら、秀家方へ取って返し、命を救われたとしても、秀秋の得られぬ世界など、死んだも同然である。

　だが、小刀を首へあてがったとき、瞑つぶった瞼まぶたの裏に秀秋の幻まぼろしを見て、はっと胸を突つかれる思いがした。

（あの方は、きっとおれを待っている）

　あの、二の丸御ご殿てんの奥まった暗い座ざ敷しきの中で、一人きりで、慎三郎を待っているのだ。なだれ込むように関係を持ち、それから続いた蜜みつ月げつの日々。だが突とつ然ぜんそれは終わりを告げ、若君はまた孤こ独どくな生活に戻もどってしまった。また一人、血の欲よく望ぼうに飢うえ、人目を気にしながら獣の血をほそぼそと吸っているのだろう。

　その姿を思い浮かべると、慎三郎の煤すすで汚よごれた頰に、滂ぼう沱だと涙なみだが流れた。

「申し訳──ございません、若──」

　引き離はなされたあのときから、再び秀秋と見えることばかりを考えていた。秀信に提示した条件を受け入れられたとき、秀秋もそれを望んでいると知って、天にも昇のぼる心地ここちだった。

　そう、秀秋は慎三郎の迎むかえを待っているのだ。それなのに、自分はこの炎ほのおに包まれた城の中で朽くちてゆこうとしている。

「秀秋さま────」

　誰だれからも顧かえりみられぬ若君。聡そう明めいであることを隠かくし、己の境きよう遇ぐうを嘆なげくこともせず、ただ自らをもののけと言って、驕きよう慢まんな振る舞いの陰かげに寂さびしさを押し隠していた少年。

　生き物の血を啜すするという奇き癖へきを慎三郎が受け入れてからというものの、童子のように従順な顔を見せるようになったあのいとけなさ。あいくるしさ。

　あの若君が心も体も裸はだかにできるのはこの慎三郎だけだったというのに、今自分はこんな場所で、若君を置いて死にゆこうとしている。

「お許しください、秀秋さま──」

　慎三郎は、負けたのです。負けた者は、死ぬしかないのです。

　声の届かぬ若君に向かって、慎三郎は訴うつたえた。

「申し訳ありません、申し訳ありません。どうか、お許しを──」

「何を、許すと言うのだ。慎三郎」

　声が、聞こえた。

　幻げん聴ちようか、と思った慎三郎だが、その声があまりにも真に迫せまっていて、胸が騒さわぐ。

　もうもうとけぶる煙けむりの向こうに、人ひと影かげが見えた。

　まさか、と思って目を凝こらすうちに、慎三郎の手から、ぽとりと小刀が落ちた。

「秀秋──さま」

「許さぬぞ、慎三郎。今、そなたは何をしようとしておった」

　慎三郎は立ち上がった。

　濡ぬれたような黒くろ髪かみ、雪白の肌はだ、赤い唇くちびるに漆しつ黒こくの瞳ひとみ──そして、いつも以上に華か美びな、まるで女によ人にんの着るような煌きらびやかな唐から織おりの小こ袖そで──。

　紛まぎれもない、秀秋その人であった。

「生きておったか。もう皆みな自害したと聞いておったが──間に合ってよかった」

「ひ、秀秋さま!?　何故なぜ、ここへ──あ、いや、どのようにして、燃える城内へ！」

「落ち着け、慎三郎」

　慌あわてる慎三郎を宥なだめ、白魚のような指で、ひたと若者の無骨な手を握にぎる。

「さあ、こちらに道がある」

　導かれるままに煙の中をふらふらと進んでゆく。

　そのとき、がっきと慎三郎の足を摑つかむ者があった。

　驚おどろいて足あし下もとを見れば、そこには自害したはずの義直が、虫の息で慎三郎を見上げている。まだ息がある者がいるとは思っていなかった慎三郎は肝きもを潰つぶした。

「どこ──へ、行くの、だ。慎三郎、殿どの」

「よ──義直殿」

「いかがした、慎三郎」

　前を歩いていた秀秋が、つと振り返る。その姿に気づき、義直は目を瞠みはった。

「わ、若──」

　秀秋は義直の声にそちらの方を見るが、不思議そうに目を瞬またたかせるばかりだ。

「ああ──相変わらず、お美しい──まるで、星々の輝かがやきをすべて集めたかのような──」

　義直は、血まみれの顔にほろほろと涙を流す。その青ざめた頰は朱しゆに染まり、束つかの間、生気を取り戻したかのようにも見えた。

　恐おそらく、幻か何かとでも思っているのだろう。秀秋がこの場にいることを、疑問に感じていない様子だ。

「死の間ま際ぎわに──あなた様にお会いできるとは──ああ、なんという僥ぎよう倖こうか──」

　震ふるえながら感かん涙るいする義直を、秀秋は大きな黒い瞳で見み据すえ、沈ちん黙もくしている。

　そしてふと慎三郎を見やって、首を傾かしげた。

「慎三郎。この者は、たれじゃ」

　その言葉の剣けんのひと突きが、義直の辛かろうじて繫つながれていた命の灯ともし火びを、断たったかに見えた。

　絶望の色を浮うかべるや否いなや、ごとりと音を立てて辛うじて持ち上げていた頭を落とし、義直は力つきる。

　慎三郎は絶句して、それを見守った。

「死んだか」

　秀秋は無感情に呟いた。

「この者も、夜に旅立ったのだな」

「秀秋さま──」

　慎三郎はさすがに無む惨ざんな思いがして、思わず批難の響ひびきを滲にじませてしまう。ついこの前まで毎日のように接していた者の顔さえも覚えていないとは、あんまりな仕打ち。しかも、今いま際わの際きわに、このような残ざん酷こくな言葉を聞いてしまうとは。

　それにしても、死ぬことを夜に旅立つと表現する秀秋を、慎三郎は怪け訝げんに思った。秀秋自身、夜にのみ生きる日々を送っていたにもかかわらず、死を夜に繫げるとは、どういった心情なのだろうか。

「参ろう、慎三郎」

「あ、お待ち下さい──義直殿の手が」

　事切れた義直の手は、執しゆう念ねんからか、慎三郎の足首を握ったままである。

「離れぬのか」

「強こわ張ばってしまって」

　食い込む指を外そうとするが、慎三郎の力を以もつてしてもどういったわけかなかなかうまくいかない。これは斬きり落とす他ほかないだろうか、と腰こしの刀に手をやりかける。

「仕様のない」

　秀秋が大たい儀ぎそうにかがみ込んで、義直の指へ触ふれる。すると、不思議なことにたちまち関節が軟なん化かして、花びらのほころぶように解けてしまったのだ。　>>>♥

「あ、か、かたじけのうございます」

「さあ、参るぞ」

　今のは一体、どんな手管を使ったのだろうか。明らかに慎三郎よりも力の弱いはずの秀秋がいとも容易たやすくあの指を解いたことに困こん惑わくを隠せない。

　もしかすると、最後に秀秋に触れて欲しいがために、義直の手は自分に摑まっていたのかもしれない。目の前で起きた不思議な光景に、慎三郎はそんなことを考える。平生の慎三郎ではあり得ぬ思考だが、今はあり得ないことが立て続けに起きているのだから、仕方がない。

　秀秋は何事もなかったかのように、確かな足取りで進んでゆく。

　奥おく座ざ敷しきの襖ふすまを開ければ、その床ゆかからは階下へ続く階段が見えている。

「こ、このような場所に、隠し通路が──」

　あまりの驚きに慎三郎が立ち尽つくしていると、秀秋はいつものようにゆるりと微笑ほほえむ。

「早はよう、慎三郎。外に馬が待たせてある」

　さあ、と促うながされて、慎三郎は未いまだにこの展開についてゆけぬまま、階段を下り、狭せまい廻かい廊ろうを巡めぐって、とうとう城の外へ出てしまった。

　不思議なことに、周囲を取り囲んでいるはずの兵の姿はなく。ただ林立する木の陰かげに、一頭の見事な栗くり毛げの馬が繫がれている。

「これに乗って、共に逃にげよう」

　手を引く秀秋は、慎三郎が拒きよ絶ぜつすることなど思いもよらぬというひたむきな眼まな差ざしで、慎三郎を見上げている。

　もちろん、何も考えることなく、慎三郎は頷うなずいた。これこそ、若者の望むものであったのだ。

　二人は馬に乗り、どこへともなく、慎三郎は目的地も見えぬままに馬を走らせた。走る馬上で、秀秋はうっとりと慎三郎に縋すがり付いている。

「ようやく、会えたな。慎三郎」

「ええ──ですが、未だに信じられませぬ。何やら、夢のようで──」

「夢ではないぞ」

　秀秋は手を伸のばし、慎三郎の頰ほおをつねってみせる。微かすかな痛みを覚えて、慎三郎もようやく目の覚めたように、秀秋を見て破顔した。

「どうやら、そのようですな。いや、しかし──まったく、不思議なこともあるものです」

「不思議でなどあるものか。秀秋は元よりそなたを逃がすつもりなどなかったのだからな。そなたが一人、秀秋を置いていこうとしているから、こうして迎むかえに来てやっただけのこと」

　夢でないことはわかったが、それにしてもあまりに奇き妙みようで、未だ狐きつねに摘つままれたような気分が抜ぬけない。

　秀秋は、どうやってあの城までやって来たのか？　この馬に乗って？　秀秋は馬には乗れたのだろうか？　そして、どうしてあの城の絡から繰くりを知っていたのだろうか？　二の丸御ご殿てんに押し込められていたはずの秀秋が、あの城に訪おとずれたことがあったというのだろうか？

「これ、余計なことを考えるでない──慎三郎」

　様々な疑問を巡らせる慎三郎を、秀秋の涼すずやかな声が呼び戻もどす。

「いらぬことを思うよりも、この空を見よ。美しいではないか」

　確かに、天空には満天の星が輝き、冴さえ冴ざえとした月が壮そう麗れいである。その蒼あおき光を受ける秀秋は、やはり殊こと更さらに美しい。

「秀秋は、夜が好きじゃ。この暗くら闇やみに抱いだかれていると、心が落ち着くのを感じる」

「先が見えぬのは、怖こわくありませぬか」

「怖い？　何故じゃ」

　おかしそうに、少年はクスクスと可か憐れんな声で笑う。

「怖いことなど少しもない。すべてが日の光に晒さらされてしまうことの方が、よほど怖いではないか」

　そう言われてみれば、確かにそのような気もする。しかし、人は本能的に暗闇を、夜を恐れるものだ。鬼おにや幽ゆう霊れいが出るのも決まって夜の話であるし、人は何も見えぬ暗闇に、恐ろしいものが潜ひそんでいるのを想像する。

　けれど、夜を恐れるのが見えぬものを恐れることだとすると、見られることを恐れるのであれば、それはつまり日を恐れるのと同義なのだろうか。

　夜にしか生きられなかった秀秋は、存在そのものが、人目に触れてはならぬものだったのだろうか。

（見てはならないもの──触れてはいけないもの──）

　秀秋の世話役を任された男たちは皆みな、破は滅めつし、転落していった。それは、隠かくされた暗闇に──夜に、触れてしまったからだったのかもしれない。

「慎三郎。秀秋は疲つかれた」

　ふいに、秀秋は駄だ々だをこねるように訴うつたえる。

「彼方かなたに丁度民家の灯あかりが見える。あそこで休もうではないか」

　白い指の指し示す方向に、確かに灯りが見えた。真っ暗な宵よい闇やみの中を、月明かりを頼たよりに馬を走らせていたが、なるほどここで休ませてもらった方がよさそうだ。

　立派な黒い門がそびえ、そこを叩たたいて人を呼ばわったが、誰だれも出て来ない。押してみると開くので、失礼すると声をかけて敷しき地ち内に入ってみるが、やはり人の姿はなかった。

「たれもおらぬのですかな」

「まあ、よいではないか。家の中へ入ってみるとしよう」

　廏うまやがあったのでそこへ馬を繫ぎ、辺りを観察する。一見何の変へん哲てつもない、物持ちの家のように見えるが、まったく人の気配がないのがおかしい。それに、この山に囲まれた場所に、この家の他にまったく灯りが見えぬのも妙みような話であった。

　怪あやしく思うが、秀秋がひょいと中へ入っていってしまうので、慌あわてて慎三郎も後を追いかける。

　すると、中で秀秋が感かん嘆たんの声を上げるのが聞こえた。

「ほう！　これはもしや、迷い家というものかな」

「マヨイガ、ですと？」

　座ざ敷しきへ上がると、そこは今しがたまで家族が団らんしていたかのような光景が広がっている。

　囲い炉ろ裏りには汁しる物ものが煮にえ、その周りには串くし刺ざしにされた川魚が香こうばしく焼き上がり、他にも雉きじの焼き物や湯葉料理、鮑あわびの煮に付つけなど、様々な料理に加え、酒の入った竹たけ筒づつまで置かれている。椀わんと箸はしも二人分、丁てい寧ねいに置かれており、まるで慎三郎と秀秋が来るのを待っていたかのような風ふ情ぜいだ。

「以前何かの書物で読んだことがあるのじゃ。北国の伝承を綴つづったものだったか。訪れた者に富をもたらす、山中にある幻まぼろしの家だそうじゃ」

「幻の──」

　幻の、と言われれば、今日慎三郎が体験したすべてのことが幻の出来事のようである。

　いや──そもそも、幻は、秀秋と出会ったときから続いていたのではないか。この若君の存在自体が幻のようであり、また、そこに魅み入いられていった己おのれも、幻の一部となっていったのではないか。

「いやはや、これは有り難がたい」

　秀秋は座ざ布ぶ団とんへ腰を下ろすと、勝手に汁物をよそって食べ始める。

「ひ、秀秋さま、危のうございまする」

「危ないことなどない。なかなか美味うまいぞ。慎三郎も食うてみよ」

「し、しかし──これはまるで罠わなのようで」

「疑ってかかればきりのないこと。少なくとも、毒は入っておらぬようだぞ」

　恬てん然ぜんとして汁を飲み、飯を食くらう秀秋の様子に、慎三郎も怖こわ々ごわと箸をつける。

　確かに毒ではないようだが、それにしても奇妙だった。幻でないとすれば、この家の者たちはどこへ行ってしまったのだろう。

　馥ふく郁いくたる香かおりにつられて、慎三郎は気づけば次々に料理を平らげている。酒も飲んだ。極ごく上じようの酒だ。料理もすべて上等のもので、一体誰がこれほどの酒しゆ肴こうを調ととのえたのかと、疑問はますます深くなる。

「秀秋さま。それにしても、どうやって御殿を抜け出したのですか」

「簡単じゃ。考えてもみよ、男衆はすべて戦いくさで留守なのだぞ。老いた女中を出し抜くなど、わけもないわ」

「ふむ──しかし、その格好は」

「だから、女によ人にんのふりをしたのだ。その方が好都合であろう」

「はあ。ですが──」

「慎三郎、もうよい。秀秋がどのようにあそこを抜け出したかなど、どうでもよいではないか。大事なのは、今ここに二人でおることじゃ。違ちがうか？」

　そう言われれば、その通り、と頷く他ほかのない慎三郎である。

　一時は、自じ刃じんするつもりでいたのだ。秀秋と再会することもできぬまま、若君を一人置いてこの世から消えることを悔くいながらも、他に道はなかった。

　そう覚かく悟ごしていたのに、思いがけず、あり得ぬ奇き跡せきが起きたのである。

　慎三郎は酒を飲みながら、仄ほのかに酔よった目を宙に据すえた。

「まことに──このような場所に秀秋さまと二人でいることが、不思議にございまする」

「不思議だが、現実だ。慎三郎」

　椀と箸を置き、すいと身を寄せて、秀秋は慎三郎の頰ほおに手を当てる。

「これで、そなたは秀秋のものじゃ──完全にな」

「秀秋さま──」

「たれにも邪じや魔まはさせぬ。ここには、二人をわかつものなど何もない。そうであろう？」

　引き込まれるように、慎三郎は秀秋の手に、己の手を重ねた。

　もしやすべて若君の策略だったのではないか、と錯さつ覚かくするほどに、何もかもがうまくいき過ぎている。騙だまされていたのではないか──一体、どこから。罠にかけられていたのではないか──一体、どこで。

（だが、もうどうでもいい）

　すべては終わったのだ。負けたと思っていた慎三郎だが、そうではなかった。

　慎三郎は、秀秋を勝ち得たのである。すべては、秀秋のために乗った謀む反ほんであった。謀反自体は失敗したが、慎三郎は成功した。

　そう徐じよ々じよに自覚すると共に、大きな歓よろこびが慎三郎を包み込んだ。

「秀秋さま──これから、おれたちは共に暮らせるのでしょうか」

「ああ、その通りだ。秀秋は、そもそもあの城での居場所などなかった。すべてを捨てようと、同じことじゃ」

「おれも、戦に赴おもむく前にすべてを捨てました。そして、あの火をかけられた城で、蔵間慎三郎は死んだのです──今ここにいるおれは、たれでもない」

「そなたは、慎三郎じゃ」

　秀秋は頰を上気させ、目を潤うるませて、囁ささやいた。

「秀秋だけの、慎三郎じゃ」

「──秀秋さま」

　二人は、吸い寄せられるように、唇くちびるを寄せた。

　久方ぶりの、口吸いであった。何度も夢にまで見て、喉のどから手が出るほど欲ほつした、体温であった。

（ああ──秀秋さま！）

　一度火のついた慎三郎は止まらない。無我夢中で可か憐れんな唇を吸い、歯列をなぞり、濡ぬれた舌を思う存分味わった。秀秋は甘い声で微かすかに喘あえいだ。

「あ──あ、慎三郎」

　女物の小こ袖そでを着ているせいか、今こ宵よいの秀秋はひときわなまめかしい。慎三郎の激しい口吸いにうっとりとする唇の端はしが、赤く汚よごれている。気づかぬ間に、血を啜すすられていたようだ。しかし、興奮に目の眩くらんでいる慎三郎は、もはや痛みすらも感じていなかった。

　慎三郎は甲かつ冑ちゆうを脱ぬぎ捨て、隆りゆう々りゆうとした筋肉に覆おおわれた裸ら像ぞうを露あらわにする。秀秋も素す裸はだかになって、逞たくましい青年の裸ら身しんへ縋すがり付く。

「慎三郎。秀秋はそなたをずっと待っておった」

「秀秋さま──おれも、あなた様のことばかりを考えていました」

　ぴたりと火ほ照てった肌はだを合わせると、吸いついて蕩とろけてしまいそうに心地ここちよい。

　こうして抱だき合っていると、引き離はなされたばかりの頃ころに疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいっていたことや、会えぬ日々に苦しみ悶もだえ抜ぬいていたあの頃が、噓うそのように思える。

　暖かな囲炉裏の横で、二人は折り重なって、秀秋のまとうてきた綺き羅らを褥しとねに横たわった。ひとつひとつ、大事に確かめるように抱だきたいと思うのに、身も心も逸はやってしまい、どうしても性急になってしまう。

「慎三郎。秀秋は幻ではないのだから、そう急がずとも消えたりはせぬぞ」

　獣けものをなだめすかす穏おだやかな秀秋の声が、また慎三郎の熱い心をもえあがらせる。

「秀秋さま──秀秋さま！　会えぬ間、おれがどれだけ、あなた様のことを思っていたか──」

「秀秋とて同じじゃ。そなたを思わぬ日は、一日たりとてなかった」

　秀秋の冷たい唇が慎三郎の熱い肌を伝い、そして首筋のいつもの場所で歯を突つき立てる。

「あっ──ああ──」

　懐なつかしいちくりとした痛みを感じたその瞬しゆん間かん、そこから熱い火のような快感がほとばしり、全身が痙けい攣れんし、慎三郎の意識は一いつ瞬しゆん飛んだ。

　そして気づけば、勃ぼつ然ぜんとした魔ま羅らの先せん端たんを濡らしている。秀秋は己の腹に散った精をなぞって、目を丸くしていた。

「おや──血を吸うただけで、気をやってしまったか、慎三郎」

「あ──も、申し訳、ありません」

「よいのじゃ。それだけ、秀秋を欲しておったということなのだろう？」

　愛うい奴やつ、と笑いながら、少年は青年の頭を抱かかえ込み、その顔に口づけの雨を降らせる。

　慎三郎は酒もさほど飲んでいぬのに深く酩めい酊ていして、少年を強く抱き締しめ、飽あくことなくその柔やわらかな口を吸った。

　秀秋の舌からは己の血の味がする。しかし、それは秀秋が美味いと評するように、まるで蜜みつのような甘さがあるのだ。

　自分の血の味は知っている。だが、こんな味がするはずはない。ひとたび秀秋が吸えば、それは味を変えてしまうのだろうか？

　しかし、そんなことを冷静に考えている余よ裕ゆうもなかった。慎三郎は秀秋の肩かたを、胸を、腰こしをまさぐりながら、精や唾つばをなすりつけ、尻しりの奥をほぐしてゆく。

　一刻も早く挿そう入にゆうしたい心地に知らず乱暴になってしまいそうな己を抑おさえるが、その気持ちは秀秋も同じであるらしかった。

「もうよい、よい、慎三郎──秀秋は、早はようそなたが欲しい」

「し、しかし──」

「もう十分じゃと言うておる」

　秀秋は腰をくねらせ、脚あしを開き、自らそこへ慎三郎の屹きつ立りつしたものを押し当てる。

　そうされてしまえばもう我が慢まんなどできず、慎三郎は荒あらぶる呼吸を止め、じりじりと腰を押し進めてしまう。

「ふあ、あ──」

　秀秋が甘やかに喘ぐ。容よう赦しやなく締め付ける肉の輪に、慎三郎は情けなく声を上げてしまいそうになりながら、少しずつ魔羅を埋うめてゆく。

（ああ──この締めつけ──確かに、夢ゆめ幻まぼろしではない。ああ、しかしこの心地よさは──）

　根元まで埋め、慎三郎は震ふるえる秀秋を抱き締め、大きく熱い息をついた。秀秋の中は、これを待っていたとでもいうように、男根に絡からみつき、動かずともきゅうきゅうと蠕ぜん動どうし、精を搾しぼろうとする動きを見せる。

　その快さは、まさに桃とう源げん郷きよう。夢幻でなくとも、秀秋と繫つながる心地よさは、まるで現実のものでないような、快美の極きわみであった。

「ひ、秀秋さま──痛いとう、ございませぬか」

「ん──大事ない」

　秀秋は肌のうちにぽっと火を点じたように頰を染めて、熱に潤んだ目を陶とう然ぜんと細めている。その少年らしからぬなまめかしさは、どんな美び姫きでも敵かなわぬほどの、魔ま性しようの深しん淵えんである。慎三郎は抵てい抗こうもできずに、我知らずその魔の淵ふちへ誘さそい込まれてゆくのだ。

「ああ──慎三郎じゃ。秀秋を満たしてくれるのは、やはりそなたしかおらぬ」

　白い手足が蛇へびのように慎三郎の逞しい裸像に絡みつき、悩なやましげに腰が蠢うごめき始める。

「のう、慎三郎。そなたは、どうじゃ。秀秋と離れている間、たれか女を抱いたか？」

「まさか！　おれには、もう秀秋さましかおりませぬ。他ほかの者を抱くなどと、思いつきもしませぬ」

「そうか。我慢、できたのか？」

　きゅうっといたずらに中を締め付けられて、ああ、と慎三郎は切ない声を漏もらす。

「このように、こらえ性しようのない体をして」

「あ、あなた様こそ──」

　慎三郎は仕返しとばかりに、ぐっと深く腰を入れる。白い喉が仰あおのいて、長い密な睫まつ毛げが細かに震える。

「このようにみだらなお体を──おれなしで、どうされていたのですか」

「それが、な、慎三郎」

　いかにもおかしそうな表情を口元に浮うかべ、秀秋はくすりと笑う。

「秀秋は、耐たえ切れずに、自分でしてしまおうかと考えた。だが──できなかったのじゃ」

「ご自分で──」

　慎三郎は思わずその様を想像し、思わずまた出してしまいそうになって、ぐっと堪こらえる。

「な、何故なぜ、できなかったのです」

「したことが、なかったからじゃ」

　慎三郎は、目を瞠みはった。

「秀秋はな──そなたに抱かれるあのときまで、人と交わることはおろか、自分でいじることもせなんだ。だから、やり方がわからなかった」

「あ──、ま、まことで、ございますか」

　まことじゃ、と秀秋は笑えむ。

「秀秋のここは、いつも静かじゃったのでな。いじろうとも思わなんだ。己おのれには、そういった機能がないのだと思うていた」

「しかし、あなた様は、初めておれの傷から血を吸ったときさえ──」

「あのとき、初めて秀秋の魔羅は形を変えていた。己のものがそんな風になったのを、秀秋は初めて見た。獣の血を吸っていたときも、そのようにはならなかったのにな」

　冗じよう談だんを言っているようには見えなかった。

　その境きよう遇ぐうから、人と交わった経験はないだろうと思ってはいたが、まさか勃ぼつ起きしたことすらもなかったとは。

　それは、確かに秀秋の年ねん齢れいから言えば、少し遅おそ過ぎると言えよう。だが、この若君は体の発育自体が遅おくれていた。性のきざしもまた、この清せい廉れんな肉体には未いまだやって来てはいなかったのだろう。

（そんなにも無む垢くだった秀秋さまを、おれがここまで変えてしまったのか）

　そう想像すれば、慎三郎はますます秀秋が愛いとおしく、得え難がたいものに思われ始める。こんなにみだらで貪どん欲よくなのにもかかわらず、秀秋は女も知らず、誰だれよりも無垢なのだ。何という相反する性を持つ人なのだろうか。

「秀秋はな、そなたでなければならぬ。自らを慰なぐさめることもできぬのだからな。そなたは、秀秋の側そばにとこしえにいなければならぬのだぞ」

「もちろん──もちろんでございます」

　慎三郎は奮い立ち、秀秋の口を熱ねつ烈れつに吸った。

「あなた様は、この慎三郎が──いつまでも、お守りいたします」

「あ、あ──慎三郎──」

　久方ぶりの秀秋の体を、慎三郎は夢見心地ごこちで抱いていた。その肌から匂におう甘やかな香かおりを、黒い艶つややかな髪かみの冷たい感かん触しよくを、肌理きめの細かな皮ひ膚ふのなめらかさを、尻の熱さを、締めつけを、初めて抱いたときのように味わった。

「あ、あぁ、いい、しんざぶろ、もっと──」

　秀秋は常になく乱れていた。そのあまりの媚び態たいに、慎三郎は目の前に乳色の靄もやのけぶるような、まさしく夢を見ているような心地ここちで、快楽に酔よい痴しれた。

　これをまさしく、溺おぼれる、というのだろう。秀秋に会えなかった苦く悶もんと疑ぎ心しん暗あん鬼きの日々が、浄じよう化かされてゆくような思いがする。慎三郎は秀秋を思うままに堪たん能のうするように、巧たくみに腰を振ふっていた。

「ああ、秀秋さま──おれの、秀秋さま」

　いつの間にか埒らちをあけてしまったのか、それとも夥おびただしい先走りのためか、挿入前にさほどほぐすこともできなかったというのに、蠢く度たびにぐっちゃぐっちゃとひどく濡ぬれた音がする。

　秀秋はすでに深い絶頂に耽ふけり、ひくひくと震えたまま、意識も怪あやしい様子で、ただ首をゆるゆるとうち振っている。

　目を白くして、そのぽっかりと開いた赤い唇くちびるの中に覗のぞく小さな舌が、細かに痙攣して丸まっているのを見て、秀秋が常にない快楽を浴びているのを感じ、慎三郎は更さらに熱い興奮の炎ほのおに炙あぶられる。

「秀秋さま──秀秋さまっ！」

　壊こわれてしまったように、ひたすら秀秋の名を呼び、慎三郎は汗あせを散らして、ずんずんと腰を深く打ちつけた。

「ああ、あ──ひあ」

　秀秋は奥を穿うがたれるのが好きだった。慎三郎が反り返るものをぐっと深くまで押し込む度に、少年の肢し体たいは痙けい攣れんして、腹に精をもらしているのだ。

「秀秋さま──どこがようございますか。今こ宵よいは、あなた様の好きなように、たっぷり突ついて差し上げまする」

「はあ、ああ、奥──深く、もっと、たくさん」

「あなた様は本当に、深く貫つらぬかれるのがお好きだ──」

　慎三郎は秀秋の膝ひざの裏に手を入れ、ぐっとその体を折り畳たたむように持ち上げると、そのまま上から太魔ま羅らをずっぷりと突き入れた。　>>>♥

「ひ、いいぃ──」

　秀秋は死んでしまいそうな叫さけびを上げ、大きく目を見開いた。火ほ照てって震える頰ほおにたちまち熱い涙なみだがこぼれ、その皮膚からは一気に汗が噴ふき出している。

「く、うう」

　蕩とろけるような粘ねん膜まくが激しく蠕動し、先せん端たんがぎゅっと握にぎり込まれるような狂くるおしい締しめつけに、慎三郎も汗を滲にじませて呻うめく。

「あ！　はあぁ──いい、すごい、ああ！」

　たがが外れたように、大きな声で喘あえぐ秀秋。どうせ誰もいないのだから聞かれもしない。そう思えば、慎三郎も振る舞いに遠えん慮りよがなくなってゆく。

「そんなに、よいのですか。おれのこれが、そんなに好きなのですか」

「あぁ、いい、好きじゃ、好き──はあ、あ、もっと、もっと！」

　分厚い背中にしがみつき、少年は凄せい艶えんな笑みすら浮かべ、貪どん婪らんに叫んだ。

「秀秋は、慎三郎が好き──慎三郎のすべてが好きじゃ。ああ、ずっと、抜ぬかないで──ずっと、こうしていて！」

「ひ、秀秋さまっ」

　少年の甘い言葉が、慎三郎を煽あおる。疲つかれ知らずの腰こしはねばねばと蠢き、少年をひっきりなしに悦よろこばせる。

　もう、どのくらい行こう為いを続けているのかもわからなかった。慎三郎は衰おとろえず、ますます逞たくましくそそり立ち、秀秋は飽あきもせずに、それどころかもっと欲しい、もっと欲しいと、青年の裸ら身しんにむしゃぶりついてゆく。

　二人は上になり、下になり、四つん這ばいで這はい回ったり、抱かかえたまま立ち上がり、交わりながらそこら中を歩き回ったりして、いよいよ獣けもののように絡からみ合った。

　ひと時も離はなれることはなく、常に繫つながり、そして慎三郎はどこかしらから血を流して、秀秋を嬉うれしがらせた。

「秀秋さま、愛しています、秀秋さま──」

「ああ、慎三郎よ、秀秋も──あ、あ」

　とうとう障子を開け放ち、外へ転げ出て、月夜の下で二人はまぐわった。秀秋の悦えつ楽らくの涙を舐なめ、その美しい眼球にまで舌を這わせると、秀秋は細い声を上げて精を散らす。

　お互たがいのものを逆さまになって吸い合ううちに、昂たかぶった秀秋がとうとう慎三郎の魔羅へ歯を立ててしまうと、痛みと逸いつ楽らくのあまりの衝しよう撃げきに青年は夥しい精を噴き、それを秀秋は余すところなく飲み干した。

　二人は血と精と汗にまみれ、様々な形になって繫がりながら、いつまでも抱だき合っている。

　そのうち、慎三郎はいつまで経たっても夜が明けないことに気づいた。

　夜は延々と続き、とこしえの闇やみがどこまでも広がり、明けぬ空の黒々とした天幕に満月が浮うかんでいる。

　その変わらぬ美しさに、慎三郎はわけもなく涙を流した。

（まことに、この世界は幻まぼろしなのやもしれぬ）

　あるいは、本当は自分はあの城で死に、そして秀秋との幸福な夢を見ているのかもしれない。

　もしくは、若君は幾いく度ども夜を越こえるうちに本物のもののけとなり、慎三郎までも人ならざるもののけの道に連れ去ったのであろうか。

　しかし、何が真実だろうと、もはや構わぬ慎三郎であった。

　空があり、月があり、秀秋がいる。もう、青年にはそれだけでよいのだ。

　そして、いつしか秀秋同様に、昼の光よりも夜の暗くら闇やみを心地よいと思うようになっている自分に気づく。

　果たして、自分は真実、秀秋と同じものになれたのだと、青年は素す直なおに歓かん喜きした。

　もう、誰にも二人をわかつことはできない。

「慎三郎──」

　秀秋が、細い腕うでを大きく広げて慎三郎を包み込む。

　慎三郎はただ幸福な笑えみを浮かべながら、その白い肉体のうちへ、埋まい没ぼつしてゆく。

　蒼あお白じろい顔をした幽ゆう玄げんなる月だけが、この獣たちの宴うたげを眺ながめている。







　以来、二人の姿を見たものはいない。







　あとがき







　こんにちは。丸木文華です。最後まで読んでくださってありがとうございます。

　このお話は最初に編集さんに人外ものというテーマを与あたえられて考えたものでした。厳密に言えば人外というかなんというか…ですけども、最終的には人外というのに相応ふさわしい雰ふん囲い気きになったかなと思います。

　今回は女王様受けというか理り不ふ尽じんな仕打ちばかりする受けですが、攻せめも結構傲ごう慢まんなのでいじめられている感はさほどない気がします。私の作品では毎度のことですけれども二人とも癖くせのある性格で、世にも奇き妙みような物語的なお話ですが、一応私の中では純愛です。

　時代ものは、やはりまだ人間が身分というもので選より分けられていて、人の命が平等ではなかったということ、平均寿じゆ命みようも短く死が身近であったことが、そもそも舞ぶ台たい設定からしてドラマティックにしてくれるので、刹せつ那な的てきな愛、激しい恋こいが生まれやすく、書いていてとても面おも白しろいです。

　作中によく「もののけ」という言葉を使っていますが、古い時代ではそういった存在がより人々と密接にあったのではないかと想像します。なぜなら、現代のように電気はないし、街灯だってもちろんない。夜は蠟ろう燭そくの灯あかりを消してしまえば、月や星々の光の届かない場所では、本当の「暗くら闇やみ」になってしまいます。

　現代の人は私も含ふくめ、きっと本当の暗闇を知らない。そこに何かがいると容易に想像できるような、「もののけ」の棲すむ暗闇がかつてはあったのだと思います。そんな夜を想像しながら、このお話を書いていました。見えないものは怖こわいけれど、それだけ人を惹ひきつけるものだと思います。




　最後に、この本をお手に取ってくださった皆みな様さま、繊せん細さいで美び麗れいな絵を描かいてくださったサマミヤアカザ先生、気持ちよくお仕事をさせてくださった編集のＭさま、本当にありがとうございました。

　またどこかでお会いできることを願っております。
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